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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「押し出せぇぇ！」

　ナーガの号令一いつ下か、三台の攻撃車が城壁を目がけて進み始めた。

　攻撃車は木製の四角い大きな箱形で、車体を四つの大きな車輪──左右に二輪ずつ──が支ささえている。箱形の車に床はなく、側面と屋根は分厚い板で構成されていて、それぞれ薄い鉄板が張られていた。

　突貫工事になるから側面に金属を張る時間的な余裕はないかもしれないとナーガは危き惧ぐしていたのだが、レンスールの街の鍛か冶じ職人が頑張ってくれたおかげで、屋根だけでなく側面にも鉄板を張ることができた。これで防御力はかなり高くなったとナーガは喜よろこんだ。彼は敵が火矢を撃ってくる可能性を考えていたのだ。

　三台の攻撃車には、それぞれハリガン、アイス、ノノエルが乗車している。他にも護衛役として戦闘力の高い魔女──ケイやイクシーヌ、クゥが従ついていた。

　箱形の中には魔女以外にも十数人の兵が入っている。箱の中に地面に対して垂直に設置してある木製の棒に取りついた兵が、それを押したり引いたりすることで攻撃車は進退するのである。

　車に転てん舵だ装置などはなく、進行方向を変えたいときは、車を押す（引く）兵たちが左右の棒に加える力加減を調節することでそれを可能にしている。

　箱形の前部、つまり城壁に向かって進んでいく先頭部分も鉄板を張った板戸で覆おおわれているが、前部板戸だけは開閉できるように作られていた。城壁間ま際ぎわまで進んだらこの板戸を外に向けて開放し、攻撃担当の魔女が進み出て城壁に攻撃を加えるのである。

　当然、敵は攻撃車の接近を阻そ止ししようと矢を撃ってくるが、それらは屋根や側面に張った鉄板が弾はじいてくれる。敵が火矢を撃ってくる可能性もあるが、張った鉄板は屋根や側面のほとんどを覆っているから、それらも問題なく防げるはずだ。

　前方を開けたときは、開けた板戸が屋根となって上方からの矢を防いでくれる。板戸の前面にも鉄板を張ったから、火矢で燃やされる虞おそれもないというわけだ。

　問題があるとすれば、城壁の上から岩石を落とされることだ。石の礫つぶて程度なら問題なく弾はじき返かえせるが、巨石を落とされたら、いくら攻撃車を頑丈に作っても壊れてしまう。壊れたら中に入っている魔女や兵がぺしゃんこになる。だからこそナーガは、街の守備部隊がどんな迎げい撃げき策を用意しているかを、事前にエスピエーネとセレナに探らせたのである。

　守備側は矢や礫は山ほど用意しているが、城壁上に岩石を上げていないことをセレナの魔法「天てん眼げん」で確認したので、ナーガは攻撃車による城壁の破壊に乗り出したのだった。

　ガタゴトと車輪を鳴らしながら荒れ地を進んでいく三台の攻撃車を、ナーガは自信満々の表情で見送った。

（苦労して作って苦労して運んできたかいがあった。あの攻撃車と魔女の魔法があれば、街の城壁がどれほど厚くて堅くて頑丈でも、ぶっ壊せる。さぁ、ハリガン、アイス、ノノエル、奴やつらの度ど肝ぎもを抜いてやれ！）

　このときナーガの脳裏に、船もこの攻撃車のように甲板や舷げん側そくを鉄板で覆おおえば、火矢に強い戦いくさ船ぶねが造れるんじゃないか？　という考えが過よぎったのだが、彼が自分の思いつきを実行に移すのは、ずっと先のことだった。

　ナーガたちは黒い森で伐きり出した太い木をシュバイツ川の流れに乗せて下流へと運び、レンスールの街で集めた木工職人や鍛か冶じ職人に加工と組み立てを任せ、この攻撃車を完成させたのだ。

　ちなみに。

　伐り出した木を川の流れに乗せて下流へ運ぶというのは、木きの下した藤とう吉きち郎ろう（後の羽は柴しば秀ひで吉よし）が墨すの俣またに砦とりでを築きずいたときに使った方法だが、もしかすると藤吉郎は、信長からこの方法を聞いていたのかもしれない。

　完成した攻撃車は大きくて重かったが、船に乗せればいいので、大陸本土への移送には苦労しなかった。むしろ、上陸してからエゥラニアの街近郊まで移送していくのが大変だった。主要な街道といえど幅ふく員いんはあまり広くなく、場所によっては整備状況も悪く、荷馬車で商品を運ぶ商人たちですら、かなり苦労していたのだ。攻撃車は荷馬車よりも図ずう体たいがでかく、なおかつ重量があるから、街道を馬で引いていくだけで一苦労だ。

　移送中の部隊を街の兵が襲しゆう撃げきしてきて攻撃車を破壊されることをナーガは密ひそかに恐れていたのだが、最初に出撃した交通路確保の部隊が蹴け散ちらされて以降、守備部隊は街の外に出てこようとはしなかった。

「連中の戦略は『レンスールの船団さえ退ひけば、陸上の攻撃部隊は何もしなくても退いていく』というものなんだろう」

　ナーガはそう看かん破ぱしたが、事実、そのとおりだった。

　わずか一千の攻撃部隊に攻められても、街を陥おとされる虞おそれはない。

　城内に籠もり守りを固めていれば、やがて陸上部隊は兵ひよう糧ろうが乏とぼしくなる。

　一方の海上部隊は、もし海が時し化ければその場に留とどまれなくなる。

　無理してその場に留まろうとすれば、何隻せきの船が沈むかわからない。

　数隻が沈んだだけで、あるいは沈まなくても航行不能になるだけで、戦力比は大きくエゥラニア側に傾かたむくのだ。

　時化が収まったあとに港を出て、戦力を減らしたレンスール船団に襲いかかり、これを撃げき滅めつすればいい。

　もし好天が続いても、それはそれでレンスール船団の食糧が乏しくなるから問題ないというわけだ。

　水か主こたちが消耗した頃に海戦を挑んで、レンスール船団を撃げき滅めつしてしまえばいい。

　それがエゥラニアの街の首脳が下した決定だった。

　だが、彼らの頭から抜け落ちていたことがあった。それが魔女とナーガの存在である。

　魔女の戦闘力を彼らが充分に把握していれば。そしてナーガの指し揮き能力を彼らが充分に把握していれば。把握できないまでも、魔女たちが神の旅団を二度に亘わたって撃退したことを過小評価していなければ。

　攻撃部隊は一千しかいないのだから、敵は街に攻めかかってこないという先入観を改めることができただろう。そうすればエゥラニアの街も、もう少し粘り強く防御戦を戦えたかもしれなかった。
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　攻撃車内部に並んだ十名以上の兵が、車体に取りつけた棒を力一杯押している。

　攻撃車はゴトゴトと車輪を鳴らし、大きな車体を小刻みに揺らし、ゆっくり城壁に迫っていった。

　荒れ地を進むので、速度を出しすぎると車輪が跳ねる。その衝撃で車輪や車軸が壊れないように──何しろ鉄板が張ってあって重いから、乱暴に扱うと自じ重じゆうで壊れてしまいかねない──気をつけなくてはならないが、進むこと自体はそれほど難易度が高くない。

　城壁の上では、守備部隊を率ひきいる隊長以下の幹部が、接近してくる攻撃車を見下ろしていた。

　近づいてくる箱形の車がどのような目的を持っているのか、この時点では守備部隊の兵にはわかっていない。いないが、ああして近づいてくる以上、攻城兵器の一種であることは確実と思われる。エゥラニアの街の城壁の外側には濠ほりが巡めぐらされていないから、易やす々やすと接近させては不ま味ずいと隊長は判断した。

「弓、構え！」

　隊長の命令で、城壁上に居並んだ兵たちは一斉に弓を構えた。

　その間かんも、箱形の車は車輪を鳴らしながらゆっくりと接近してくる。

　中にどんな物が入っているのか。

　あるいはどんな者が入っているのか。

　外からはまったく窺うかがい知れないのが不気味だった。

「撃てぇ！」

　隊長の号令一いつ下か、兵たちが一斉に矢を射いた。

　ひゅん、ひゅん、ひゅん。

　百本以上の矢が空気を切り裂さいて飛んでいったが。

　かん、きん、かん。

　鏃やじりが鉄板に弾はじかれる音が聞こえてきた。

　遠目にも貫通した矢はないように見える。

　三台の箱形の車はそれまでと変わらぬ速度で、じりじりと近づいてくる。

「くそ、貫つらぬけないか」

　箱形の車の全体が隙すき間まなく鉄板で覆おおわれているのではない。車を作っている木板が剥むき出だしになった箇所もある。けれど板そのものが分厚くて通常の矢では貫けそうになかった。

「長なが弓ゆみ隊を前に出せ！」

　隊長の命令で長弓を持った大柄な兵が進み出た。

　長弓を撃つにはかなりの膂りよ力りよくが必要で、満足に扱える兵の数はそれほど多くない。だが、数は少なくとも、その威力は絶大だ。

（長弓なら、たとえ貫けないまでも、当たった衝撃で鉄板が外れてくれるかもしれない）

　隊長は、そう期待した。

「撃て撃て撃てぇ！」

　どひゅんっ、どひゅんっ、どひゅんっ！

　隊長の号令一いつ下か、十数本の矢が放たれた。

　通常の矢より遙はるかに初速が高い。

　空気を切り裂いて飛んでいった矢は、迫り来る箱形に次々に降り注ぐ。

　ところが。

　がぎんっ、かしぃんっ、ぎいんっ。

　長弓で放たれた矢も、大きな金属音を発して弾かれてしまった。

「次々撃て！　休まず撃て！　撃って撃って撃ちまくれ！」

　長弓隊は矢を射い続けたが、箱形を覆っている金属板を貫くことは叶かなわなかったし、外れる鉄板もなかった。

「長弓でも駄目なのか」

　隊長は愕がく然ぜんとした顔になる。

「ならば火矢だ。用意させておいた火矢を撃たせろ！」

　もちろん金属板に火矢は通用しない。そんなことは隊長にもわかっている。

（少ないながらも板が覗のぞいている箇所がある。狙ねらって当てるのは難しいだろうが、無数の火矢を放てば何本かは刺さる物が出てくるだろう。いったん燃え出せば、外が金属で覆われていても関係ない。内側の板が燃えてしまえば、中にいる兵士が耐えられまい）

　というのが隊長の読み、というより期待だった。

　長弓隊が下がると、今度は火矢を構えた兵たちが城壁前部に立ち並んだ。
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　今度は火矢が降り注いできた。

　攻撃一号車──とナーガたちは呼んでいた──の後部開放口から顔を覗のぞかせて外の様子を窺うかがっていたケイが、真っ先に火矢攻撃に気づいた。

「アイス、火矢が来た！」

　車内で車が進む速度に合わせて歩いているアイスに向かってケイがそう叫ぶと、彼女は足を止めずに顔だけを振り向けてきた。

「ここまではナーガさんの予想どおりね」

「そう簡単に刺さらないと思うけど、万が一ってこともある。あたしは外に出るから」

「よろしくね、ケイちゃん」

「任せてよ」

　アイスに向かって手を挙げたケイは、車体側面に取りつけられた梯子はしごをするすると登っていって一号車の屋根の上に立った。

　すでに魔法で硬化しているケイの肌は銀色の光沢を放っている。身に着けた衣装の面積は限りなく小さい──言い換えれば肌の露出が大きい──から、遠目には全身が銀色に輝かがやいているように見える。鉄板の上に乗るだけでも、そうとうに目立った。

　屋根の上には無数の火矢が降り注いでくるが、自分の体に当たりそうな火矢を、ケイは事も無げに手で振り払う。

（べつに当たっても痛くも痒かゆくも熱くもないんだけど、衣装に当たって燃えちゃうとなぁ。さすがに裸で戦うとか、恥ずかしいからな～）

　金属は魔法の効果を減げん殺さいするから、火矢の矢や面おもて──文字通り矢面だ──に立つときでもケイは鎧よろいを着られないし、矢避よけの盾たても構えられない。火矢が当たった場合、ケイ本人は無傷でも、衣装が燃え落ちてしまう。

（硬化してるから遠目だとよくわからないかもしれないけど、気分的な問題として恥ずかしいよね。あと、車内に戻ったとき、人の兵いるし。見たら殺すって言えば、みんな目を逸そらすだろうけど、見られたからって本当に殺すわけにもいかないしな）

　などと考えながらも、ケイは飛んでくる火矢を次から次へと払い落とし続ける。

（やっぱ見ず知らずの人間に見られるのは困るよね。ナーガさんに見られるなら問題ないんだけど……って、いやいやいや！　何を言ってるの、あたし！）

　ケイは慌てて、ぺしぺしと自分の額を右手で打つ。

　火矢を落とす手が止まった。

　かしん。

　鈍にぶい金属音がして、小さな衝撃が体に走って、ケイが我に返る。

「あ、しまった！」

　ケイが自分の体を見下ろすと、直撃した火矢の炎が、着ている衣装の一部に燃え移っていた。

「あちゃ、やっちゃったよ。心配してた事態になっちゃった。ホントに馬鹿だな、あたし」

　ケイは自分の愚おろかさを罵ののしりながら、燃える衣装を破り捨てる。

　幸いというかなんというか、燃えたのは上半身の衣装だったから、上半分を破り捨てるだけで済んだ。

（助かった～。半裸で済んだ～。全裸にならずに済んだ～）

　上半身裸になったケイが左右を窺うかがうように見回す。

　攻撃車の外に出ているのはケイだけだ。

　今度は城壁のほうを見やる。

　すでに攻撃車は城壁から二十ヤルド（一ヤルド＝約二・七メートル）程度のところまで接近していた。

（硬化してるからあんまり裸には見えないかもしれないし、下半身の衣装は無事だから、まぁいいか）

　覚悟を決めたケイは胸を隠すこともせず、両手を使って飛んでくる矢を落としながら、前後左右に目を配った。

　さらに数ヤルド進んだとき、二号車の前部扉の上、鉄板に覆おおわれていない僅わずかな部分に火矢が刺さったのが見えた。

　扉の前面は鉄板で覆っていたが、扉として使っている板戸の厚みの部分はさすがに覆えていない。というより、そこに鉄板を張ってしまうと扉が上う手まく開かなくなるから覆えなかった。

　面積はほとんど無視できるほどだから火矢が刺さったのは偶然だ。その数も一本だけ。とはいえ、放っておくと、最悪、扉が燃え出すかもしれない。

（出発する前にノノエルが水を吹きかけていたから大丈夫だと思うけど、念のために引っこ抜いておこう）

　ケイは梯子はしごを駆け下り、二号車の後方開口部から中に声をかけた。

「ハリ姉ねえ、屋根に火矢が刺さったから抜いておくね！」

「そうか。頼んだ。応援がいるようならノノエルを使え」

「いや、大丈夫」

「わたしも出る？」

　二号車に随ずい伴はんしているクゥが訊きいてきた。

「それも大丈夫。飛んでくるのは火矢だから、下へ手たするとクゥの革かわ帯おびが燃える」

　万一、革帯が燃えたらクゥは体に巻き付けた革帯を捨てるしかないが、そうなると彼女は戦力外になってしまう。ケイの言うとおり、ここは自じ重ちようしておこうと思うクゥだった。

「じゃぁ任せる」

「任せて」

　ハリガンとクゥに手を振ったケイは、二号車の梯子はしごを駆け上がった。

　屋根に登ったケイは、前方の扉の上面に刺さった火矢に手を伸ばして掴つかみ、それを引っこ抜いた。彼女は右手で掴んだ矢の鏃やじり辺りに巻かれた燃えている布を左手で強く握った。全身が硬化しているから、炎を手で揉もみ消けしても彼女が火傷やけどをすることはない。

　火が消えた矢を放り投げると、ケイは矢が刺さっていた箇所を覗のぞき込こんだ。板に多少の焦げ跡はあったが燃えてはいなかった。

（この様子ならノノを引っ張り出すまでもないかな）

　とケイは安あん堵どする。

　最悪、車体が燃え出すようなら、ノノエルを引っ張り出してきて消火活動をしなくてはならない。しかし、そうなると運んできた水を使ってしまうことになる。水がなければ、ノノエルの魔法は意味をなさない。

　空気中の水分を集めるという手もないことはないが、今日のような好天では使えないし、何より時間がかかりすぎる。

　街の周囲に水を湛たたえた濠ほりが巡めぐらせてあれば、ノノエルにとっては無尽蔵に武器が作れるようなものだが──もちろん魔力の限界はあるから、魔力の許す限りという制約がつくが──生あい憎にくとエゥラニアの街の周囲に濠はない。

　ノノエルの魔法を活いかすためには、運んでいく水が頼りなのである。

（ノノに思いきり力を発揮してもらうためにも、ここで水を無駄遣いするわけにはいかないもんね）

　火を消した火矢を捨てたケイはその場で立ち上がり、背伸びするように両隣の三号車と一号車を覗き込む。

（どれ、少し連中を脅かしてやろうかな。裸を見られちゃうけど、硬化してるから、まぁいいや）

　ケイは屋根の上に真まっ直すぐ立って腰に手を当て、城壁のほうを睨にらみつける。その様子は、もはや城壁の上からもしっかりと確認できた。
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「箱形の上に誰だれか乗っている!?」

　視力のいい見張り兵が真っ先に気づいた。

「隊長、屋根に誰だれか乗っています！」

　という兵の呼びかけで、隊長は右手で目ま庇びさしを作って目を凝こらす。

　なるほど、真ん中を進んでくる箱形の車の上に誰か乗っているのが見えた。しかも服を着ていないように見える。

　だが、何かおかしかった。

　肌が露あらわになっているにも拘かかわらず、肌が肌の色をしていないのだ。まるで金属のような銀色の光沢を放っている。隊長は黄おう銅どう製の玩具おもちやの人形を連想した。

「いや、色的には黄銅というより銀なのだが。というか！　そもそもあれはなんなのだ!?　金属製の絡から繰くり人形!?　いや違う！　絡繰り人形にあんな精せい緻ちな動きができるはずがない。だとすると、あれはいったい……」

　隊長の脳裏に恐ろしい可能性が浮かんだ。

　嫌な予感に彼は戦慄する。

「ま、魔女なのか!?」

　レンスールの街が魔女国と手を結んだという話は彼も聞いていた。だからレンスールの街が送って寄よ越こした攻撃部隊に援軍として魔女が混じっていても少しも不思議ではない。

　しかし、街の首脳陣じんはその可能性を低く見積もっていた。というより、軽視していたと言うべきだろうか。

「手を結んだといっても、魔女は魔女。人の戦いくさに積極的に手を貸すはずがない」

「カサンドラ王国に手を貸したそうだが、それは神の旅団が魔女の本拠地である黒い森を攻めようとしていたからだ」

「魔女たちは今まで人の世界に、人の社会に関わらず黒い森に隠いん棲せいしていたのだ。自分たちが攻められたならいざ知らず、無関係の国のために戦うことなどないだろう」

　というのが首脳たちの見解だった。

「最近、魔女は黒い森を下りて積極的に人の社会と関わりを持とうとしているように思えるのだが？」

　と疑ぎ義ぎを呈ていした者もいたが、その意見が重要視されることはなかった。

（もしもあれが魔女だとしたら、あの男の疑義は正せい鵠こくを射いていたことになる）

　旧教会の神の旅団がさんざんに討うち破られ、音に聞こえたジュエルジュードやグリスタンという旅団長が討ち死にしたという事実を思い起こした隊長は、冷や汗を流しながらも必死になって自分を鼓こ舞ぶした。

（いや、闇やみ雲くもに恐れることはない。魔女といえど不死身ではないのだ。実際、魔女と戦って討ち取った剛ごうの者もいる。捕らえられた魔女が神の裁さばきを受け、焚ふん刑けいに処せられたことだってある。魔女は不死身ではないし、無敵でもないのだ。だいいち我々は、この分厚い城壁に守られている。野戦で魔女を討うち取ろうとした神の旅団とは、置かれた状況が違うのだから）

　自分の言葉に奮い立つように隊長は顔を上げた。

「弓隊！　真ん中の車の屋根の上にいる者を狙ねらえ！」

　車上にいるのは魔女かもしれないと危き惧ぐした隊長だが、「魔女」という言葉を口にすることはできなかった。その言葉を口にした瞬間、兵たちの腰が引けるのは目に見えている。だから隊長は、車上にいるのはあくまで「正体不明の者」で押し通すことにした。

　城壁上に居並んだ火矢隊の一部を下げ、通常の弓兵を進ませた隊長は、弓兵が矢を番つがえるのを待って号令を発した。

「撃てぇ！」

　一斉に放たれた十数本の矢が空気を切り裂さいて飛んでいって。

　そのうちの半数近くが屋根の上にいる者に命中した……ように見えた。

　当たった瞬間に、きん、きんという金属音が聞こえた……気がする。

　そして当たったはずの矢はすべて弾はじかれ、屋根や地面の上に虚むなしく落下した。

「なっ、なんだとぉぉ!?」

　隊長も弓兵も、驚きよう愕がくに目を見開き、口を開ける。

　寄せてくる三つの箱形はすでに指し呼この間かんという距離に迫っているから、屋根の上に乗っている者の姿形もはっきりと目視できた。

（絡から繰くり人形などではない！　もちろん人間でもない）

　屋根上の者は衣服を着ていないように見える。

　本当は上半身だけ裸になっているだけだが、下半身の衣服が小さいので、城壁の上からは見えなかったのだ。しかし、小さな衣服は見えなくても露あらわになった全身が銀色に輝かがやいているのがはっきりと視認できる。

　鎧よろいではなく、肌が銀色に輝いていて。

　当たった矢を弾はじき返かえす。

　ふつう、そんな者はいない。

　少なくとも人間には無理だ。

　そんな者がこの世にいるとすれば。

（やはり、あれは魔女！）

　悪い予感が当たったのを知って、隊長は改めて怖おぞ気けを震う。

　兵たちも、もしかするとあれは魔女なのではないかという可能性に思い至り、弓を撃つ手が止まってしまった。

「何をしている!?　撃て！　撃たんか！　矢の続く限り撃って撃って撃ちまくれ！」

　隊長の叱しつ咤たの声に弓兵は慌てて二の矢を抜き、矢を番え、弦つるを引き絞り、狙いを定めて矢を放った。

　またしても数十本の矢が空気を切り裂さいて飛んでいく。

　距離が近い上、目標が屋根の上に立ったまま動きを止めているせいもあって、矢のほとんどが命中した。けれど当たった矢はすべて弾はじかれ、力なく屋根の上に落下した。

　腰に手を当て屋根の上に立ったまま平然と矢を撥はね返していた魔女と思われるそいつがにたりと笑うのが城壁の上からも見えた。

　そいつは腰を屈かがめて落ちた数本の矢を拾うと、両手でそれを持ち、へし折った。

　折った矢を捨てると、そいつはとんとんと胸を手で叩いた。

　撃ってこいという意思表示だろうか。

　火矢を撃っていた兵までが動きを止め、息を殺してそいつの動きを凝視しつつ、同時に隊長の顔色を窺うかがっている。

（くそ。いいように遊ばれている気がするが）

　しかし、隊長としては撃てと命令を下すしかない。

（ここで攻撃をしないままあの箱形の車の接近を許してしまうのは、理由はわからないがとても不ま味ずい気がする）

　箱形がどのような攻撃を仕掛けてくるのかわからないのが不気味だったが、それ以上に兵の戦闘意欲が大きく低下してしまうことのほうが大問題だ。兵の士気を保つためにも、隊長は攻撃を続行するしかなかった。

「撃てぇ！　撃て撃て撃て撃てぇぇ！」

　隊長が絶叫を放ち。

　兵たちは慌てて三の矢を放つ。

　もはや眼前といってもいい距離まで近づいているから、狙ねらいを定める必要もない。相手はご丁寧に両足を肩幅に開いて立ったまま両手を左右に広げている。おまけに目を瞑つぶり、身動みじろぎもしない。あれなら当たらないほうがおかしい。

　事実、二十本ほどの矢が──恐こわがって撃てなかった兵が何人かいたが──飛び、そのすべてが命中した。

　頭や顔に当たった矢もあった。

　剥むき出だしの左胸に当たった矢もあった。

　致命傷になるという点では胸部にも劣らない腹部には、何本もの矢が当たった。

　なのに、そのすべてが弾かれ落下した。

　もはや間違いない。

　箱形の上に立っているのは人間などではない。

　あれは。

「あれは魔女だぁぁっっ！」

　兵の一人が叫ぶと、城壁上に居並んでいた兵の多くが一斉に逃げ腰になる。

　隊長が「矢の続く限り撃て」と命じたにも拘かかわらず、今や誰だれも矢を撃っていない。

　全員が恐怖に怯おびえた顔で、眼下に迫ってくる箱形とその上に仁王立ちになっている魔女らしき半裸の少女を見下ろしているだけだった。
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（あれ？　もしかして今が押し時？）

　城壁の上を見上げていたケイは、守備兵の様子を見て閃ひらめくものがあった。

（上う手まくすれば敵の攻撃を心配することなく城壁を破壊できるかも）

　ケイは屋根の上から飛び降りて左隣の三号車に駆け込んだ。

　後方の開口部から車内に飛び込んだケイは、ノノエルを呼んだ。

「ノノ、ノノ、ちょっと来て！」

「あ、はい、なんですか？」

「あたしが矢を弾はじきまくったせいで、いま敵の兵は弱腰になってて腰が引けてて逃げ腰になってるんだよ」

「同じことをくどいほど重ねてますですが」

「いいから。今はそういうことは気にしないでいいから」

「あ、はい。で？」

「だから今が好機なんだって。ちょっと水の槍やりを撃ち込んでやってよ。そうすれば、逃げ腰になってる敵兵は実際に逃げ出すかもしれないって思うんだ」

　と言いながら、ケイはノノエルが用意した手て桶おけを右手で持ち上げた。

「それはいいですが。でも用意した水には限度があるです。ここで使ってしまうわけにはいかないと思うですが」

　そう言ってノノエルはケイが手にした手桶を指さしたのだが、彼女は大丈夫！　と空いている左手の親指を立てて寄よ越こした。

「使うだけの価値はあると思うから」

「わかったです」

「イクシー、二人でちょっと行ってくるから」

「行ってらっしゃ～い」

　三号車に同乗しているイクシーヌに見送られ、ケイとノノエルは水を張った手桶を抱えて二号車後部の梯子はしごを駆け登った。

　たしかにケイの言うとおり守備兵は腰が引けているらしく、矢はほとんど飛んでこない。矢が飛んでくるようなら急いで水の盾たてを張る必要があるとノノエルは思っていたが、それほど急がなくても大丈夫そうだ。

「どうする？　あたしが前に立つ？」

「問題ないです。矢が飛んで来る来ないに拘かかわらず、水の盾たては張っておくですから。そのほうが視覚的な効果も高いと思うですし」

「ああ、そうかもね。じゃあ盾を張ったら、あたしは横に立つから」

「やりますです」

　手て桶おけを屋根に置き、その前に跪ひざまずいたノノエルが呪文の詠唱に入る。

　ケイはそれを守るように彼女の前に仁王立ちになった。




「清せい清せいの水みず絡めて瑞みず々みずしき水みず生せい成せい。水を立て、水の盾、水が建ち、水で絶たつ。深みの龍たつの加か護ごありて、見ず巳みの過か誤ごなし。悉ことごとく網羅し悉く猛もう螺らし受け止める盾よ立て」




　手桶の水が浮かび上がり。

　空中で蠢うごめき。

　薄い水の膜がノノエルの前方から頭上を覆おおった。

　ノノエルはすぐに次の呪文を唱え始める。




「清清の水絡めて瑞々しき水生成。水を遣やりて水の槍やりにて刺し、槍そう、刺、突とつ、刺死し相そう、死し屍し怒ど津つ。飛びて帯おびて伸びて貫つらぬけ、水すい龍りゆうの聖せい槍そう！」




　もう一つの手桶の水が先ほどと同様に浮かび上がり。

　空中で蠢き。

　今度は幾つかに分裂し。

　それらは長く伸び、数本の水の槍を形作った。

「ノノ、威い嚇かくの効果を高めるために一本ずつ行こう」

　ケイがそう呼びかけてきた。

「わかったです。では、まず一本」

　水の盾の内側に浮かんだ水の槍の中から一本だけを手にすると、ノノエルはそれを盾の外側に押しやった。
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　いったん隣の箱形の中に消えた魔女が、別の魔女と思われる者を連れて再び屋根の上に戻ってきた。その二人の動きを、守備兵は固唾かたずを呑のんで見守っている。

　本来なら休む間まもなく矢を射いかけるところだが、兵の半ばは怯おびえ、半ばは魔女が何をするつもりかと気になって仕方がなく、とても矢を撃つどころではなかった。

　隊長も他の幹部も兵たちと同様で、すぐそこまで迫った箱形の上の魔女二人に、全員の目は釘くぎ付づけだった。

　足下に置いた手て桶おけの中から水が空中に浮かんでいくのが見えた。

　浮かんだ水は薄い皮ひ膜まくとなって広がり、魔女の前方と頭上を覆おおった。

　続いて別の手桶の水が同様に空中へと浮かび上がり。

　幾つかの塊かたまりに分裂した後、塊の各おの々おのが細長く伸びた。

「な……なんだ、あれは!?」

　幹部や兵たちが宙に浮かんだ細長い水の塊に見入っている横で、隊長は悪い予感に体が震えた。

　まだ魔女が何をしようとしているのかわからないままだが、このまま見ているだけでは取り返しがつかないことになりそうな気がする。

「おい、撃て！　矢を撃て！　あいつの好きにさせては不ま味ずい！」

　隊長が怒鳴っても大半の兵は反応しなかったが、中に数人、我に返った兵がいた。

　彼らは慌てて矢を撃った。

　いまや箱形は城壁間ま際ぎわまで進んできている。

　魔女はその屋根に乗っているのだから、極端に言えば目を瞑つぶっても当たる距離だ。

　実際、放たれた三本の矢はすべて命中した……ように見えた。

　なのに、飛んでいった矢は空中で静止している。

「なっなんだぁ、あれは!?」

　矢を放った兵だけでなく、城壁上に居並んだすべての兵が、幹部が、隊長が、目を見開いて絶句した。

　よく見ると、矢はただ空中で止まっているのではなかった。魔女の前面に広がっている薄い水膜に刺さって止まっているのだ。その様は、蜘く蛛もの巣に絡め取られた蜻蛉とんぼを連想させた。

「あっ、あれが魔女の魔法なのかっ!?」

　誰だれかが喘あえぐようにそう言った。

　隊長には兵の怯えがはっきりと感じられた。

「くそ！　矢を寄よ越こせ！」

　焦った隊長は近くにいた弓兵から弓矢を奪い取ると、思いきり弦つるを引き絞り、水膜の向こうに立っている魔女に狙ねらいを定めた。狙いなどつけずとも当たる距離だったが、絶対に外さない、必ず射い貫ぬいてやるという彼の決意がそうさせた。

「死ねぇっ！」

　隊長が弦つるを放し。

　矢が空気を切り裂さいて飛び。

　しかし、以前の三本と同様、隊長が放った矢も水膜に刺さって止まった。

　進むことも落ちることもなく、空中で静止した四本の矢。

　その異様な光景を見せられた兵たちのあいだからは咳しわぶきの一つも出ない。

「もう撃ってこないですか？　ならこちらの番です」

　水の盾たての威力を見せつけようと、ノノエルは敢あえて敵が矢を撃ってくるのを待っていたのだ。

　続けてノノエルは、水の槍やりの威力を見せつけようとする。

「飛びて貫つらぬけ、水すい龍りゆうの聖せい槍そう！」

　ノノエルが右腕を伸ばす。彼女の指先が水膜のすぐ外に浮かんでいる水の槍に軽く触れると、槍は飛沫しぶきを撒まき散らしながら静かに動き出し、空中を滑すべるように飛んでいった。

「こっちに飛んでくるっっ！」

　空中に浮かんでいた細長い水の塊かたまりが自分たちに向かって飛んでくると感じた兵は大いに動揺し、逃げようとして城壁上の通路を走り出す。

　けれど通路は狭い。逃げ出した兵は他の兵に進路を遮さえぎられ、城壁上で押し合い圧へし合あいが始まった。

　そのとき、どす、という何かが城壁に刺さる鈍にぶい音がした。

　逃げようとしていた兵も、それを押し返そうとしていた兵も、共に身動きを止める。

「飛んできた水塊が城壁にぶつかったのか」

　小隊長の一人が勇気を振り絞り、決死の覚悟で上体を乗り出して城壁外側を覗のぞき込こんだ。

「刺さってるっっ!?」

　小隊長は驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめて叫んだ。

　たしかにそれは水のようだ。透明で、光の屈折を受けてきらきらと輝かがやいている。しかし細長い形は崩れず、まるで投とう擲てきされた槍のように先端が城壁に刺さったまま真まっ直すぐ宙に伸びていた。

「水の槍だ……」

　小隊長は思わずそう呟つぶやいた。

　何がどうなっているのかを確かめようと、隊長以下の幹部が兵たちを押しのけ、上体を乗り出して城壁下部を覗き込んだ。

「た……たしかにこれは水の槍だ」

　想像を絶する事態だった。

　煉れん瓦がを積み重ねた二ヤルド弱の高さの城壁の上から三分の一辺りに刺さっていた水の槍は不意にぷるぷると震え、すぐに消滅した。

　消滅したというか、まるで城壁に吸い込まれたかのように隊長には思えたのだが、いずれにせよ城壁を破壊するほどの威力ではない。そう感じた隊長は自分を取り戻した。

「恐れることはない！　敵のこの攻撃は城壁に通用しない！　矢を撃て！　撃って撃って撃ちまくれ！　あの水膜も十本の矢は止められても百本の矢は止められない！　矢だけでなく槍やりも投げよ！　矢は止められても、槍は止められまい！」

　矢で魔女を殺せるのかどうかはわからない。

　槍なら貫つらぬけるかどうかも定かではない。

　だが、見ているだけでは、魔法に恐れをなした兵たちが本当に逃げ出しかねなかった。

　隊長は効果があるなしよりも兵たちに何かをさせることで、彼らの恐怖を紛まぎらわせようとしたのだ。

　それに、隣に立っている金属のような光沢を放つ魔女には通じなかったが、水膜の中にいるもう一人の見た目は、普通の人間となんら変わらない。

（水膜さえ貫けば矢は刺さりそうだ。そして水膜は限りなく薄い。矢を受け止めることはできても、投とう擲てきした槍なら貫けるのではないか）

　そう期待した隊長の叱しつ咤たに、兵の何割かは勇気づけられた。

　彼らは弓を持ち直し、矢を番つがえ、弦つるを引き絞り。

　別の兵は右手に持った槍を肩の上に担ぎ上げた。

　箱形は直下とも言える場所にいるから、投げた槍も必ず届く。

「矢を撃てぇ！　槍を投げろぉ！」

　隊長の号令と同時に十人前後の兵が──それだけの数しか撃たなかった──矢を放ち。

　数人の兵が槍を投げて。

　矢と槍は水膜に命中した。

「どうだ!?」

　隊長は思わず身を乗り出す。

　矢は先ほどと変わらず水膜に当たって止まっていた。

　しかし槍は。

　槍は穂先が水膜を突き破っているように見える。

「破ったか!?」

　瞬時、隊長は喜色を表したが、それはぬか喜よろこびに終わった。

　槍が水膜を突き破ることはなかった。

　水膜の向こうに立つ魔女を貫くことは叶かなわなかった。

　水の盾たては槍の穂先を包み込むように極限まで薄く伸びているが、まったく破れていないのだ。もっとも城壁の上からはそこまでわからないから、隊長はあと少しで水膜を破れるのではないかと考えた。

「矢はもういい。槍やりだ。皆みんなで槍を投げるのだ！　槍なら貫つらぬける！」

　その声に、何人かの兵が槍を取り上げ、右肩に担いだ。

　槍を持った兵は右手を大きく引き、その反動で思い切り槍を投とう擲てきした。

　今度は十本近い槍が飛んだ。

　けれど槍は、やはり穂先を水膜にめり込ませるようにして止まってしまう。

　今や水膜は十数本の槍を捕らえ、空中に静止させていた。それは矢を止めたときよりも遙はるかに衝撃的な光景だった。

（あんな薄い水の膜で投げつけられた槍の勢いを殺し、十本以上の槍の重さを支ささえられるものなのか）

　隊長は改めて驚きよう愕がくし、驚嘆し、恐怖する。兵たちは言わずもがなだ。

　水の膜がぐにょんと内側へ凹へこんだかと思うと、反動で外側へ向かってびよんと膨らんだ。刺さっていた矢や槍が吐はき出されたかのように飛んで、箱形の屋根や地面の上にばらばらと落ちた。

「な……なんだ、あれは」

「あれが……あれが魔女なのか。魔女の魔法なのか」

　眼下の魔女に魅入られたように城壁上の兵は身動きを止めてしまった。

　ノノエルが新しい水の槍に手を触れる。

「山と形なり、落ちて貫け、水すい龍りゆうの聖せい槍そう！」

　唖あ然ぜん、呆ぼう然ぜんとしている兵に向かって新たな水の槍が飛んできた。

　今度の水の槍は、一直線に城壁に向かわず、いったん上昇していった。

　髙角度で城壁の遙か上まで飛んでいった水の槍は、そこで先端を下に向け、今度は勢いよく落下してきた。

　このままでは頭上から襲われる。そう悟った兵たちは混乱状態に陥おちいった。

「う……うわあ！」

「避よけろ！」

「逃げるんだ！」

　狭い通路上を兵が逃げ惑い、あちこちで兵同士の衝しよう突とつが起き、転倒する者が続出する。

　兵が逃げてできた空隙に水の槍が降ってきた。

　垂直に近い角度で急降下してきた槍は、煉れん瓦がでできた通路に深々と突き刺さった。刺さっても水の槍の形が崩れない。

　近くにいた兵の何人かが腰を抜かして通路上に尻しり餅もちをついたり、頭を押さえて屈かがみ込んだりしている。だが、とくに何が起こるというわけでもなかった。

「な……なんだ、これ!?」

「水で……できてるのか？」

　周りの兵が水の槍やりを見つめていると、槍は形を失い、通路の隙すき間まに吸い込まれるようにして消滅した。

　兵たちは安あん堵どの息を吐はくが、彼らが安堵したのも一瞬だ。

「また来るぞ！」

「今度は数本まとめてだ！」

　兵たちが一斉に下方に目を向けると。

　水の槍二本が空中を真まっ直すぐ飛んできて。

　別の二本は上空高く舞い上がり。

　二本は城壁に刺さり、二本は通路に刺さった。

「ひぃい」

「まだ来るぞ」

「逃げろっ！」

「刺さったら死ぬぞっ！」

　兵たちはてんでばらばらに動き出す。

　城壁から下りようとする兵も続出するが、それを制止する小隊長はおらず、少なくともこの場所では、城壁の守備に就ついていた兵たちは完全に統率を失っていた。のみならず、兵たちの戦闘意欲は大きく低下した。ハリガンやアイス、ノノエルの三人が実際に城壁の破壊作業に取りかかる前に、形勢は早くも攻撃側の有利に傾かたむいている。

　ケイとノノエルの奮闘を遠えん望ぼうしていたナーガは、満足そうに笑った。

「やるじゃないか、ケイの奴やつ。俺おれはあんな指示は出していない。あれはケイが自らの判断で動いた結果だ。目的を忘れて余計なことをしちゃならないが、目的達成に添う形で創意工夫するのはいいことだぜ」

　ナーガは、城壁を巡めぐる攻防の勝敗は見えたと思った。

（あとは仕上げだ。頼んだぞ、ハリガン、アイス、ノノエル）























　１






「お──、なんか混乱してるっぽい」

　城壁の上を見ていたケイが手を打った。

　すでに攻撃車は三台とも城壁直下まで到達していたから、角度的に城壁上の様子を確認することはできない。しかし、目で確認することはできなくても、上から降ってくる兵の叫び声を聞く限り、守備部隊が混乱しているのは察せられた。

「よっしゃ。もういいぞ、ノノ。持ち場に戻って作業に取りかかって！」

「了解したです」

　作った水の槍やりをすべて発射したノノエルは、広げていた水の盾たてを畳んで手て桶おけに戻した。

（だいぶ水を使いましたですが、まだ攻撃車の中に手桶が幾つもあります。城壁を弱体化するくらいはできるですね）

　彼女は両手に手桶を提さげて攻撃車の屋根から飛び降りた。

「さて、あたしはこのまま見張りだな」

　ケイは城壁間ま際ぎわで停止した三台の攻撃車の前後左右を見渡し、それから城壁を見上げる。

（あの混乱ぶりなら、守備兵が下りてきてこっちの作業を邪魔することはないと思うけど、もしものときに備えておかないとね）
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　停止した攻撃車の中では、同行している護衛役の兵たちが前方の板戸を開けるための棒に取りついて、それを押していた。

　板戸の上部二箇所が車体にはめ込んであって、板戸は前方に向かって開くように作られているのだ。

　分厚い板戸には鉄板が張ってあってかなり重いので、数人がかりで押さないと持ち上がらない。かけ声をかけつつ兵たちが必死の形ぎよう相そうで板戸を押し上げると、重くて分厚い板がゆっくりと持ち上がっていく。

　少し開いたところで短めの突つっ支かい棒を持ってきて板戸を支ささえておいて、さらに板戸を押し上げる。

　今度は先ほどより長い突っ支い棒を持ってきて、それで板戸を支える。

　それを数度繰り返すと、板戸は水平近くまで持ち上がり、端が城壁に触れて止まった。

「車を少し後退させろ！　少しだ！」

　突っ支い棒で板戸を支えている兵が叫び、車の進退を受け持つ兵たちが押し棒を引いて車体の位置を調整する。

　攻撃車が僅わずかに後退すると、すかさず板戸の開閉担当の兵たちが突つっ支かい棒で板戸を押し上げた。

　板戸がほぼ水平に開ききると、兵たちが突っ支い棒の後端を地面に固定する。

　兵たちはさらに突っ支い棒を持ってきて板戸と地面のあいだにねじ込んでいく。

　都合六本の突っ支い棒が板戸を支ささえる形で立てられた。

　車内にいた部隊の隊長がアイスを呼ぶ。

「これで板戸の重さにも耐えられるだろう。アイス殿、板戸の固定が終わりました。始めてください」

「わかりました」

　兵たちの作業を見守っていたアイスが進み出てきた。

（板戸を開けるのなら、わたし一人でもできるのですけど）

　とは思ったものの、それは口にしない。

　事前に攻撃手順の確認をする際、ナーガから、

「たしかにおまえがやったほうが早いだろうけどな。兵たちの仕事を奪うことは、兵たちのやる気も奪うことになる。板戸を開けるだけとはいえ、それで兵たちは、俺おれたちと共に戦っているのだという気になってくれる。だから、そこは連中に任せておけばいいんだよ。兵たちを上う手まく乗せるのも大将の務つとめってもんだ」

　と言われている。

「なるほど、兵たちを上手く乗せるわけですか」

「そうだ。そうすりゃ、兵たちは必死に働いてくれる。必死に戦ってくれる。だからな、たまには演技も必要なんだよ。兵のやる気を引き出すような演技が、な」

（ナーガさんにはもう飽きるほど、嫌になるほど、驚かされっぱなしですけど。なるほど、兵たちのやる気を引き出す……ですか）

　そのときナーガの言葉に驚き感心したアイスは、自分もできるだけそれを心がけてみようと思ったのだった。だから今も兵たちに声をかけてみる。

「皆さん、ご苦労様でした。あとはわたしが城壁を壊す番です。危ないですから少し下がっていてくださいね」

　優しい口調でアイスがそう言うと、若い兵たちは顔を紅こう潮ちようさせて姿勢を正した。

「は。よろしくお願いします！」

　アイスが前方開口部まで進み出ると、入れ替わるように兵たちが下がった。

　極ごく薄うす極ごく小しようの衣装しか身に纏まとっていない魔女が──しかも美女で巨乳──城壁を破壊するところを間近で見てみたい気もする。きっと大きく激しく恐ろしいほど揺れるだろうから。

　けれど、どれほどの美女であろうと、魔女であることには変わりがない。












　兵たちにとって魔法は未知の力だし、魔女は未知の力を揮ふるう人に非あらざる存在だ。魔法が暴発してとばっちりを食う虞おそれがある。魔女が暴走して殺される虞だってある。

（まぁ、この優しそうな魔女なら、そんな心配はないだろうけどな）

　などと思いながら兵たちは、極ごく薄うす極ごく小しようの衣装を身に着けただけのアイスの後ろ姿に──具体的にはお尻とかお尻とかお尻とかに──視線を据すえていた。

　兵たちが全員、車内の後ろまで下がったのを確認すると、アイスは車から一歩、二歩と進み出た。

　城壁の直前に立ったアイスは、城壁の様子を目で探った後、手を伸ばして掌てのひらをそれに押し当てて感触を確かめる。

　頭上は板戸に守られているので、城壁からの弓矢攻撃を心配する必要はなかった。

　矢が板戸に当たる音がしないから、弓矢攻撃は止やんでいるようだ。

（さっきケイちゃんがノノちゃんを引っ張り出していったから、屋根の上で何かやったのかしらね。それで守備兵が恐こわがっちゃったのかな）

　ケイやノノエルと守備兵の応おう酬しゆうを見ていないアイスは、そんな想像を働かせたわけだが、だいたい当たっていた。

　城壁は煉れん瓦が造づくりだった。

　掌を城壁から離したアイスは、次に拳げん骨こつを作って軽く叩いてみる。

　城壁はかなり厚みがあって、そうとうに堅固な造りのようだ。

「一筋縄なわではいきませんね。もっともわたしの場合、クゥと違って縄ではなく、この拳こぶしを使うのですが」

　息を吸い込んだアイスは、体内で魔力を練り上げていく。

　高まった魔力が噴き出してアイスの周りで渦うずを巻くのが、後方に下がって見守っている兵たちにも感知できた。

　アイスは徐おもむろに呪文を唱え始める。




「力の加か護ご、地からの加護、血からの歌か語ご、形ぎようと為なりて業ごうと成なりて号ごうと鳴りて、大だい地ち母ぼ神しんの導きにより満ち弾びきにより、吾わが血肉となりて吾われを支ささえよ吾を讃たたえよ。総そう、力りよく、巡じゆん、身しん、剛ごう、力りき、仙せん、心しん」




　吹き荒れるように魔力が車内に充満し、兵たちは息苦しさを感じるほどだった。

　魔力の嵐が不意に途絶えた。

　両手をだらりと下げたアイスの周囲は不思議な静せい謐ひつさに包まれている。

「では、やります」

　アイスはゆっくりと右腕を後方に引き。

「はぁっっっ！」

　思い切り前方へと突き出した。

　言ってみれば、ただの右ストレートだが、魔力で肉体を強化したアイスが繰り出す魔力を乗せた右拳の威力は、人の拳とは桁けた違ちがいだった。

　桁違いというより、次元が違うというべきか。

　どごぉん！

　大きな衝しよう突とつ音がして土煙が上がり。

　アイスがゆっくりと腕を引いた。

　土煙が晴れたとき、煉れん瓦が製の城壁が大きく凹へこんでいるのが兵たちにもわかった。

「す、凄すげえ」

「腕一本で!?」

「鉄てつ槌ついを叩きつけたって、あそこまで凹まないぞ？」

「投石機並みの威力じゃないか？」

　兵たちは驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめ、囁ささやきを交わした。

「静かにしろ」

　アイスの作業の邪魔になっては困る。隊長が小声で兵たちを黙らせた。

　アイスはもう一度、上体と共に右腕を大きく引き、そして突き出した。

「はっっ！」

　どごぉん！

　またもや大きな衝撃音と共に土煙が上がる。

　今度は土煙が晴れるのを待つことなく、アイスはすぐに左手を引いて突き出した。

「はっ！」

　どごぉん！

　間を置かずに、右腕を。

「はっ！」

　どごぉん！

　左腕を。

「はっ！」

　どごぉん。

　アイスが右腕と左腕を突き出す間隔は次第に早くなり。

「はっ！　はっ！　はっ！」

　どごんっ。

　どごんっ。

　どごんっ。

　土煙が晴れる間まもなく立て続けに衝撃音が響いて。

「はい、はい、はい、はい、はいっ！」

　アイスの連続するかけ声が車内に響き渡り。

　どごっどごっどごっどごっどごっ！

　城壁を穿うがつ衝撃音が耳を劈つんざき、大地が揺れた。

（近くで火山でも噴火するんじゃないか）

　兵たちは、そんな錯さつ覚かくに怯おびえそうになる。

　自動人形のように連続して城壁を打ち続けていたアイスの動きが止まった。

「ふう──っっ」

　大きく息を吐はいて、アイスが一歩、二歩と下がった。

　やがて土煙が晴れると、城壁の下端から半ヤルドほどの高さのところに直径が四分の一ヤルドほどの大きな凹へこみができていた。凹みの深さは大人の肘から先くらいありそうだ。

　兵たちは仰天し、驚嘆と怯えの混じった視線を前方に据すえている。しかし、もはやアイスのお尻を見ている者などいなかった。彼らが視線を向けた先は、城壁が大きく深く凹んだ箇所。

「あと少しで城壁を貫通するんじゃないか？」

「人間破は城じよう槌つい……」

「いや、人間じゃないけどな」

「本人の拳こぶしはなんともないのかな」

「あんな拳で殴られたら、人間なんて木こっ端ぱ微み塵じんだな」

　ある者は感心し。

　ある者は頼もしく思い。

　ある者は恐きよう懼くし。

　ある者は恐怖に震えた。

　魔女が城壁を破壊するという話を聞いたときは半信半疑だった。多くの兵がそんなことは不可能だと笑ったものだが、こうして魔女が使う魔法の威力を目の前で見せられると、城壁を破壊するという話が洒落しやれでも誇張でもなかったことが実感できる。

　アイスが振り返って兵たちを見た。

「場所を少しずらします。攻撃車を少し左に動かしてもらえますか」

　アイスの要よう請せいを受け、小隊長は兵たちに板戸を支ささえていた突つっ支かい棒を外させる。

　兵たちは板戸に付いている二本の支え棒も外して、ゆっくりと板戸を閉めた。

　小隊長は押し棒に取りついている兵に合図を送った。

　兵たちが押し棒を引き、攻撃車はゆっくりと後退した。

　いったん後方に下がった一号車が、再び前進していく。

　途中で右側の押し棒を押している兵たちが腕に込めた力を増した。それで攻撃車は進行方向を少し左手に変える。少しだけ斜め左に進んだところで左側の押し棒に取りついている兵たちが腕に力を込め、攻撃車の姿勢を城壁に対して真まっ直すぐに修正した。

　先ほどよりも少し左側で城壁に接した一号車は、先ほどと同様に、前方の板戸を開く。

　板戸が水平に持ち上がっていって、再び、その端が城壁に接触した。

　兵たちが突っ支い棒で板戸を固定すると、アイスは悠然と城壁の前まで進み出た。

　先ほど同様、その場所でも城壁を殴りつけて凹へこませるつもりだ。

　気息を整えたアイスの体から、またもや魔力が横おう溢いつした。
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　同様のことは二号車と三号車でも行われていた。

　二号車のハリガンが豊かな髪の毛を持ち上げ、城壁に突き刺すと、魔力に満ちた彼女の髪の毛は易やす々やすと城壁に突き刺さり、深々と穿うがった。

　刺さった髪の毛を引き抜いたハリガンは、次に髪の毛を大おお槌づちのような形状に固め、それを頭上に持ち上げ、気合いと共に城壁に叩きつける。

「はぁあっっ！」

　ずどぉん。

　槌つち状の髪の毛は轟ごう音おんを上げて城壁に激突する。

　無数の髪の毛が奥深くまで刺さったために強度が落ちていた城壁は、ハリガンの髪の毛の強烈な一撃に耐えられず、表面からぼろぼろと崩れ、剥はがれ落ちた。

　槌状になったハリガンの髪の毛が城壁を打つ度に城壁が揺れた。絶え間ない地震が襲ってきたかのようだ。

　アイスのいる場所もそうだが、城壁の上にいる守備兵は生きた心地がしない。

　当の本人、アイスやハリガンにはわからなかったが、絶え間のない轟音と震動に恐れをなした守備兵が次々に城壁から逃げ出しているところだった。守備兵からしたら、もはや矢を撃っている場合ではなくなっていた。

　三号車ではノノエルが水の槍やりを城壁に深々と撃ち込んでいた。

　彼女の攻撃はアイスやハリガンのものとは違って静かだったから、三号車が寄せてきた場所を受け持つ兵たちは、一号車や二号車の攻撃箇所を守る兵たちより少しは落ち着いていられた。

　ノノエルは次から次へと水の槍を作り、次から次へと城壁に撃ち込んだ。

　同乗している兵たちが空からになった手て桶おけをノノエルの周りから下げ、代わりに水の入った手桶を運んでくる。

　この三号車だけは、手桶を載のせて運べるように側壁に棚が作られていた。

　煉れん瓦がは水を通すとはいえ、城壁は分厚いから、少しくらい雨が降っても奥深くまで浸しん透とうする雨水の量は少ない。そして天気が回復すれば、すぐに乾く。だから雨が降ったくらいで城壁が弱くなることはなかった。

　けれどノノエルの水の槍は、城壁を貫つらぬくほど深く撃ち込まれた後に、ただの水に戻って内部に浸透していく。ということは、城壁の奥に直接、水を注入しているのと同じである。乾いて堅い煉瓦も、内部に多量の水が浸透すれば脆もろく軟やわらかくなる。

　ケイと一緒に城壁の守備兵を威い嚇かくしたときから数えれば、すでにノノエルは何十本もの水の槍を城壁の特定箇所に撃ち込んでいる。

　撃ち込まれた水の槍は次々に水へと戻り、次第に城壁内部に水が溜たまっていった。

　そのうち水を大量に吸った煉瓦は内部に水を溜めきれなくなり、城壁の表面にじわりと水が浮き出てきた。

　待ってましたとばかりに、鋤すきや鍬くわを担いだ兵たちが進み出てきた。

「よし、やれ！」

　隊長の号令で、全員が鋤や鍬を揮ふるって城壁を掘り崩していく。

　内部まで濡ぬれて脆くなった城壁は、人力だけでぼろぼろと崩れ落ちた。

　後方に下がってその様子を見守るノノエルは、小さなため息を吐ついた。

（わたしの魔法にこんな使い道があるとは驚きです。ナーガさんの頭の中はどんな構造になっているのですか。どれだけの引き出しがあるのですか）

　ノノエルもアイスと同様、ナーガの策略に驚き感心すること頻しきりだった。

（ナーガさんの戦いくさ上じよう手ずは、おそらく経験に裏打ちされたものです。つまり、ナーガさんのいた世界では、それほど戦が日にち常じよう茶さ飯はんだったということです）

　それがどんな世界なのかノノエルには想像するのが難しかったが、血で血を洗うような凄すさまじい毎日を過ごしていたのだとすれば、ナーガの持つ凄すごみが、多彩な戦術を駆使できる理由が、少しだけ理解できるような気がした。

（そんなナーガさんと出会って味方になってもらえたのですから、わたしたちは幸運だったのかもしれないですね）

　最初に聞いたときは、まさかと思った。

「魔女と人とが共に暮らせる世界を創つくる」というナーガの言葉に呆あきれたりもした。

　けれど今は違う。

　ほかの魔女はどうかわからないが、少なくともノノエルは、ナーガの唱える新しい世界を創れるのではないかと期待している。

（たぶん姉あね様さまやアイスも同じはずです。ナーガさんならできるのではないかと、いえ、ナーガさんに率ひきいられたわたしたちならできるのではないかと、そう思っているはずです）

　未来を喪なくし、滅ほろびを待つだけだった魔女に、新たな希望を見せてくれた。

（だからわたしたちはナーガさんに従ついていくです。たとえ希望が実現しなくても、新たな世界の創造に失敗しても、わたしは後悔しないと思うです。きっとそれは、姉様やアイスも同じだと思うです）

　兵たちの手によって削られていく城壁を見ながら、ノノエルはそんなことを考えていた。
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　街の西側の城壁は、アイス、ハリガン、ノノエル、そしてノノエルに協力する兵たちの手で着々と破壊されつつあったが、街の守備兵は有効な対策を打てないままだった。

　攻撃車の屋根に立って火矢を撥はね返すケイを見て驚きよう愕がくし。

　矢も槍やりも絡め取るのみならず、水の槍を撃ち込んでくるノノエルの攻撃に肝を冷やし。

　ハリガンやアイスの攻撃で発生する轟ごう音おんと震動に怯おびえ。

　城壁の守備に就ついていた兵の何割かは城壁上から逃げ出していた。かろうじて城壁上に留とどまった兵たちも、絶え間なく続く轟音と震動に、神経が参ってしまいそうだった。

　いったいあの箱形の中で何が起きているのか。

　魔女はどんな恐ろしい魔法を操っているのか。

　本来なら城壁から兵を下ろすか城門から討うって出るかして敵の箱形を襲い、城壁に対する破壊工作を止めなくてはならなかったのだが、街の外に出て魔女が乗っている車を襲うというのは、すっかり腰の引けてしまった兵にとって心理的な障害が高すぎた。

　守備兵が城壁を下りてきて攻撃車を襲おうとした場合に備えて後方に待機しているナーガと九百ばかりの攻撃部隊は、固唾かたずを呑のんで敵の動きに注意を払っていたが、ついに守備部隊が城壁を下りてくることはなく、城門から討って出ることもなかった。破壊工作を担当する三人を守る役目で攻撃車に同乗していたケイ、イクシーヌ、クゥも手持ちぶさたといった状態だ。

　守備側の邪魔が入らないままハリガン、アイス、ノノエルによる破壊工作は続行され、城壁の損傷は拡大していった。
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「そろそろいいか」

　髪の槌つちで城壁を叩いていたハリガンがその動きを止めた。

　城壁は直径が三分の一ヤルドほどの円形状に凹へこんでいて、凹みの深さは半ヤルド以上もあった。

　城壁の厚さは三分の二ヤルドほどだと聞いている。あと少し叩けば穴は貫通するだろう。しかし、ハリガンたちはここで穴を貫通させてしまうことはしない。貫通させてしまうと、城壁の向こう側から矢を撃たれる虞おそれがある。最後の仕上げは、兵たちが操る破は城じよう槌ついに任せる手て筈はずになっていた。

　最後の最後、美お味いしいところを人の部隊に譲ゆずるのはナーガの気遣いでもあった。

「すべてをおまえたち魔女がやってしまったら、連中も面白くないだろ？　だから最後のところは譲るのさ。自分たちも城壁の破壊に大いに貢こう献けんしたと思ってもらうのさ。それで魔女と人の軍が共闘したという実績が出来上がるって寸法だ」

　ナーガはそう言って笑ったものだ。

（ふむ。それが人心掌しよう握あく術というものなのか）

　ハリガンはナーガの考え方に感心したが、感心するだけでなく、少し見習うべきかもなと思った。

（本気で魔女と人とが共に暮らす世界を創つくろうとすれば、吾われらも人とのつき合い方を変えていかなくてはならん。見下したり敵視するだけではなく、味方として上う手まく使うことを学ばなくてはならんのだろうな）

　それは、ハインドラ一族の長おさとしての義務のようにも思えた。

（ま、それはこのあとの話よ。とりあえず今は目の前のこの城壁を壊すことが先決だ）

　ハリガンは槌つち状にまとめていた髪の毛を解ほどくと、背後を振り返った。

「よし、車を下げてくれ。一号車と三号車にも下がるよう伝えてくれないか」

　ハリガンの指示で兵が二人、二号車から駆け出していった。

　矢避よけの盾たてを持っているが、もう矢は飛んできていない。

　二人はすぐに一号車と三号車に駆け込んでハリガンの指示を伝えた。

　この時点でアイスもノノエル（と兵たち）も、ハリガンと同じく、あと少しで貫通するというところまで城壁を壊していた。

　一号車と三号車でも魔女と兵たちは撤収作業に入った。

　三台の攻撃車が少し下がったところで、前部の板戸が閉じられる。

　再び動き出した攻撃車は、今度は止まることなく味方の陣営まで後退していった。
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　城壁直下にいた三つの箱形が下がっていくのを呆ぼう然ぜんと見やっていた隊長や幹部たちは、箱形が後方の敵陣営まで戻ったところで、ようやく我に返った。

「お、おい、梯子はしごを下ろせ。被害状況を確認するのだ」

　急いで梯子が下ろされたが、兵たちは大いに腰が引けていて、偵察に行けと言われてもなかなか梯子を下りようとしない。尻込みする兵たちを隊長や幹部が宥なだめすかし、幹部兵の一人が率ひきいる形でようやく調査部隊が城壁を下りることになった。

　敵陣の動きに細心の注意を払いながら、幹部は率そつ先せんして梯子を下り地上に立った。

　先ほどまで箱形がいた地点に立って城壁を見た調査部隊の兵は、みな驚きよう愕がくに腰を抜かしそうになる。

　堅けん牢ろうなはずの城壁が六箇所で大きく凹へこんでいる。

　凹みの周囲には罅ひび割れが走り、凹みはあと少しで城壁を貫つらぬきそうなほど深く、壊された煉れん瓦がのが辺りに散乱している。

「ど……どうやったら、城壁をこんなふうに破壊できるんだ!?」

　調査部隊を率いている幹部は目を見開き、穿うがたれた六つの穴を凝視した。

　先端に鉄を張った破は城じよう槌ついが何度も何度も同じ箇所を攻撃したなら、このくらいの凹みができるかもしれない。だが、あの箱形はここに留とどまったままだった。勢いをつけて突進し、城壁に何かをぶつけたわけではないのだ。

　たしかに大きな破壊音、衝しよう突とつ音はしていた。箱形に魔女が乗っていたのだとすれば──その蓋がい然ぜん性せいは高い──何か魔法を使ったのだろうという推測が成り立つ。しかし、それがどんな魔法だったのかは、こうして破壊された城壁を目まの当たりにしてもわからない。

「これが魔女の魔法の威力なのか……」

　と驚きよう愕がくし、呆あきれるしかなかった。

「あの箱形が下がっていった理由はわからないが、もう一度あれが来たら、この穴は貫通してしまうだろう。そうなる前に補修しておかないと」

　幹部がそう言うと、兵の一人が震える声で訊きいてきた。

「ですが、補修と言っても、敵がすぐそこにいるのに、どうすれば？」

　兵の言うとおりで、大がかりな補修作業を開始しようとすれば、敵が放っておくはずがない。必ず作業の邪魔をしようと襲ってくる。

「と……とりあえず、穴の開いた場所の前面に鉄杭くいか何かを打ち込むしか」

　それでどれだけの補強になるのかはわからない。別の場所を攻撃されれば、またそこで穴を開けられるだけかもしれない。

（それでも何もやらないよりはマシだろう。城内にある鉄の杭や鉄の棒を急いでかき集めて作業に取りかからねば）

　そう考えた幹部は近くにいる兵を伝令として走らせようとした。しかし、彼らが城壁の補修を始めるだけの余裕はなかった。

　ちょうどそのとき、城壁上で敵陣の動きを見張っていた兵が大声で叫んだ。

「敵に動きあり！　攻城兵器を押し立てて前進を始めました！」

　その声を聞いて、調査部隊の兵たちは一斉に振り返った。

　たしかに敵の部隊が前進を始めている。部隊の先頭には数台の破は城じよう槌ついが並んでいた。

（くそ。この状態で破城槌による攻撃を受けたら城壁は保もたないぞ！）

　と幹部兵は地じ団だん駄だを踏むが、踏んだところで彼に何かができるわけではない。それどころか、逃げ遅れたら全滅だ。

「撤収！　すぐに城内に戻る！」

　彼は率ひきいてきた調査の兵たちに撤収を命じ、彼らと共に梯子はしごを駆け上がって城壁の上に逃げ戻った。

　その間かんも、破城槌を押し立てた敵部隊は粛しゆく々しゆくと城壁に迫ってくるのだった。
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　進んできた破城槌を目がけて城壁上から矢が撃たれた。

　けれど、魔女による魔法攻撃の凄すさまじい威力に恐れをなした兵たちの戦闘意欲は大いに低下しているから、飛んでくる矢の数は少なく、勢いもない。

　今回の破城槌は馬で引くタイプではなく、箱に隠れた兵が押すタイプだから、この程度の弓矢攻撃なら進む速度は鈍にぶらない。

　とはいえ、火矢を撃たれると厄介だ。

　兵が隠れて押している箱は、攻撃車のように鉄板を張っていない。もし火矢が刺されば、最悪の場合、燃え出すかもしれない。敵の弓矢の攻撃を黙らせる必要がある。

　すかさずナーガは自軍の兵に命令を下した。

「弓兵、応射しろ！」

　大盾たてに守られて破は城じよう槌ついの後ろから従ついてきた弓兵が一斉に矢を放つと、二百本近い矢が城壁目がけて飛んでいった。

　手前に落ちる物もあったが、それでも百本以上の矢が城壁に降り注いだ。

「撃つ手を止めるな！　撃って撃って撃ちまくれ！」

　前線に立って督とく戦せんするナーガの声に勇気づけられ、弓兵は続けざまに矢を番つがえ、弦つるを引き絞り、引き放つ。

（機を見るに敏というか、戦いくさの押しどころをよく弁わきまえている。本当に戦慣れしているな、あやつは。間近で見ているだけで勉強になるわ）

　ハリガンも戦の経験が乏とぼしいわけではない。ナーガがこの世界に落ちてくるずっと前から黒い森に攻め寄せてきた人の軍と何度も戦っている。けれどその戦いは、強力な魔法を頼みに魔女が個こ々こ人じんで戦うという類たぐいのものだった。

　ハリガンが率ひきいるのは、数人からせいぜい十人かそこらの身内の魔女。

　戦局を見つつ部隊を進退させるというような戦いはしたことがない。

　戦局を読んで敵の機先を制するというような戦いはしたことがない。

　だからナーガに率いられて人の軍と戦う度に、そして戦って勝利する度に、

（戦とはこういうものか）

　という驚きを覚えたものだ。

　ハリガンは今、改めてその思いを強くしていた。

（将来的には吾われらも、何百という兵を指し揮きして戦う場面が出てくるかもしれない。此こ奴やつの戦っぷりを見て、せいぜい勉強させてもらうか）

　そんなことを思いながらハリガンは、兵を叱しつ咤たし、鼓こ舞ぶし続けているナーガを見守るのだった。
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　城壁に迫る攻撃側からは間断なく矢が降り注ぐ。

　一方、守備側からの矢は散発的で数も少なかった。

　破城槌が城壁に迫ってきた。

　守備部隊の隊長以下、幹部は声を嗄からして兵を督戦するのだが、士気が下がり逃げ腰になっている兵たちは思うように動いてくれなかった。矢を撃つどころか、隙すきあらば城壁から下りようとする始末だ。

　小隊長たちは勝手に持ち場を離れようとする兵を押し留とどめるのに手一杯で、部隊の統制が上う手まく取れていない。守備側の迎げい撃げきがもたつくあいだに、とうとう破は城じよう槌ついの一つが金属で覆おおわれた尖とがった先端を城壁に衝しよう突とつさせた。

　ハリガンによって大きく凹へこみ脆もろくなっていた城壁はその衝撃に耐えられなかった。

　破城槌は城壁を貫つらぬき、その先端が城壁の内部に飛び出した。

　続いて、その隣、アイスが穿うがった穴にも破城槌が激突し、同様に先端が城壁の向こうへ突き抜けた。

　いちばん左の、ノノエルが穿った穴にも破城槌が激突した。被害はこの箇所がもっとも大きかった。

　城壁の最奥まで水に濡ぬれて軟やわらかくなっていたため、破城槌は易やす々やすと貫通し、水を含んだ周囲の煉れん瓦ががぼろぼろと崩れ出す。他の二箇所では破城槌は穴に嵌はまるようにして止まっているが、ここでは破城槌の直径以上に城壁が壊れ、内側が見通せるほどだった。

　三つの穴を貫通させた三台の破城槌はいったん下がり、目標を少し横にずらしたあと、もう一度、突進してきた。

　開けた穴のすぐ横の凹みに破城槌の先端が衝突し、再び先端が城壁を貫通した。

　今度は、ただ穴が開いただけではなかった。新たに開けた穴とすでに開けた隣の穴とのあいだの城壁が崩れ落ち、二つの穴が繋つながってしまった。六つの穴は三つの穴に変わり、同時に穴の大きさは倍近くに広がった。

　城壁を貫いた三台の破城槌は悠々と引き揚げていく。

　街の守備の要かなめである城壁は、攻め寄せてくる敵部隊の前に大きな穴を三つもさらけ出すという無様な状態に陥おちいった。下へ手たをすると穴が広がり城壁が崩れてしまうかもしれない。

「逃げろ、逃げろ！」

「崩落したら、巻き込まれて生き埋めになるぞ！」

　城壁に穴が開いた箇所の上の通路にいた兵たちは我先にと逃げ出していった。
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（このザマでは、もはや城壁を守ることは不可能か!?）

　隊長は悲痛な思いに囚われたが、かといって何もしないわけにはいかない。彼は城壁の北や南、東に配置していた兵を穴の周囲に集中させることにした。開いた穴から突入してくる攻撃部隊を水際で食い止め、押し返そうという意図だ。当面、敵の攻撃は、ここ、街の西側に限られるという判断もあった。

　けれど新たに集めた兵たちも、城壁に開いた大きな穴が魔女の魔法によって開けられたことを知り、早くも腰が引け気味になっている。多数の兵がいることはいるが、敵が突入してきたとき、果たして有効な迎げい撃げきができるかどうか、効果的な反撃ができるかどうかは大いに怪しかった。

　おまけに、命令に従わず、持ち場に現れない兵も出ていた。

　ふつうなら命令を拒こばんだ兵は捕らえて処罰するところだ。軍ぐん紀きに照らせば、敵前逃亡をした兵は斬り捨ててもいいことになっている。だが、今それをやったら、残りの兵はみな逃げ出してしまうだろう。それを思うと、隊長は強硬手段を取ることができない。

　すでに街の防衛は絶望的な状況に陥おちいりつつあった。

　とはいえ、ここで任務を放棄することなどできないから、隊長は兵のあいだを巡めぐり、

「自分たちの街が魔女に蹂じゆう躙りんされてもいいのか!?」

　と叱しつ咤たした。

「魔女に捕まれば、おまえたちは家族や友人たちの前で、口にするのもおぞましい残虐な方法で殺されるだろう。そのあと、おまえたちの家族や友人も鏖みなごろしになるだろう。魔女によって生きたまま皮を剥はがれ、手足を切り落とされ、内臓を食われて死ぬのだ！　それでいいのか!?」

　兵たちの魔女に対する恐怖は、隊長の言葉によって憎悪に変わった。一時凌しのぎかもしれないが、兵たちの闘志に再び火が点つき、戦闘意欲が高まった。

（来るなら来い、魔女どもめ。そう簡単にはやられんぞ。逆に一人でも多くの魔女を殺してやる！）

　隊長は覚悟を決め、敵が突入してくるのを待った。
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　隊長や兵たちの覚悟に相違して、敵は突入してこなかった。代わりに石が飛んできた。

　拳こぶし大だいの石が凄すさまじい速度で飛んできて、城壁に激突し、めり込んだ。投石機で放たれた大きな石が衝しよう突とつするときのような衝撃だ。だが、敵陣に投石機の姿は見えない。それに、投石機によって放物線を描いて飛んでくる石と違って、この石は、かなり低い位置を水平に近い軌道で飛んでくる。

　投石機の石は上から降ってくるわけだから、衝突時の角度が浅くなり、このくらいの大きさの石なら城壁が深く抉えぐられることはない。けれど、この石は低い位置を直線に近い軌道で飛んでくるから、城壁にぶつかるときの角度が投石機の石よりもずっと垂直に近かった。その分、衝突時の衝撃はすべて城壁に伝わり、石は深々と城壁にめり込んだ。

「新種の投石兵器か!?」

　と驚く兵たちに、もっと驚くべき事実が見張りの兵から告げられた。

「魔女だ！　敵陣地にいる魔女が石を投げている！」

　敵陣地と城壁は百ヤルド以上離れているのだ。魔女はその前面に出ているが、それでも七、八十ヤルドくらいの距離があるだろう。全力で石を投げたところで遙はるか手前に落ちるだけ。投げられた拳こぶし大だいの石が恐るべき速度で城壁に衝しよう突とつすることなど、あり得ない。

　ふつうならそんな馬鹿なと一いつ笑しように付したいところだ。白昼夢でも見ているのかと、見張りの兵を叱りつけたいところだ。しかし、魔女が相手となると笑ってはいられなかった。

　眼前の城壁に開いた大きな穴。これだって、大がかりな攻城兵器を使わずに開けることなど、ふつうならあり得ない事態なのだから。

（魔女なら、やるかもしれない）

　という虞おそれが再び兵たちのあいだに蔓まん延えんするのに、さほど時間はかからなかった。

　何発かの石が穴の周囲に当たり、周囲の城壁をさらに崩した。狙ねらった箇所に命中させることはさすがに無理なようだが、黙って見ていると城壁が崩壊しそうだ。

　なんとかしなくてはと考えた隊長は、一つの案を思いついた。

（大盾たてを穴の前に並べて防ぐのはどうだ？）

　だが、隊長はすぐに自分の考えが実行不可能なことを悟ってしまう。

（いや駄目だ。間断なく飛んでくる石を恐れて兵が城壁から下りられない）

　石が城壁に衝突する際の威力を見れば、あれが体に当たったら一撃で死ぬということがわかってしまう。そんな危険に身を晒さらしてまで城壁を下りていって盾を並べようという勇敢な兵が、果たして何人いるだろうか。

（一人もいないだろうな）

　隊長は自嘲気味に薄く笑った。

　無理強じいすれば、逃げるどころか、叛はん旗きを翻ひるがえすかもしれない。隊長も幹部も兵たちも、またもや城壁が壊されるのを指を咥くわえて見ていることしかできなかった。

　やがて投石攻撃が止やんだ。

「今度は何が来る!?」

　と隊長は身構えたが、案に相違して、それ以上の攻撃はなかった。

　街の西側に陣じんを敷しいていた攻撃部隊一千は、その大半が後方へ下がっていった。

　守備部隊の将兵が緊張に身を固くしてその様子を見守っていると、やがて相手から使者が送られてきた。
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　交渉役であることを示す旗を掲げた使者は、城壁の前に達すると、籠を括くくりつけた棒を穴の中に突き入れた。城壁の内側にいた兵が恐る恐る籠の中身を確認すると、中に何やら文書が入っていた。兵が手を伸ばして籠の中の文書を受け取ると、使者は返事も聞かずに戻っていった。

　兵はすぐに文書を隊長のところに届けた。

　文書を検あらためた隊長は、目を見開き、眉まゆを撥はね上げる。

「開城せよだと!?」

　文書の差出人は、レンスールの街の五ご会かい頭とう筆ひつ頭とうカッシゥスと魔女国軍師ナーガの連名になっていた。

　文書には、開城すると同時に、海かい賊ぞくジュダンドット一味を捕らえて差し出すように、と書かれている。開城しない場合は総攻撃を行って街を陥かん落らくさせるとも書かれていた。返事は翌日の正午までにすることと、回答期限が切られてもいた。

　慌てた隊長はその場を副隊長に任せ、数人の部下を引き連れ、文書を持って街の首脳陣じんが詰めている政庁舎まで走った。
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　隊長から城壁を巡めぐる攻防の詳細を聞かされた街の首脳陣は、驚き、そして慄おののいた。

　けれど、敵の要求に対して首脳が最終的に下した答えは「否いな」だった。

　こうなったらジュダンドット一味を庇かばう必要はないのではないかという意見も出るには出たが、これまでエゥラニアの街は海賊と持ちつ持たれつでやってきたのだ。それはこれからも変わらない。エゥラニアが他の街と伍ごしてやってこられたのは、偏ひとえにジュダンドット一味との協力があったからこそだ。ここで海賊たちを敵に売り渡しては、街の将来が危うくなる。

　もっとも、今は直接的に街が危うくなっているのだが、首脳陣は街と海賊たちが保有している船団の戦闘力に自信を持っていた。

　たしかに陸上での攻防は押されているかもしれない。だが、海上の敵船団を討うち破れば状況は一変する。誰だれもがそう信じて疑わなかった。

　敵の船団を沈めれば、陸上部隊に対する後詰めはなくなったも同然。一方、エゥラニアとしては船団に乗せている戦闘要員を陸上戦に投入することができるし、海戦に勝利した船団を、兵を送って寄よ越こした他の沿岸都市に向けることもできる。

　船団が沖合に現れただけで、その都市は大急ぎで兵を呼び戻さざるを得なくなる。黙って見ていれば、エゥラニアと海賊の連合船団が港に突入してきて、街に上陸されてしまうからだ。

　どこか一つの都市を脅おびやかすだけで、他の沿岸諸都市も兵を引き抜くだろう。そうなれば、敵の陸上戦力は半減する。魔女という厄介な敵が残るものの、魔女は数が少ない。魔法の威力が高くても、撃退することはできる。

　それが首脳陣じんの読みだった。読みというより、期待半分といったところだろうか。いずれにせよ、ここで開城する手はないというのが首脳が下した決断だった。

　とはいえ回答期限は明日の正午。ほぼ一日しか猶ゆう予よはない。それまでに船団を出撃させ、港の外にいる敵船団を追い払わなくてはならない。その間かんに敵に突入されたら目も当てられないから、まずは城壁の補修、補強が最重要課題だった。

「大急ぎで土ど嚢のうを用意し、穴を塞ふさぐのだ」

「土嚢だけでは強度が足りないだろうから、街中の空き家を取り壊し、廃はい材ざいを集めて補強に使えばいい」

「もう一度、魔女が城壁を壊そうと近づいてきたら、兵の一部は外に出て、作業している魔女たちの側面を襲え」

　などと、首脳たちは口々に思いついた策を隊長に授さずけた。

（簡単に言ってくれるぜ。言うは易やすく行うは難かたしだというのに。腰の引けた兵を街の外に出して魔女を攻撃させるなんていう作戦を実行するのがどれほど困難か、こいつらは何もわかっちゃいないんだ）

　と思う隊長だが、彼の立場では首脳たちの命令を拒こばむことはできない。

「我が船団が港から討うって出て、敵船団を追い払う。それまでは何がなんでも敵の突入を食い止めるのだ！」

　首脳からそう厳命されてしまえば、

「できる限りのことをして、必ずや城壁を守ります」

　と答えるしかなかった。

　隊長は暗あん澹たんたる気持ちを抱えたまま首脳陣の下もとを辞じした。
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　首脳の一人が言ったように、隊長は土嚢と廃材を用意させるつもりだった。とりあえず城壁に開いた穴を塞ごうというわけだ。応急処置でしかないが、それで敵の突入をしばらくは防げるだろう。

　だが、もう一度、魔女たちによる破壊工作が行われて破壊箇所がさらに広がると支ささえきれなくなる。

（というより。これ以上の攻撃があれば、穴が開くどころの騒ぎじゃない。城壁が崩れてしまうだろう。そうなれば、敵が街中に突入してくるのを防ぎようがないじゃないか）

　魔女たちが街中に突入してきたらと考えただけで、隊長は戦慄を禁じ得ない。

　兵だけでなく、老いも若きも子供も、男も女も、貴人も庶民も、区別なく分け隔へだてなく殺されるに違いない。もしかすると壮健な男は生かされて奴隷とされるかもしれないが、いずれにせよ、エゥラニアの街は滅ほろびる。

　では、降伏すれば？

（いや。降伏しても大した違いはないだろう。勝利に驕おごった魔女たちは、見せしめのため、街の人間を大勢殺すだろう。俺おれたちや首脳陣じんなどは公開処刑にされるかもしれん。生きたまま皮を剥はがれ、血を啜すすられ、内臓を喰くわれることになるかも……。そんなことはごめんだぜ）

　街の住民を守るために、そして自分たちを守るために、なんとしても魔女軍を撃退しなくてはならない。

（もう一度あの箱形が寄せてきたら、決死隊を編制して攻撃するしかない……か。決死隊は俺が率ひきいよう。北と東に配置している兵の中から精鋭だけを抜き出して西の城壁に集中させる。当座はそれでなんとかするしかない。とにかく海戦で決着がつくまでの辛抱だ。味方の船団が敵船団を討うち破れば、あとは如い何か様ようにでもなる）

　そう腹を固めた隊長は、西側の城壁まで駆けるように戻った。

　敵の二次攻撃がいつ来るか不安だったが、回答期限とした翌日正午まで攻めるつもりはないらしく、つい先ほどまで戦場となっていた西側城壁は静けさに包まれていた。

（連中、こちらが回答するまで攻撃を控えてくれる気か。魔女がいるのに意外と律りち儀ぎだな。だが、これで少し時間が稼げる。海戦は明朝に始まって、昼までには決着がつくだろう。つまり海戦の結果を待って回答できるわけだ。味方の船団が勝利すれば、堂々と断ることができる）

　城壁に登った隊長は、に陣取る敵陸上部隊を遠えん望ぼうしながら、エゥラニア船団と海かい賊ぞく連合の勝利を祈った。




　こうしてエゥラニアの街を巡めぐる攻防は、双方の船団による海戦に委ゆだねられる形となったのである。
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　城壁を巡めぐる攻防の結果を受け、翌朝、ジュダンドット一味の海かい賊ぞく船とエゥラニアの水軍船は、レンスールの街が主導する船団を撃げき滅めつするべく港を出ていった。

　大船団の先頭を進むのは、ひときわ大きな海賊船。海賊の長おさ、ジュダンドットが座乗している超大型船である。その後ろに残りの海賊船──いずれもが大型船だ──四隻せきが続き、さらにその後ろからエゥラニア船団が楔くさび形がたの隊形を取って続いていた。

　エゥラニア船団の内訳は大型船が十隻、中型船が十八隻だ。

　小型の快速艇八隻は、先に港を出て敵船団の偵察に向かったが、その中の快速艇一隻が戻ってきたので、ジュダンドットは縄なわ梯ばし子ごを下ろして連絡要員を甲板に上げた。

　大柄で細身のジュダンドットは、ただでさえ目つきが鋭するどい。その彼が常よりも目を細めて連絡要員を睨ねめつけるような視線を向けてきたので、連絡要員はたじたじとなる。ただ、快速艇の連絡要員は海賊団員ではないので、ジュダンドットの口調は部下に対するものよりも丁寧だった。

「敵船団は風かざ上かみに向かって進んでいったんだな？」

「はい。小型の快速艇以外はすべて帆を畳んで北ほく北ほく西せい方向へ進んでいきました」

　連絡要員がそう答えると、横に立っていた副長が口を挟んできた。

「ってことは、団長、このまま進むと、反転して南下してくる敵船団に横っ腹を衝つかれることになりやすぜ。追いかけますか？」

　副長の問いに、ジュダンドットは少し考え込む素振りを見せたが。

「俺おれたちは風下に向かう」

「敵船団が反転したら、後ろから追いかけられる形になりやすが」

「かまわねえ。足の速さなら俺たちの船が上だ」

「充分に引き離して距離を稼いだところで反転、敵船団に突っ込むんですかい？　でも、エゥラニアの船は追いつかれるんじゃねえですかね？」

「敵がエゥラニア船より速かった場合、食いつくところを見計らって俺たちは反転する。そうしてエゥラニア船に襲いかかる敵の側面を襲うんだ」

「なるほど！　エゥラニア船に食いつこうとしているレンスール船は、俺たちに横っ腹を晒さらす恰かつ好こうになりますな。すでに食いついている場合は船尾をさらしていると」

「そうだ。レンスール船がエゥラニア船に舳へ先さきを突っ込んでいるなら、簡単には逃げられねえ。俺たちは易やす々やすと奴やつらの船に体当たりできるだろう。舳先をぶち当てりゃ、全壊とはいかずとも半壊は確実よ。もうまともに航海はできねえ。上う手まく舵を壊せば進路変更ができなくなる。その船はもう戦力外だ」

　それを狙ねらっているのは自分たちだけではないことに、まだジュダンドットは気づいていない。というより、誰だれも気づいていない。そんなことができるとは、可能性すら検討していなかった。

「で、俺おれたちは最初の体当たりのあと素早く後進、別の船に体当たりするわけですかい」

「おうよ。それで敵船団の中の十隻せき近くが役立たずになる」

「敵の一部が俺たちを追いかけてきたらどうしやす？」

　このジュダンドットと副長のやり取りは周りにいる幹部や水か主こに聞かせるためのもので、言わば二人の小芝居だった。その意味では副長の質問が的確であることが重要なのだが、彼の問いかけは的確で要点を押さえている。長年、ジュダンドットの下で副長を勤め上げてきただけのことはあった。

　ジュダンドットは満足そうに頷うなずいて答える。

「敵の大型船が三隻以上で追いかけてくるなら、エゥラニア船団だけでも数的優位に立てるからな。追いつかれて乱戦になっても負けることはないだろうよ」

「敵の狙いに嵌はまったように見せておいて、敵の狙いを逆用するわけですな。これで味方の勝利、間違いなしだ……あぁ、団長」

「何かあるか？」

「それだったら、エゥラニア船団からこっちに数隻回してもらったほうが、戦果が大きくなるんじゃありやせんか？」

「その場合、エゥラニア船団が敵に追いつかれたときの数的優位がなくなる。やはり俺たちだけで動こう。そのほうが機動性も増す」

「わかりやした」

　ジュダンドットは立ったまま指示を待っている連絡要員に向かって、

「今の話は聞いていたな？」

　と訊きいた。

「はい」

「むこうの船団長、ノークテトスに今の話を伝えろ。もし追いつかれて乱戦になっても、俺たちが行くまでは必ず保もち堪こたえろと言っておけ」

「了解しました」

　連絡要員は慌ただしく縄なわ梯ばし子ごを下りて快速艇に乗り込んでいった。

　横付けしていた快速艇が離れていくのを甲板の縁へりに立って見送ったジュダンドットは、快速艇が向かう先、自分の船の船尾方向に目を向ける。

　四隻の海かい賊ぞく船が縦陣じんで従ついてきている。

　その後方には楔くさび形がたに広がったエゥラニア船団の勇姿が見えた。

（いよいよだ。いよいよ復ふく讐しゆう戦の始まりだ。レンスールの糞くそどもに目に物もの見みせてやるぞ。魔女がいるならそいつを捕らえ、裸にひん剥むいて犯したあと、帆柱高くに括くくりつけて港に凱がい旋せんしてやる）

「くっくくく。あっははははは」

　ジュダンドットは何かに憑つかれたようにけたたましく笑った。
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「港を出たあと、敵船団の先頭が南に転進した？」

　港の出口付近を見張っていた快速艇からの連絡を副長から伝え聞いたレンスール船団の船団長ユゥノスタは、ふむ、と言って考え込む。

（敵の船団が出港した直後、追い風に乗って急襲するというこちらの目もく論ろ見みは、どうやら空くうを切りそうだな）

「先頭の船は？」

「特別に大きな船だそうですから、海かい賊ぞくジュダンドット一味の旗き艦かんだと思われます」

　と副長が答えた。

「海賊ども、こちらの突進をいち早く避よけておこうと意図したわけか。だが、エゥラニア船団のほうはどうなのだ？」

「エゥラニア船団のほうは、いま港から出るところらしいので、まだ対応が判明していませんね」

「そうか。海賊船はともかく、エゥラニア船団が港から出ようとしている段階なら、最大速力で接近する我らからは逃げられない。中型船はともかく、大型船がそこまで速いはずがないからな。ということは」

　ユゥノスタは顔を上げ、海のを遠えん望ぼうした。今日は無風快晴、湿度も低く視認距離も長い。彼の目には、港を出て転進を始めた敵船団先頭に位置する数隻せきの船影がはっきり捉えられていた。

「すべての船を出すための転進か。我々がエゥラニア船団に食いつけば、海賊船団は反転して、エゥラニア船団に襲いかかった我々に襲いかかるというわけだな。それを嫌えば、エゥラニア船団の船すべてが港を出て陣形を整えてしまう……か」

（それはそれで時間が稼げるな。魔女による破壊工作をする時間が）

　ユゥノスタは覚悟を決めた顔で頷うなずいた。

「よろしい、正面からの大海戦、受けて立とうではないか。副長。例の魔女二人を呼んでくれ。味方の数的不利を覆すには、どうしたってあの二人の力が必要だ」

「了解であります」

　副長が数名の部下を引き連れ、ユゥノスタの前から下がっていった。





　３






　舷げん側そくに立ったまま船団長が蒼あおい海原のを見つめていると、副長に先導された二人の魔女が甲板を歩いてきた。

　一人は膝ひざ丈たけくらいのマンテラを羽織っているが、膝から下は剥むき出だしで、おまけに裸足はだしだった。もう一人は極小極薄の衣装を身に着けただけで肌の露出が大きい。酒場の踊り子も斯かくやという煽せん情じよう的な出いで立たちだ。しかし、船で男たちに混じって働く女の水か主こも必要最低限の布きれしか身に着けていなかったりするから、初めて魔女の出で立ちを見たとき、ユゥノスタも彼の部下も陸の人間ほどは驚かなかった。

「敵に何か動きが？」

　ユウキという名の魔女がユゥノスタに訊きいてきた。

　ユゥノスタは小さく頷うなずいて彼女に説明を始める。

「港を出た敵船団は我々から逃げるように南へ転進している。我々が後続の船団に襲いかかろうとすれば、どこかで反転して我々の側面を衝つこうという作戦らしい。それを嫌ってこのまま見ていれば、敵船団はすべて港の外に出て隊形を整えてしまう。そうなれば、船団同士、正面からの大決戦になる。どちらを選択するかという問題になるのだが」

　ユゥノスタの説明でユウキはおおよその状況を理解したらしい。

「なるほど。船の数は向こうのほうが多いものね。ただ単に正面から殴り合えば、あちらが有利になる……というわけ？」

（頭のいい娘こだな。というか、魔女だな）

　と感心しつつ、ユゥノスタは話を続ける。

「そう、敵のほうが船腹数が多い。まともにぶつかれば、相手のほうが有利だ。おまけに海かい賊ぞくどもの船は我々の船より足が速いかもしれない」

「かなり不利な状況なんじゃないの」

　というユウキの指摘に、ユゥノスタは小さく肩をすくめ、多少はね、と応えた。

「しかし、我々にはあなた方がいる。あなた方、空の魔女の他にも海の魔女がいる」

「ハンネゥイね。そういえば、あいつ、今どうしてるの？」

「快速艇からの連絡によると、もう海に入ったようだ」

「そう。じゃ、こっちも負けてられないわね。ねえ、エスピエーネ」

　とユウキが背後の魔女に語りかけると、エスピエーネは、いやいや、とユウキに向かって広げた掌てのひらを振った。

「僕ら、ハンネゥイと勝ち負けを争うわけじゃないからね。荒らそうというわけじゃないからね。あら、そう？　なんて言わないでよね。勝ち負けを争うのは、エゥラニアの街の船団とだからね」

「わかってるわよ。っていうか、いちいち言い方がウザいんですけど？」

「そう言わないでほしいな。それがエスピエーネという魔女の生きる道なんだからさ」

「こんなのが生きる道だなんて、あんた人生を間違えてるわよ」

「だって、これを止やめたら僕の存在意義がなくなってしまうじゃないか」

　ユウキは、はぁ、とため息を吐つく。

「面倒くさい奴やつよね、あんたって」

　それをユウキが言うか!?　というツッコミがケイ辺りから飛んできそうだが、幸いここにケイはいない。

　ユウキは真面目な顔になって、話を戻すけど、と言った。

「味方同士が競い合って戦果を拡大するのは、いいことなんじゃないの」

「まぁそうだねぇ。悪くはないかな」

「それに、ハンネゥイより大きな戦果を上げたいじゃないの」

「本音が出たね。ユウキは負けず嫌いだからなぁ」

「負けず嫌いで悪い？」

「悪くはないよ。でも、そのために判断を誤らないでよねって話さ」

　ユウキは、う、と呻うめいて押し黙る。リィリィを失ったあの苦い経験は彼女の心に消えない傷を負わせた。あんな失敗は二度としないと、ユウキは自分に誓ったのだ。

（大丈夫。今回は、あんなしくじりは犯さない！）

「わかってる。浮かれない、のめり込まない、調子に乗らない。慎重にやる」

「何かの標語みたいだねぇ」

「茶ちや化かさないで。わたし真面目に言ってるの」

　エスピエーネが、ぽん、とユウキの肩を軽く叩いた。

「真面目なのはいいことだ。でも、真面目すぎるのはあまりいいことじゃない。肩の力を抜いて、体の力みを取って、頭の強こわばりをほぐして、それから頑張ろう」

「そ……そうね」

　エスピエーネはユウキから視線を外すと、船団長に顔を向けた。

「ユゥノスタさん、僕たちが狙ねらう船の優先順位を教えてください」

「快速艇からの報告によれば、先頭からの五隻せきが海かい賊ぞく船らしい。それらは白はく兵へい戦せんになるととても厄介な存在だ。できれば足に重しをつけておきたい」

（足に重しね。本当に重しをつけるわけじゃないけど、僕とユウキが上う手まいことやれば、たしかに敵船の船足は鈍にぶるな）

「わかりました。海賊船の船足、僕とユウキでなんとかして鈍らせますよ。濁にごらせますよ。舐ねぶらせますよ」

　エスピエーネがそう応えると、ユウキがツッコんできた。

「あんな物、舐なめたくはないわね」

　ユウキに顔を戻したエスピエーネは、小さく肩をすくめてみせる。

「いや、それは喩たとえだから、真面目な顔でツッコまないで」

「あんたの喩えはややこしくて面倒くさくて意味不明なのよ」

「相変わらずユウキはキツいね。狐きつねのようにキツいね。啄木鳥きつつきのようにキツいね」

「だから。それが意味不明だと！」

「まぁまぁ、そう目くじらを立てないでよ、ユウキ。意味不明で意図が不明瞭でいい意味不明確なのが僕という魔女なのさ」

　ユウキは柳りゆう眉びを逆立てて肩を揺すった。

「あ～も～、あんたと話してると苛いら々いらしてくる！」

「怒おこらない怒らない。抑えて抑えて。そんなにぷんすかしていると、ナーガさんに嫌われてしまうよ？」

「はぁ？　上等じゃない。あんな奴やつに好かれたくなんかないわよ。なに？　あんたあいつに好かれたいわけ!?」

「そうだねぇ。どちらかというと僕は彼に好かれたい派かな？」

「好かれたい派って、そんな派は閥ばつ、あんた以外にいるの!?」

「いるだろう？　ほら、レラとかレラとかレラとか。あとアイスもケイもクゥもセレナもリンネとリンナもノノもイクシーも。むろん姉あね様さまだって。というか、うちの一族の大半は好かれたい派だろ？　もしかすると抱かれたい派もいるかもしれない」

　ユウキは、ふん！　と鼻を鳴らした。

「みんな、揃そろいも揃ってバッカじゃないの」

「ああ、馬鹿なんだと思うよ」

「は？」

「だって、人と魔女とが一緒に暮らせる世界を創つくろうなんていうナーガさんのいうことに耳を傾かたむけるどころか、その実現のために命を賭として戦おうだなんて、言うまでもなく馬鹿のすることだよ」

　ユウキはジト目になって頭を引いた。

「……よくわかってるじゃない」

「でも、馬鹿なのは君も同じだろ、ユウキ。君だって命懸がけでその戦いに身を投じているんだから」

　ユウキが顔を赤くして叫んだ。

「わっ、わたしはハリ姉ねえやみんなに言われて嫌々手伝ってるだけだから！」

「あ、そうなの？」

「そうに決まってるでしょ！」

　エスピエーネは、にやにやといやらしい笑みを浮かべ、ユウキの肩に手を置いた。

「うん、わかった。とてつもなくわかった。取ってつけた様にわかった」

「なに勝手にわかってるのよ！　気持ち悪いから止やめてよね！」

　二人の言い合いを隣で聞いていたユゥノスタが、焦じれたように割り込んできた。

「あの、お二人とも、そろそろいいですかな」

「あ、これは失礼」

　彼に向かって頭を下げたエスピエーネは、

「ほら、行こう、ユウキ。僕らにはやるべきことがある」

「そ、そうね。じゃ、すぐに飛ひ空くう艇ていを……」

「いやいや、その前に準備がいるだろう？」

「は？　べつに準備なんかいらないわよ。何かを持っていく必要もないし、飛空艇はいつだって飛べる状態になってるし」

　エスピエーネはユウキの耳に顔を寄せ、声を落とし気味に言った。

「そうじゃなくて。消えるためには脱がなきゃねって話。脱いで裸にならなきゃねって話。脱いですっぽんぽんの真まっ裸ぱだかの大いなる全裸にならなきゃねって話」

　ユウキがもの凄すごく嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「こんな衆人環視の状態で脱げと!?」

「そうだねぇ。衆人環視というか囚人監視というか囚人と看守というか」

「上う手まくないわよっ！」

「大丈夫だよ。脱ぐ前にもう消えてるから。消えてるというか、見えなくなってるから。衣装だけが空中に浮いていて、それがはらりと落ちるだけ。僕らの体は見えてない」

「理屈はわかるんだけど～。でも相手から見えてなくても、こちらからはみんな見えてるから、もっの凄く恥ずかしいんだけど」

「全部脱いでも、いつもの恰かつ好こうとそう変わらないと思うけど？」

「変わるわよ！　全然断然完全、変わるわよ！」

「お、上手いね。僕のお株を奪うような、雄お株かぶを奪うような、大きな蕪か菁ぶを植えるような言い草だ」

「褒ほめられても嬉うれしくないんだけど！」

「そうか。じゃあ脱ごうか」

「え？　その……あ、あそこの物陰で脱げばいいんじゃないかな？」

「往おう生じよう際ぎわが悪いね、ユウキ。脱いだあと、すっぽんぽんの真っ裸の全裸で甲板上に立たなきゃならないんだから、どこで脱いだって同じだよ。どうせ見えないんだから。移動するだけ面倒だろ」

「うぅぅぅぅ……」

　顔を歪ゆがめ呻うめくような声を漏らしていたユウキが、顔を上げ、そうだ！　と手を打った。

「飛ひ空くう艇ていで飛び上がってから脱げばいいのよ。それなら脱ぐところを間近で見られなくても済むじゃない！」

「君は飛空艇を飛ばしながら服を脱ぐなんていう器用な真ま似ねができるのかい？　君が集中力を欠けば飛空艇は大きく傾かたむいてしまうじゃないか。そんなことになったら、僕は飛空艇から落っこちてしまうよ。墜落してしまうよ。つい楽らくをしてしまうよ。そうなったら僕は海面に叩きつけられて全身複雑怪奇骨折だ。そうなればもう泳げないから溺死するだけ。ユウキ、君は僕を殺したいの？」

　そんなふうにエスピエーネに迫られ、ユウキはリィリィが飛空艇から落ちたときのことを思い出してしまった。

　ユウキの顔に暗い翳かげが差した。
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　あれは完全に自分の失敗だった。

　責任は自分にあった。

　調子に乗って、いい気になって。

　周囲への気配りを欠いて、集中力も欠いた。

　その挙げ句、大事な仲間を二人も失った。

　リィリィ。

　そしてライバッハ。

　悔かい恨こんと自責の念に押し潰されそうな辛さは少し薄らいだけれど、今でも思い出すと胸が痛み、苦しくなる。

　自分がもっとしっかりしていれば、あの二人を失わずに済んだのに。

　そんな思いが、心だけでなく体も締めつける。

　もう思い出したくないことだけど、でも、決して忘れてはいけないこと。

　この痛みも、この苦しさも、忘れないで抱えたまま生きていこう。

　果てない後悔と悔しさを明日への糧かてとしよう。

　ユウキはそう決心したのだ。

　同じ失敗を繰り返さないために。

　同じ過あやまちを犯さないために。

（今度こそ上う手まくやる。必ずみんなの役に立つ。でないと、わたし、あの二人に顔向けができないもの）

　ユウキは一つ深呼吸すると、エスピエーネに向き直った。

「そうね。あなたの言うとおりかも。危険な要素は予あらかじめ排除しておくべきよね。仕方ない、ここで脱ぐことにするわ」

「お？　おお？」

　エスピエーネが目を見開いて驚きを露あらわにした。

「な、何よ？」

「いや、なんというか。なんともいえないというか。南東に家がないというか」

「だから何が言いたいのよっ!?」

「ユウキ、君、少し変わったね。いや、少しじゃなくてかなり……かな」

「だからなんの話をしているのかと！」

「いやね、以前の君なら、自分で言い出したことを曲げるような真ま似ねは絶対にしなかったと思うんだよ。自分で言い出したことを引っ込めるような真似は絶対にしなかったと思うんだよ。それが明らかに間違っていることでもね」

「なっっ」

　ユウキは顔を紅こう潮ちようさせて何かを言いかけたが、結局、何も言わなかった。

　そんなユウキを見て、エスピエーネは、くす、と小さく笑った。

「以前の君なら、きっとおそらく僕を怒いかり殺す勢いで怒おこったんだろうにね」

「意味不明なんだけどっ！」

「でも、今は自じ重ちようした。我慢した。自分を抑えた。我慢のできるユウキなんて、僕が知ってるユウキじゃない」

「酷ひどい言われようなんだけどっ！」

「いやいや、べつに僕は君を虚こ仮けにしているわけじゃないよ。むしろ逆だ。君に感心しているんだよ、ユウキ。監視して、感心して、歓心しているんだよ」

　ユウキは疑わしそうな目をエスピエーネに向けた。

「とてもそうは思えないんだけど？　っていうか、人のこと監視するな」

「それは言葉の綾あやさ。過あやまちさ。妖あやかしさ」

「あんたと話してると、ホントに苛いらつく！　要点だけを簡潔に言いなさいよ！」

「そうだね。あまり時間もないし、急ごうか。つまり」

　エスピエーネはふっと笑って目を閉じ、右手で自分の髪を掻かき上げた。

「君は以前の君とは違う君だ」

「は、はぁ？」

「つまり、君は成長したってことさ、ユウキ。それはとても喜よろこばしいことだよ」

　ユウキは、ふふん、と鼻を鳴らす。

「なに偉そうなこと言ってるの。あんた何様なの」

　エスピエーネは胸を張って答える。

「僕かい？　僕は僕様さ。それ以上でもそれ以下でもないし、それは烏い賊かではない」

　ユウキは辟へき易えきした顔でため息を吐つく。

（駄目だ、こいつ）

「まぁ、その話はまた今度にしよう。混同しないようにしよう。そろそろ出ないと海戦に間に合わなくなる」

　ユウキはジト目になってエスピエーネを見やった。

「そうね。あんたの言うとおりね。もっとも、時間の無駄遣いをしている原因の九割方はあんたにあると思うけど」

「じゃあ急ごうじゃないか、ユウキ。急いで脱ごうじゃないか。覚悟を決めて脱ごうじゃないか。すべてを脱いで全裸になろうじゃないか。二人仲良く素すっ裸ぱだかの真まっ裸ぱだかのおっ裸になろうじゃないか！」

「おっ裸って、意味わからないんだけど！」

「君が精神的に成長したのは確認できたから」

　エスピエーネはいやらしい微笑を湛たたえてユウキの全身に視線を這はわせてきた。

「次は君が肉体的に成長しているかどうかを確認してあげよう。くふっ」

　うぞぞっ。

　ユウキは鳥肌が立つのを禁じ得なかった。

「さぁ、やるよ」

　そんな彼女の背中に右の掌てのひらを押しつけ、エスピエーネは小声で呪文を唱え始める。




「影絵の翳かげ衣え、真ま透すきの目ま咲さき、見えじと念じ、見えずと汝なんじ、万よろず悉ことごとく紛まぎれ紛れ魔ま切ぎれ、この図ず方かた方がたしく目め切きれ見み切きれ魔切れ。体たい色しよく、褪たい色しよく、態たい色しよく」




　不意にエスピエーネとユウキの全身の輪郭が揺らぎ、薄れた。

　二人の衣装だけが空中に浮かんでいる。

　急に二人の姿が見えなくなって、ユゥノスタは何度も目を瞬しばたたく。

　二人の衣装だけは見えているのに二人の体は完全に消えている。

　本当は消えたわけではないが、エスピエーネの魔法の中身を知らないユゥノスタや周囲の乗組員には消えたようにしか見えなかった。
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　エスピエーネの魔法の凄すごさは、見る者が場所を変えても視線の角度を変えても、自動的に保護色になる点だった。

　とはいえ、彼女の魔法は万能ではない。背景が複雑な模様だったり多色だったりすると、紛まぎれるのが大変だ。そんな場所、そんな状況で複数の視点を向けられると、魔法の効果が薄らいでしまう。とくに、方向だけでなく高さも違う視点が混じっていると、見破られる確率が高まってしまうのである。

　今日の空は快晴に近い状態だから、下から見上げる限り、空の青さに完全に紛れることができる。何人、何十人、いや何百人に見上げられようと、見破られる虞おそれはないのだ。

　逆に空一面が雲に覆おおわれていても問題はない。むしろ大小様々な形の雲が点々と浮かび、白黒灰色の斑まだら模様が空一面に描かれている状態のほうが厄介だった。

　それはさておき、いま二人は甲板の中程に立っているので、木製の甲板色に紛れたことになる。もし今、ユゥノスタや水か主こが二人の前で急に姿勢を低くして、空と甲板を同時に視界に入れれば二人の輪郭が浮かび上がるかもしれないが。

（まぁ、さすがにそんなことする奴やつはいないよね。大丈夫、急な視点の移動さえなければ、僕たちの姿は見えないんだから）

　ということで、いまユゥノスタや水主に見えているのは二人の着ている衣装だけ、という状況になっているわけだ。

　乗組員にはユウキの衣装とエスピエーネのマンテラだけが宙に浮かんでいるように見えている。

　不意にその衣装が、見えない支ささえを失ったように甲板に落ちた。それで二人が全裸になったことが知れた。

　ユゥノスタが気を利かせ、

「みんな回れ右だ」

　と、自分の周りにいた兵や幹部に命令を下した。

　皆が二人（がいると思われる場所）に背を向けると。

「ねえ、ほんとに見えてない？　ちゃんと背景に紛れてるの!?」

　と小声で問うユウキの声だけが聞こえてきた。

「心配性だなぁ、ユウキは。大丈夫、ちゃんと紛れてるから。僕たちの真まっ裸ぱだかで素すっ裸ぱだかでおっ裸な全裸姿なんて、全然断然完全決けつ然ぜん、見えてないから大丈夫だよ」

「裸を強調しないでよ。どんどん恥ずかしくなっていくじゃない」

「いつまでも文句を言っていると手を離すよ？　僕が手を離したら、君はたちどころに、立つどころに、立っている所に、完全無欠の全裸姿をさらけ出すんだよ？」

「それはいやぁぁ」

「じゃあ、覚悟を決めてね」

「うぅうぅうぅ」

「ユゥノスタさん、僕たちが見えますか？」

　という声がするほうへ、ユゥノスタは顔を向けたが。

　どこにも二人の姿は見えない。

　その存在は察知できなかった。

　静かな場所で耳を澄すませば息づかいを察知できるのかもしれないが、船上には波の音や風の音が絶え間なく聞こえてくるから、それも不可能だ。

（まさに、声はすれども姿は見えず、だな）

　すぐそこに全裸の年若い魔女が二人いると思うと、ユゥノスタは少しばかり落ち着かない気分にさせられるが。

（見えないのだから緊張しても意味はないか）

　とユゥノスタは思い直す。

　彼は二人がいるであろう方角へ顔を向けて答えた。

「いえ、何も見えませんね。さすがです。これだけ間近で見て何も見えないのですから、敵船からは絶対に見えないでしょう」

「だって、ユウキ。だから、そんなふうに胸や股間を手で隠そうとしなくても平気だよ」

「ちょ！　わざわざそういうこと言わないでよ！」

　くすくすと笑ったエスピエーネは、

「では、ユゥノスタさん、僕たちは行きます」

　と呼びかけてきた。

　ユゥノスタは声のするほうに向かって力強く頷うなずいた。

「君たち二人の空の魔女と、もう一人の海の魔女の活躍にこの海戦の勝利が懸かかっている。そう言っても過言ではない。だから」

　ユゥノスタは誰だれもいない空間に向かって話しているような違和感を感じながらも、見えない二人に向かって頭を下げた。

「よろしく頼む」

　ユゥノスタの背後に控えていた幹部や水か主こたちも、遠えん慮りよがちに二人（のいると思われるところ）へ顔を向けると、一斉に頭を下げてきた。

「頼みます！」

「よろしくお願いします！」

「ほら、ユウキ、船団長殿以下、みんなが頭を下げてくれたよ。何か言うことは？」

「や、やれるだけのことはやるから」

　とぶっきらぼうに一言返すと、ユウキは右手を持ち上げ、自分の左肩に置かれたエスピエーネの右手を強く掴つかんだ。そうしておいて手近に置いてある飛ひ空くう艇ていに向かって歩き出す。エスピエーネに任せているだけだと、何かの拍子に彼女の手が離れ、裸の自分が丸見えになってしまうのを恐れたのだ。

　ユウキに手を引かれるようにエスピエーネも歩を進める。

　水か主こたちにその姿は見えていないが、ぺたぺたという二人の小さな足音で、そこに魔女がいるというのがわかる。

　魔女に対する恐れや畏い怖ふはある。

　人に非あらざる者への忌き避ひ感もある。

　強力な魔法に対する嫌悪感もある。

　あるが、それ以上に、魔女が味方にいるということの頼もしさを感じる。

　ユゥノスタ以下は複雑な心境で二人の魔女を見送った……いや、姿は見えていないのだから、足音を聞き送ったというべきだろうか。

　やがて、聞こえていた小さな足音が途絶えた。
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　甲板上に置いてあった飛ひ空くう艇ていが、ふわりと浮かんだ。ユゥノスタたちには乗った二人が見えていないから、まるで板だけが空中に浮かんでいるようだ。

　一度、一ヤルドほどの高さで停止した飛空艇は、すぐに急上昇を始め、あっという間まに小さくなっていった。

　ある程度まで上昇すると、底面を青く塗った飛空艇は青空に紛まぎれてその存在を消した。少なくとも見上げるユゥノスタたちには消えたように思えた。

　ユゥノスタは確信した。

　あの飛空艇が敵の水主に気づかれることなく接近できることを。

　気づかれずに接近できれば、ナーガのあの策を実行に移せることを。

　ユゥノスタは、あの策をナーガが提案したときのことを驚きと共に思い起こす。

（魔女の魔法を知ち悉しつしているとはいえ、あんな奇き天て烈れつな策をよく思いついたものだ）

　というユゥノスタの感想は、じつは正確ではない。

　ナーガは魔法を知り尽くしているわけではなかった。

　人材を適所に配し、能力を最大限に活いかす術すべを知っているにすぎない。

　恐るべき理解力と柔軟な発想力、類たぐい希まれな応用力。

　それらがナーガの本質であり、最大の特長でもある。

　ナーガがユウキとエスピエーネに授さずけた策。

　ナーガがハンネゥイに授けた策。

　ユゥノスタがいみじくも言ったように、その策こそが、この海戦の勝敗を左右する鍵となるだろう。

　そして海戦の結果が、魔女たちの未来を大きく左右するだろう。

　そのときは刻々と迫りつつあった。
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　レンスール船団の旗き艦かんから飛び立ったユウキの飛空挺は、高度を五、六十ヤルドほどに保ったまま南下を開始した。

「高いね。恐こわいね。こんな高さから墜落したら、間違いなく、紛まごうかたなく、負けることなく、死んじゃうね」

　などと言いながら、エスピエーネはユウキの腰から腹部へ回した腕に力を込め、彼女の背中に自分の胸部や腹部を密着させる。

「気持ち悪いから、そんなに強くしがみつくな」

　エスピエーネは少し傷ついたような顔になって、はぁ、とため息を吐つく。

「君、酷ひどいことを言うね」

「あんたほどじゃないと思うけど？」

「ぼくのおっぱいが背中に当たって気持ちいいとか言えないかな」

「当たって気持ちよくなるほどあったっけ、あんたのおっぱい」

「それが傷つくと」

　エスピエーネが、がっくりとうなだれた。

「それより。敵船団が近づいてきたわよ！」

　というユウキの指摘にエスピエーネが上体を傾かしがせて顔を下方に向けると、なるほど、眼下の蒼あおい大海原に二十隻せき以上の戦いくさ船ぶねが浮かんでいるのが見えた。

　楔くさび形がたの隊形で南下していた敵船団は、ちょうど今、反転しつつあるところだった。先頭の何隻かはすでに転進を終えていて、帆を畳んで、北西に向かって逆風の中を進んでいるところだ。後続の大部分は現在転進中で、取とり舵かじいっぱいで左へ転進している船と、面おも舵かじいっぱいで右に転進している船とに分かれていた。

　その周囲には、味方の物と思われる小型快速艇が何隻か遊ゆう弋よくしているのも見える。

　北ほく北ほく西せい方向からは、先ほど二人が飛び立った旗艦を中心にしたレンスール船団が縦陣じんの隊形を取って南下しつつあった。

　彼ひ我がの距離は、まだかなり開いている。

　先ほどより風が弱くなっているからだろうか、味方の船団の速度は思ったほど上がっていないようだ。その分、風かざ上かみの有利さは薄らぐことになる。

（代わりに時間的な余裕ができたってことよね）

　双方の船団が激突する前に、ユウキとエスピエーネは任務を遂行しなくてはならないのだが、時間に余裕があれば、敵船を攻撃する回数を増やせるだろう。それなら風上の有利さが薄れてもお釣りが来る。

「まずはハンネゥイの船を探さなきゃ。高度を下げるわよ！」

「承知した」

　ユウキは飛ひ空くう艇ていを大きく旋回させつつ、滑らかに高度を下げていった。





　２






「いた！　あれね！」

　目標の小型快速艇を見つけ、ユウキはさらに高度を下げる。

　その小型快速艇はレンスール所属であることを示す旗を靡なびかせている。それとは別に、海を泳ぐ人魚を描いた旗も見えた。あれがハンネゥイが乗っている船の目印だ。

　ユウキは飛空艇を小型快速艇に横づけるように近づけた。

　快速艇のすぐ横に長細い板きれが浮かんでいるという、なんとも奇妙で奇き天て烈れつな光景に気づいた乗組員が仰天する。

「これが言ってた飛空艇って奴やつか!?」

「宙に浮かんでやがるぜ」

「ホントに誰だれも乗ってないっぽい！」

　などと口々に騒ぎ立てる乗員の目の前で、飛空艇がゆっくりと回頭し、後尾を快速艇に向け、九十度の角度を作って止まった。

　艇長以下、乗組員が、ごくりと唾つばを呑のむ。

　すると、突然、飛空艇の上に人が……というか、魔女が現れた。

「ほんとに素すっ裸ぱだかだ！」

「眼福、眼福」

「危険を顧かえりみず志願してよかったぜ」

　などと男の乗組員が相そう好ごうを崩し。

「死ね！」

「船から落ちて鮫さめに食われて死ね！」

　と女の乗組員が彼らに蔑さげすんだ目を向けた。

　姿を見せたのはエスピエーネだった。彼女は連絡のため、いったん魔法の効果を切ったのだ。

　エスピエーネは腰に手を当て、胸を張って飛空艇の上に立っている。対照的に、ユウキは彼女の背後で身を縮めていた。

　エスピエーネは堂々とした態度を崩さないまま挨拶を寄よ越こした。

「やぁ、こんにちは。僕は魔女のエスピエーネ」

「お……おお、俺おれが艇長のグラッファだ」

　とグラッファが手を挙げて挨拶を返す。

「驚かせてごめんね」

「いやまぁ、たしかに驚いたが」

　予あらかじめ話を聞いていなければ、グラッファたちは目の前で起きた出来事が信じられなかっただろう。

（魔女ってのは凄すげえな。魔法ってのは凄えな）

　とグラッファは舌を巻く。だが、不思議と拒否感も嫌悪感もない。

（たぶん、もう魔女と知り合ってるからだろうな）

　艇長以下、乗組員は、乗り込んできたハンネゥイを間近に見て言葉まで交わしている。その段階で、魔女といってもふつうの女子とそう変わらないということを知った。彼らの前に現れたハンネゥイは、狡こう猾かつで残忍な魔女などではなく、気立てのいい女の子でしかなかった。

（だからこんな途方もない魔法を見せられても、驚きはするが、恐怖や嫌悪は感じないんだろうな）

　そんなことを思いながらも艇長は、遠えん慮りよ会釈ない視線をエスピエーネと名乗った全裸の魔女に注ぐ。

（まぁ、ここで目を逸そらすほど俺おれは紳士じゃねえしな）

　女衆の非難がましい視線を受け流し、艇長はエスピエーネに尋ねた。

「あんたらが現れたってことは、予定どおりってことでいいんだな？」

「そう、予定どおり。で、ハンネゥイは？」

「いま出撃中だ。もうじき銛もりを取りに戻ってくると思う」

「そうか。なら、彼女が戻ったら伝えてくれる？　僕たちは海かい賊ぞく船を攻撃に行く。最初の目標は海賊の旗き艦かんだから、ハンネゥイもそちらに向かってくれ、と」

「わかった。あの娘こが戻ったら必ず伝えよう」

「よろしくお願いするよ」

　そう言って小さく右手を挙げたエスピエーネが口の中で何か呪文を呟つぶやくと、彼女の姿がゆらりと揺らいだ。

　彼女の肌が青く染まったかと思うと、乗組員たちはエスピエーネの姿を見失った。彼女の背後に隠れるようにして身を縮こまらせていたもう一人の魔女の姿も、すでに見えなくなっていた。

　何人かの乗組員が目を瞬しばたたいたが、そこに見えているのは、空中に浮かんでいる飛ひ空くう艇ていと呼ばれる空飛ぶ板きれだけだった。

「ほら、ユウキ、もう魔法が効いているから彼らからは見えなくなっているよ。もう立ち上がって胸を張っても平気だよ。胸を揉もんでも平気だよ。僕に胸を揉ませてくれればいい気持ちだよ」

「断固、断るわ！」

　などという声が聞こえてきたから、まだ魔女がそこにいるのは間違いない。けれど乗組員がどれだけ目を凝こらしても、魔女の姿を視認することは叶かなわなかった。

　驚きよう愕がくに目を見開いている彼らの前で、飛ひ空くう艇ていがふわりと上昇した。

「ではね。ハンネゥイへの伝言、お願いしたよ！」

　というエスピエーネの声が頭上から振ってきた。

「おお、任せておけ！」

　かろうじて見えている飛空艇の底面に向かってグラッファは手を振り、声を返した。

　上昇するにつれ、飛空艇は小さくなり、やがて青空に紛まぎれて見えなくなった。

　乗組員は感心したり呆あきれたりの顔で、飛空艇が見えなくなった辺りの空を見上げていた。
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　いったん飛空艇の高度を上げたユウキは、敵船団に近づくと、再び高度を下げた。

　飛空艇の高度が七、八ヤルドくらいにまで下がると、ユウキは艇の姿勢を水平に保つ。

　ちょうど今、を行く敵船団先頭の巨大船がユウキに舷げん側そくを晒さらしている。

（よし、やる！）

　ユウキは下っ腹に力を込め、風ふう刃じんの呪文を唱えた。




「風よ、枷かせなき風よ、吹きて来たりて刃やいばと化せ。東こ風ち渡り南は風え渡り、西さ風い渡り北き風た渡り、あらゆる風かざ上かみ、あらゆる風かざ神がみ、挙こぞりて来こよ威いて刃やいばと成なれ。諷ふう、風ふう、圏けん、陣じん。風ふう神じんの刃やいば！」




　ユウキの体から魔力が溢れ出て。

　彼女の周りに風が集い始め。

　集まった風が渦うず巻き。

　ユウキは風の刃を身に纏まとったまま、飛空艇の速度を少し上げた。

「エスピエーネ！」

「なんだい、ユウキ？」

「繰り返すけど、帆を切ったとき、帆布が垂たれてくるかもしれない。その場合は退避行動を取ることになるから、飛空艇を急旋回させたり急降下させたりするかも。前もって備えておいてよね」

「わかっているさ。振り落とされたりしないよう、君のおっぱいを引きちぎる勢いで強く掴つかんでいるから大丈夫」

「それ、わたしが全然大丈夫じゃないんだけどっ!?」

「冗談冗談。しがみつくのは君の腰に止とどめておく。ちょっと残念だけどね」

「残念とか言うな！」

「君の胸を強く掴つかんで優しく揉もむのは、この任務を無事に終えてからにしよう」

「しなくていいから！」

「ユウキの吝けち」

「吝とか言うな！　叩き落とすわよ!?」

「そんなことしたら、君は断然決けつ然ぜん飄ひよう然ぜん、全ぜん然ぜん裸らを敵兵に晒さらすことになるよ？」

「あぁぁ、そうだったぁ！」

「ほら、そんなことより。敵船が迫ってきたよ。任務に集中して」

　エスピエーネは腰に回した両腕にぎゅっと力を込め。

　ユウキの背中に胸部をぐいぐいと押しつける。

「それが集中力を乱す行為だと……」

　ぶつぶつと文句を言うユウキだが、すぐに顔を上げ、迫り来る敵の巨大な戦いくさ船ぶねを決然と睨にらみつけた。

「あれが旗き艦かんよね」

「たぶんね。ほかの船に比べて一回り以上大きいからね」

「旗艦の帆を切り裂さいてしまえば、船団が混乱するわよね」

「たぶんね。今は風かざ上かみに向かって進んでいるから帆を畳んでいるけど、敵味方が衝しよう突とつして乱戦になったとき、帆を張れなければ、風上に位置してもこちらの船を追いかけることができない。風向きを気にしなくてもいいんだから、その分、味方の船が有利になる。まったくナーガさんは上う手まいところに目をつける。上手いところというか、相手にしたら嫌なところなんだろうけどね」

　そう、ナーガが二人に託した任務は、ユウキの風の魔法で敵船の帆と帆柱の支柱を切り裂くということだった。だからこそユウキは、飛ひ空くう艇ていの高度を帆柱の高さと同じくらいに保っている。

「それに、ハンネゥイの破壊工作が決まれば、敵船は速度が上がらないどころの騒ぎじゃなくなるからね」

「ハンネゥイの奴やつ、上手くやれるかしらね」

「さて、どうかな。あれだけ巨大な船だと目標物も巨大だろうからね。銛もりで壊せるものかどうかは出たとこ勝負かな。ともあれ、彼女のほうは彼女に任せるしかないよ。僕たちは僕たちの仕事をきちんと熟こなそう」

　眼前に迫り来る巨大船を睨みつけ、ユウキは敢かん然ぜんと言い放った。

「わかってる。行くわよ」
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　ユウキは海面の近くまで高度を下げた。そこまで高度を下げても、今日は波が穏やかだから、波なみがかかる心配はない。

　エスピエーネの魔法は生身の者にしか効かない。もし波飛沫がかかって全身が濡ぬれたりすれば、二人の体の輪郭が浮き上がってしまう。そうなると見つかる危険性が増す。だからユウキは、波がかからないギリギリのところを飛んでいる。

　飛ひ空くう艇ていの底面は青空に紛まぎれるように青く塗ってあるが、上面は海の蒼あおに紛れるようにと群ぐん青じよう色いろに塗ってあった。これなら甲板にいる敵船の乗組員が目を向けてきても、飛空艇を発見される虞おそれは少ない。

　二人の姿は保護色となって海の蒼に溶け込んでいるのだから、よほど注意して見つめないと、飛空艇の存在には気づけない。そして水か主こたちはレンスール船団の動きに気を取られているから、何もない右舷げんに注意を払っているはずもない。

　実際、二人が見上げる限り、こちらに顔を向けている水主は見当たらなかった。

「このまま行くわよ、エスピエーネ！　速度を上げて接近して、ギリギリのところで急上昇に移る！　気をつけて！」

「承知だ、ユウキ！」

　飛空艇は海面から一ヤルドと少しの高さを飛んでいく。

　ユウキが口の中で小さく呪文を唱えると、飛空艇の速度が増した。

　風が二人の肌に突き刺さる。

　エスピエーネの魔法を効かせるために二人は全裸になっている。人間なら風が当たって体温が奪われて消耗してしまうところだが、魔女は魔力を体に漲みなぎらせているときは、並の人間よりも寒さに耐性がある。それに、ユウキの魔法で当たる風を和らげている。その上今は夏。体感温度が下がって著いちじるしく体力を消耗……という心配はないのだが、いつまでもこの状態が続けば、やはり体力は消耗する。

　攻撃するのは、この巨大船だけではないのだ。

　可能な限り敵船団の機動力を奪っておきたいから、最低でも五隻せきや六隻、できれば十隻くらいは大型船を襲いたい。

　今後のことを考えると、この状態を長く続けるのは避けたいところだ。だからユウキは飛空艇の速度を最大に近づけて飛ばしている。速度が上がれば風圧も強くなるが、そこは自身の魔法でカバーしようという考えだ。飛んでいる時間が短いほうが魔力の消費を抑えられるという計算もある。

（とはいっても、この作戦、ユウキの奴やつにかなりの負担を強しいているんだよね。僕の保護に気を遣いつつ飛ひ空くう艇ていを高速で飛ばし、風ふう刃じんで敵船の帆柱と帆を攻撃するんだ。その間かん、ずっと裸で風に晒さらされたまま。僕はこうしてユウキの体に隠れているからまだいいけど、風がまともに当たるユウキは、当たる風も和らげなきゃならないのだし。魔力も体力も、限界近くまで消耗するよね）

　エスピエーネはユウキの腰に回している両腕に少し力を込めた。

（ユウキは強情で強情で、しかも強情で、おまけに頑張り屋さんだから弱音を吐はかないし。今は気が張ってるから平気だとしても、無理を続ければ、どこかでポッキリ折れてしまうかも。僕が上う手まいことユウキの手綱を引いてあげないとね）

　ユウキの背後にべったりと張りついたまま、エスピエーネがそんなことを考えているあいだに、敵の巨大船が眼前まで近づいてきた。

　巨大船の舷げん側そくが、行く手を阻はばむ崖のように二人の眼前に立ちはだかっている。

　剥むき出だしのユウキの肩越しに巨大船の舷側を見上げたエスピエーネが、悲鳴ともつかない感嘆の声を上げる。

「でっか！」

「上昇するわよ、エーネ！　落ちないように気をつけなさい！」

　ユウキが飛空艇の前部を持ち上げた。

　エスピエーネは慌ててユウキの腰に回した両腕に思いきり力を込め、同時に両足を強く踏ん張った。

　飛空艇は速度を落とさないまま急角度での上昇を開始する。艇ていを水平に保ったまま上昇するより、こちらのほうが早い。

　飛空艇の角度は三十度、いや四十度くらいある。二人の体はユウキが操る風でホールドされているので簡単にはずり落ちないが、集中力を欠けばバランスを崩してしまう。バランスが崩れれば体が倒れ込む。そこまで行くと、いくら風の支ささえを受けていても、挽ばん回かいは不可能だ。

　二人の任務でいちばん危険な瞬間が近づいている。

　飛空艇は巨大船の甲板と同じ高さまで上昇した。甲板上に群れている水か主こたちがすぐ目の前に見える。

（大丈夫、大丈夫、見えてない、あいつらにわたしたちの姿は見えてない）

　心の中で呪文を唱えるように、ユウキは自分に言い聞かす。

　ユウキが上昇の角度を戻した。

　水主たちの頭上を掠かすめるように飛空艇が飛び。

　眼前に帆柱が迫った。

　飛空艇が帆柱のすぐ横を斜めに横切るように飛んでいく。

　その刹せつ那な、ユウキが体に纏まとっていた風の刃やいばが放たれた。
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　畳まれている帆を帆柱の支柱ごと、風の刃やいばが叩き切った。根元に近いところで切断された片側の支柱が二本、甲板へ向かって落ちていく。甲板に群れている水か主このあいだから悲鳴と怒号が上がるのが聞こえてきた。

　彼らは、まだ何が起きたのかわかっていない。その隙すきに飛ひ空くう艇ていを反転させたユウキは、もう一度、先ほど切り落としたのと同じ側の支柱を風の刃で攻撃した。

　また二本、帆を巻き付けたままの支柱が、甲板上で右往左往している水主の頭上に落下していった。

　奇き襲しゆうが見事に決まったのを見て、ユウキの顔が興奮に輝かがやいた。

「あいつら大混乱してる。わたしの風の刃で切り刻んでやるわ」

　と息巻くユウキの肩を、エスピエーネが軽く叩く。

「ユウキ、それは僕たちの任務じゃないよ。この船はもう最大速力が出せなくなったんだ。それで充分さ。次の船へ行こう」

　エスピエーネの一言で、ユウキは、はっと我に返った。

「そ、そう……ね。そのほうがいいかもね」

「いいかも、じゃなくて、そうするべきだよ」

「わかってるわよ」

　ぶっきらぼうに応えて、ユウキは飛空艇を回頭させた。

　飛空艇は十数ヤルドの高さを保ったまま船上から遠ざかっていく。

（珍しく素直に言うことを聞いてくれたね。ユウキも成長しているということかな）

　とみながら、エスピエーネはもう一度、ユウキの肩を軽く叩いた。

「次はどの船を狙ねらうんだい？」

「そうね」

　ユウキは頭を左右に振って次の獲物を物色していたが。

「あれにしよう」

　超巨大船の後方に縦陣じんで続いている四隻せきの中、前から二番目の船をユウキが指さした。

「その理由は？」

「二番目に大きいから」

「単純で明快だね。単純で明解だね。単純で冥界だね」

「冥界なんかに行きたくはないんだけどっ!?」

「僕の言葉の綾あやにいちいち反応しなくてもいいんだよ」

「だったら、つまらない言葉遊びで茶ちや々ちやを入れないでよね」

　エスピエーネは楽しそうに笑いながら言った。

「ふふふ。そういうキツい物言いは以前と変わらないんだねぇ」

「は？　なんの話!?」

「なんでもない。さ、次の船の攻撃にかかろうじゃないか」

　そう言ってエスピエーネはユウキの左肩けん胛こう骨こつ辺りを、ぺしぺしと叩いた。

「言われなくても」

　ユウキは飛ひ空くう艇ていを一気に上昇させ、敵船から離れていった。
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　六本の銛もりを抱えたハンネゥイが巨大船の船尾に向かって海中を泳ぎ寄っていく。

　すでに彼女は、小型船を四隻せき、沈めていた。おかげでレンスール船団側の偵察や伝令の効率は、かなり悪くなっている。

　その後、銛を取りに味方の船まで戻ったハンネゥイは、グラッファから、

「エスピエーネという魔女が来て、海かい賊ぞく船の旗き艦かんを攻撃に行くと伝えてきた」

　と聞かされた。

　そこでハンネゥイは快速艇から銛を補給すると、敵船団の戦闘を進んでくる巨大船目がけて泳ぎだしたのである。

　海上では北寄りの風が吹いていて波が少しあるが、海中にいれば問題ない。

　海水の透明度はそこそこあって、しかも今日は晴れている。水深が二ヤルド程度なら、泳ぐのになんの差し支えもなかった。

　先ほど海面から顔を覗のぞかせて上空を見たとき、ユウキの飛空挺を見つけた。先頭を行く超巨大船へと低空で飛んでいくところだった。

　距離が近かったのと、予あらかじめどこか近くにいるだろうことがわかっていたのとで、ハンネゥイは飛空艇を見つけることができた。乗っているはずの二人の姿は見えなかったが、飛空艇が飛んでいるのだから、乗っているのは間違いない。

（要するにエーネの魔法がしっかりと効いているってことだよね。そしてユウキの魔法もちゃんと働いている、と。ならば、すぐに攻撃が始まるな）

　ユウキとエスピエーネは、相手に接近を悟られさえしなければ、攻撃をしくじることはないだろう。

（しかし、帆を切り落とし、舵を壊すとか、ナーガさんの作戦は卑ひ怯きようだなぁ。卑怯と言って悪ければ、意地が悪い？）

　ナーガは、

「相手の弱いところを衝つくのが兵へい法ほうの極意だ」

　と胸を張って言っていたが、敵どころか味方すら気づかない相手の弱点を的確に見抜き、そこを味方も思いつかないような意外な方法で攻撃しようというのだから、ハンネゥイにしてみれば、ナーガの頭の構造はどうなっているのかとツッコみたい気分だった。

　そう、ユウキとエスピエーネが帆（と帆柱）を切り落とし、ハンネゥイが舵を破壊する。それがナーガの考えた、今回の海戦必勝法だった。

　帆と帆柱（の支柱）がたとえ一部でも切断されてしまえば、万全な状態で帆を張ることができない。

　片側の支柱が無傷であっても、そちらにだけ帆を張れば、受ける風が偏り、船は真まっ直すぐ進んでくれない。速力も落ちるし、舵での微妙な進路調整が必要になる。それだけで敵船の機動力は封じたも同然だ。

　その上、舵を壊せばどうなるか。

　微妙な進路調整どころか、進路変更そのものができなくなる。そうなれば水か主こや奴隷が漕こぐ櫂かいだけで進み、かつ進路を決めなくてはならない。そんな状態で海戦に臨のぞめば、たちまち敵の餌え食じきになるだけである。

　レンスール船にしたら、相手がまともに進めないのだから、船を衝しよう突とつさせて敵船に乗り込み、斬り合いをする必要がないのだ。

　全速で近づいて火矢を撃ち込み、即、離脱。それを何隻せきかがすれ違いざまに繰り返せば敵船は燃え出すだろう。

　いくら巨大船といっても、まともに動けないのだから、敵からぶつけられる虞おそれはない。中型船でも安心して攻撃ができる。それどころか、小型船でも攻撃できる。

　ただ、そのためには帆を切っただけでは駄目で、舵を壊さなくてはならなかった。

　ハンネゥイは舵への破壊工作をするために銛もりを抱えて巨大船に接近しているのだ。

　元々が風かざ上かみに向かって進むために帆を畳んでいたから、巨大船の速力はあまり上がっていない。銛を抱えたままでも、ハンネゥイなら楽々と追いつける。

　腰を器用に上下に動かし、揃そろえた足で海水を一ひと打うちする度に、彼女の体はぐんっと前に進んでいく。

　ハンネゥイも他の魔女たちと同様、極薄の衣装しか身に着けていないが、体を覆おおう面積は他の魔女の衣装より多少は大きめだった。具体的には、彼女の胴体部分が衣装で覆われている。その衣装は他の魔女の物と違って、ひらひらした飾りなどは少なく、シンプルかつ素朴な形状だった。

　過度の飾りは水中では邪魔になる。

　ノノエルは水を操る魔法を使うから話は別だが、ハンネゥイの場合、水その物を操作しているわけではない。

　泳ぐために身体能力を高め、泳ぐ技能を高め、水に対する耐性を高めている。だから、泳ぐのに邪魔になる要素は、極力、排しておきたいのだ。

　ハンネゥイは水を操ることはできないが、身に着けている衣装には魔法が効いている。泳ぐとき、水の抵抗を減らすために彼女の衣装は肌に密着するのだ。同時に、ひじょうに薄い空気の膜で体表を覆おおい、水の抵抗を減らす。

　彼女の魔法は身体能力を高めるだけでなく、速く泳ぐためにあらゆる手段を講じている。もちろん、水中に溶けた空気を取り込むことなど朝飯前である。おかげでこうして、海面に顔を出すことなく、目標物に向かって水中を一直線に泳いでいける。

　そして今、ハンネゥイの眼前に巨大な戦いくさ船ぶねの巨大な舵が迫ってきた。
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　泳ぐのを止やめたハンネゥイのすぐ前に戦船の舵があった。

（でかいな）

　こうして間近で見ると、その巨大さに圧倒されそうだ。

　舵は進行方向に対して真まっ直すぐになっている。

（つまり直進中か。今のうちに破壊工作をしておきたいけど……これほど巨大な舵をどうやったら破壊できるんだ？）

　ナーガからは舵を壊すように言われているが、壊すための具体的な方法は指示されていない。船大工に訊きいても、これなら確実という方法は教えてもらえなかった。

　結局、現場で現物を見て考えるという、割と大おお雑ざつ把ぱな作戦だった。

　銛もりを撃ち込めばなんとかなるかもと思っていたハンネゥイだが、こうして間近で実物を見てみると、それは無理だとわかる。

（あの分厚くて巨大な舵に一本や二本、銛を突き刺したところで、舵の機能に支障が出ることはなさそうだな。さて、どうするか）

　ハンネゥイは銛を抱えたまま浮上していく。巨大な舵は今や彼女のすぐ前にあった。

（船の取りつけ部分の隙すき間まに銛を刺したらどうだろう。動かなくなるんじゃないか？）

　そう思ったハンネゥイは、舵の上方、船に取りつけてある箇所に近づいてみたが、銛を刺すような隙間は見当たらない。

（駄目だな。無理やりねじ込んでも、先端が少し入るだけだろう。そのくらいじゃ、この巨大な舵が動かなくなるとは思えない）

　ハンネゥイは船の速度に合わせて泳ぎながら、途方に暮れてしまった。

（鋸のこぎりでも持ってくればよかったかな。いや、それでもわたし一人じゃあ、あんなに厚くてでかい舵を切ることなんかできやしない。手元にあるのはこの銛と小さな鑿のみだけ。さぁて、どうしようか）

　いい考えが浮かばないが、いつまでもこんなところで考えているわけにはいかない。

（この舵を壊せないなら別の船の舵を壊しに行ったほうがいいかも？　いや、でも、この巨きよ艦かんが海かい賊ぞく団の旗き艦かんなんだよね。こいつを放っておいたら味方が苦戦することになるだろうし、何よりユウキとエーネの苦労が水の泡だ）

　ハンネゥイは眼前の舵を睨にらみつける。

　そのとき、舵が動いた。

　右へ動いたから面おも舵かじを切ったことになる。

　進行方向に面を向けた舵は水の抵抗を受け、その抵抗で船尾が押される。

　船は針路を右手方向へと向け、航跡となる水泡が海面上へと浮かんでいった。

（文字通り、水の泡だなぁ……って、いや？）

　ハンネゥイはあることに気がついた。

（壊せと言われているけど、べつに壊すこと自体が目的じゃないんだよね。この巨大船が、上う手まく進路変更できなくなれば、それでいいんだよね。ということは）

　ハンネゥイは大きな舵のすぐ横に進み出て、その表面を手で撫でてみる。

（堅いことは堅いけど、銛もりが刺さらないほどじゃないだろうし。たとえ貫つらぬけなくても刺されば。そして一本や二本じゃなければ。よし、試してみるか）

　ハンネゥイは銛を一本、右手に取り、残りの銛を左脇に抱える。

　銛を握った右手を引いて、思いきり突き出す。

　銛の先端が少しだけ舵に食い込んだ。

（これならいけそうだ）

　刺した銛を引き抜くと、ハンネゥイは舵を足裏で蹴って、その場から離れていく。

　充分に距離を取ると、ハンネゥイは改めて銛を右手で握り直し、残りの銛は左脇に抱えたまま、大きく腰をくねらせた。

　一度、二度、三度と揃そろえた両足で扇あおぐように海水を蹴ると、とたんに彼女の体が、ぐいっと前に進んだ。

　そのまま加速すると、ハンネゥイは舵を目がけて一直線に泳ぎ寄る。

　衝しよう突とつする寸前で思い切り右腕を突き出すと、銛の先端が舵に突き刺さった。

　ハンネゥイの上体がその場に停止、勢いで足が前に出る。

　足の裏を舵につけ、膝を曲げて勢いを吸収。

　ハンネゥイは右手の先、舵に刺さった銛の先端を見やる。

　泳いできた勢いの分、銛は先ほどよりも深く刺さっている。

　ハンネゥイは右腕に力を入れてみる。

（これなら、船が舵を動かしたくらいでは抜けないな。よし！）

　足裏で舵を蹴ると、ハンネゥイはまた舵から距離を取った。

　そして、先ほどと同じことを繰り返す。

　全力で泳ぎ寄り、銛もりを突き刺した。

　ただし、作業内容は同じでも、今回のほうが一回目よりも難しかった。何な故ぜなら、二本目の銛は一本目の銛のすぐ下に刺したかったからだ。

　ハンネゥイが確認すると、二本の銛は僅わずかな隙すき間まを隔へだてただけで上下に並んで突き刺さっている。

（よしよし、この調子で残りの銛も）

　ハンネゥイは同様の作業を繰り返し、持ってきた銛をすべて舵に突き刺した。

　六本の銛が上から下に一ひと連つらなりになって舵に垂直に刺さっている。ということは、進行方向に対しても垂直に刺さっているわけで。

（舵の大きさに比べるとささやかなものだけど、これで水の抵抗が少し増したはず。左側の抵抗が増しているから、船はつねに少し取とり舵かじを切っている状態になっている。これだけじゃ心こころ許もとないけど、あと五、六本、いや八本くらい銛を刺してやれば）

　水の抵抗はかなり大きくなるだろう。そうなれば「つねに取り舵」という状態がいっそう顕けん著ちよに表れて操船が難しくなる。

　ハンネゥイは自由になった両手で水を掻かき、腰を上下に動かして両足で水を打ち、ぐいぐいと加速してグラッファの快速艇がいるであろう方向へと進んでいった。

　少し進んだところでハンネゥイは海面に顔を出して周囲を見渡した。

「いた！」

　波間に浮かんで上下している小型船は、間違いなくグラッファの船だ。

　頭を沈め、再び海中に潜ったハンネゥイは、全速力で快速艇に泳ぎ寄っていった。
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　快速艇のすぐ横、海面上に頭を出すと、ハンネゥイは大声で叫んだ。

「グラッファさん、銛をください！」

「お、おうっ!?」

　いきなり名を呼ばれ、グラッファは驚いて上体を仰のけ反ぞらせた。

「おまえら魔女は人を驚かすのが趣味なのか」

　と文句を言いつつ、艇長は乗組員に向かって新しい銛を渡してやるようにと言った。

「今度は八本ください」

「八本!?　そんなに抱えて泳げるのか？」

　ハンネゥイの要求に、艇長が心配そうな顔を向けてきた。

「問題ないですよ」

　とハンネゥイが笑って答えたので、艇長は乗組員に銛もりを八本、渡すようにと改めて指示した。八本もの銛を抱えれば、その重さはそうとうなものがあるだろうに、ハンネゥイは軽々と立ち泳ぎしている。

「その様子なら大丈夫そうだな。で？　どうなんだ、あのデカブツは？　上う手まくやれそうなのか？」

「舵を壊すのは無理そうですけど、でも、なんとかなりそうですよ」

「舵を壊さないで、どうするって言うんだ？」

「それはまたあとで。急いで戻って細工を終えないと海戦が始まってしまいます」

「ああ、そうだな」

「双方が衝しよう突とつしたら敵味方の船が入り乱れて戦うことになると思います。この海域は危ないですから、離れたところへ避難してください」

「心配無用だ。この船の船足は中型船よりもずっと速い。敵が追いかけてきたとしても、追いつかれることなんかねえさ。それに避難しちまったら、いざってとき、おまえを拾えなくなるだろうが。たとえ拾わなくても、銛の補給が必要になることだってあるだろうが。今みたいにな」

　ハンネゥイは海面に出している頭をひょこっと下げた。

「ありがとうございます」

「気ぃつけて行ってこいや」

「あんまり無理するんじゃないよ」

「疲れたら戻ってきて休め」

「海戦は長丁場になりそうだしな」

「お気遣い、ありがとうございます。じゃあ行ってきます」

　もう一度、軽く頭を下げたハンネゥイが足を動かすのを止やめると、すぐに彼女の体は海中に沈んだ。

　海中に潜ると、ハンネゥイは足を忙せわしなく動かして体勢を水平に整え、腰を動かし、足で海水を打ち、巨大船目がけて恐るべき速さで海中を突進していった。

「おいおい、大したもんだなぁ、本当に。あんな重い物かかえてるのに、もう見えなくなったぜ」

　ハンネゥイの姿を見失ったグラッファが海面を見つめたまま感心の顔でそう言うと、女衆の一人が応えた。

「あたしゃ、あの娘こが気に入ったよ。可愛くて素直ないい娘こじゃないの」

　グラッファは、そうだな、と頷うなずく。

「あの娘こを見れば、魔女が悪逆非道で残虐無慈悲だなんていう話が嘘っぱちだってことがよぉくわかる」

「飛ひ空くう艇ていとかいう板っきれを操ってたさっきの二人も、ちいとばかし奇妙なところはあったけど、ふつうの娘こだったよな」

　と乗組員の一人が言うと、別の一人が応じた。

「いや、でも、俺おれたちの前に裸を晒さらして平然としているなんて、あまりふつうじゃなかったけどな」

「そういうふつうじゃなさは大歓かん迎げいだ」

「あの娘こ、もう一度、俺たちの前に現れてくれないかな」

　などと、乗組員（男）が口々に言い。

　たちまち女衆から非難の声が上がる。

「死ね！」

「海の中で巨大烏い賊かに足を絡め取られて溺れ死ね！」

「うるせえな。いいだろ、べつに。俺たちが無理やり脱がしたわけじゃねえんだ。あの娘こが自分から脱いで、自分から俺たちの前に姿を現したんだから」

「そうだそうだ」

　などと言う男衆に、女はあからさまな侮蔑の視線を向けた。

「だとしても、あからさまにじろじろ見ないでそっと目を逸そらすくらいの心遣いができないのかね、こいつらは」

「はっ。俺たちにそんな紳士的振る舞いを期待するほうが間違ってる」

「偉そうに胸を張るな！」

「おまえらみたいな獣けだものより、あの魔女のほうがよっぽど人間らしいわ」

　そんなツッコミが女衆から入ると、グラッファが声を上げて笑った。

「はっはは、まったくだな」

「うわ。艇長も酷ひどいな」

「自分だって見てたくせに」

「うははは、おまえらの非紳士的なところを責めてるんじゃねえさ。あの魔女の人間的なところに感心しているんだよ。さっきも言ったけどな、あの魔女たち、全然まったく悪逆でも非道でも残虐でも卑劣でも卑ひ怯きようでもねえじゃねえか」

「言えてるな」

「世間の噂うわさなんて真実とはかけ離れてるってことか」

「世間のっていうか、教会が言ってるだけなんだろうけどな」

「陸おかで暮らす連中は、一から十まで教会の言うことを鵜う呑のみにしやがるからな」

　グラッファが、まったくだ、と大きく頷うなずいた。

「信仰心があれば鰯いわしの頭も尊く思えるなんて言うが、俺たち海で生きる者にとっちゃ、鰯の頭なんて、あくまで鰯の頭でしかねえわ」

「艇長の言うとおりだぜ。俺おれは仲間の漁師に、魔女がいかに可愛くて素直でいい娘こだったかっていう話を広めてやらぁ。教会の言うことなんか当てになんねぇってな」

「だな。だが、その前にこの海戦に勝たなくちゃ話になんねえ。今はあの魔女たちが無事任務を成功させて戻ってくるよう祈ってやろうじゃねえか」

　全員から、おお！　という威勢のいい返事があった。




　かつてナーガは、

「魔女が人と関わることで、魔女に対する評価、評判が嘘っぱちであることを人間に知らしめたい」

　と言ったが、グラッファたちの言い分を聞く限り、ナーガの目もく論ろ見みは着実に成果を上げていると言えるだろう。人間界では魔女の本当の姿を知る者はまだほんの少数だったが、人の中にも魔女の理解者が増えてきているのは間違いなかった。
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　巨大船の船尾まで戻ってきたハンネゥイは、前回と同じように、離れては突進し、銛もりを突き刺しては離れ、を繰り返し、持ってきた八本の銛を巨大な舵に突き立てた。

　今では合計十四本の銛が舵板から飛び出していた。巨大な舵の面積に比べればささやかだが、それでも確実に水流に変化が出ている。

（これで船は、間違いなく取とり舵かじ状態になった。進路の微妙な修正はかなり難しいはず。でも、これだけじゃ駄目だ。思いきり舵を切ったときは、この程度の突起物じゃ、あまり役に立たないかも）

　彼女は太ふと腿ももに巻いていた革かわ帯おびに挟んでおいた小振りの鑿のみを抜き出した。

（さて。地道にこつこつ削っていこう。もうあまり時間はないけど、できる範囲でできることをやらないとね）

　ハンネゥイは突き立てた十四本の銛に体を預けて水から受ける抵抗を支ささえると、右手に持った鑿を振り上げ、舵板の側面に向かって突き立てた。

　ざくり、と板面が削れる。

　ハンネゥイは同じ箇所に何度も何度も鑿を突き立て。

　ざく、ざく、ざく。

　舵板を削っていく。

　反対側まで貫つらぬくほどは彫らない。それをやっていると時間がかかりすぎだ。

　分厚い舵の半分くらいまで彫ると、次の箇所へ。

　それを繰り返し、ハンネゥイは舵に何箇所もの深い溝を彫った。

　その間かん、息継つぎもしないまま作業を続けられるのが彼女の強みだ。

（このくらいでいいかな）

　ハンネゥイは銛もりに押しつけていた体を離し、海中に泳ぎ出た。

　大きな舵の左側面には十四本の銛が刺さっている。それだけでなく、あちこち鑿のみで削られて凸でこ凹ぼこになっている。舵の左側面には気泡が渦うず巻いていた。

（これで水流はかなり乱れることになる。微妙な調整は利かないだろうな）

　いざ海戦というとき、それは大きなハンデになるはずだった。

（よし、次の船に向かおう。少なくとも海かい賊ぞく船五隻せきくらいは舵の利きを悪くしておきたいものね）

　舵を破壊することはできなかったが、自分の仕事にある程度の手応えを感じつつ、ハンネゥイは次の獲物を求めて海賊船団の旗き艦かんである巨大船の船尾から離れていった。

　自分たちの船の舵に対する破壊工作が海面下で進んでいることなど、海賊団の誰だれ一人、夢想だにできないままだった。
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　レンスール船団とエゥラニア・海かい賊ぞく連合船団の距離はだいぶ詰まっていた。

　レンスール船団の船団長ユゥノスタの目もく論ろ見みでは、今ごろはもう開戦の火蓋は切られているはずだった。しかし、予想に反してエゥラニアと海賊連合船団は北上する自分たちを追いかけてこなかった。その分だけ、海戦の開始が遅れている。

（敵船団が追いかけてきたら、反転し、追い風を利して襲いかかるつもりだったんだが。とはいえ、結局、今は追い風を受けているんだ。時間がかかったことを除けば、だいたい想定どおりの展開。むしろ海の魔女や空の魔女が敵船に対する工作を仕込む時間が増えたのだから、こちらにとっては歓かん迎げいすべき展開だと言える）

　ユゥノスタは、そう自分に言い聞かせる。

（今ごろは海賊船団の帆が切り裂さかれ、舵が壊されているはずだ。海賊船団が役立たずになってしまえば、エゥラニア船団など恐るるに足らず！）

　そう自分を鼓こ舞ぶする。

（しかし、この海戦を前にして、魔女の力を頼むことになるとはな。最初に五ご会かい頭とう筆ひつ頭とうのカッシゥス殿から話をもらったときは眉まゆに唾つばしたものだが）

　ユゥノスタがカッシゥスの話を素直に受うけ容いれられなかった理由は、魔女が人間同士の戦いに介入して人の軍と共に戦うということが信じられなかったからだ。

　ユゥノスタの感覚からすれば、魔女という存在は「人はすべて敵」という生き方をしているはずだった。だから人の側も、そんな魔女とは共存できないのだ。人と魔女は、どちらかが滅ほろぶしかない関係だと思っていた。

　ところが、実際に魔女と会ってみると自分の考えが間違っていることがわかった。会って話をしてみると、世間の評価が間違っていることがわかった。

　魔女は思った以上に話のできる存在だった。それどころか信頼に足る存在だった。命を懸かけて共に戦うことができる頼もしい存在だった。

（いったい魔女はいつから、そんな生き方をするようになったんだろうか。それとも以前からそういう生き方をしていたのか？　それを我々が知らなかっただけなのか？　いや、もしかすると……）

　ユゥノスタの脳裏に、異装に身を包んだ一人の男の姿が浮かんだ。

（ナーガというあの男。龍りゆう王おうの御み遣つかいだというあの男。魔女を率ひきいているあの男。あの男こそが魔女の生き方を変えたのかもしれない）

　ユゥノスタが、とりとめもなくそんなことを考えていると。

「船団長！」

　彼は部下の声で、はっと我に返った。

「どうした？」

「見張りからの報告です。敵船団におかしな動きが見えるそうです」

「おかしな動きとは!?」

「先頭にいる海かい賊ぞく船旗き艦かんと、それに続く一隻せきが取とり舵かじを切っているようなのですが、後続の船は直進してきます」

「二隻だけが？」

「はい。二隻だけが左手に進路を変更していると」

　その報告にユゥノスタは考え込んだ。

（どういうことだ？　ジュダンドットは何を狙ねらっている？）

　彼が顔を上げると、船団副長が訊きいてきた。

「誘いの隙すきを作って見せているのでしょうか？」

「そうかもしれ……いや待て！」

　ユゥノスタは、その可能性に気がついた。

「見張りに、敵船の帆柱がどうなっているか確認させろ！」

　副長は、あ！　と叫んだ。

「そうだ。もし帆柱と帆が切られているのなら、あの二人の魔女の攻撃が奏そう功こうしたということだ」

　副長は、なるほど、と頷うなずいて話を引き取った。

「であれば、あの海の魔女によって舵も壊されたのかもしれませんね。だから、意図せぬ進路変更を行っているのかも」

「帆柱の確認を急がせろ！」

「は！」

　副長は近くに控えていた旗艦の艦長に指示を与え、艦長は見張りに指示を伝えさせた。

　見張りからの報告はすぐにもたらされた。

「まだ少し距離があるので、しかとは見えませんが、先頭を行く旗艦は帆柱の支柱が落とされているように見えるそうです。それから左に進路を取った二隻は元の進路に戻ろうとしているようですが、上う手まく進路が定まらない感じで、ふらつくような航行を続けているそうです」

　という艦長の言葉に、ユゥノスタと副長は顔を見合わせ、力強く頷き合う。

「ならば間違いない。海の魔女による舵への破壊工作が行われたのだ。少なくとも、敵の旗艦の舵は変調を来きたしている」

「おまけに敵船は帆を張れなくなっていますから、我々は海戦中に風向きを気にした位置取りをする必要がないわけです」

「そうだ。敵の旗き艦かんに風かざ上かみを取られたとしても、帆を張れないなら風上の利はなくなる。あの旗艦を集中攻撃することもできるし、旗艦を置き去りにして戦闘海域を別のところに設定することも可能になる。こちらが圧倒的に有利になったと言えるな」

「魔女様さま々さまですね」

　と船団副長が笑うと、艦長が感心したような少し呆あきれたような複雑な表情になって話に加わってきた。

「いやはや、魔女の力、侮れませんな。まさか海戦が始まる前から、こんな有利な立場を手に入れることができるとは思いませんでした」

　ユゥノスタは大きく頷うなずいて、まったくだ、と賛意を示した。

「ナーガ殿の『戦いは始まる前にすでに勝負が決している』という言葉、あながち的外れでもないな」

　それからユゥノスタは、ちらりとの陸地を見やった。

「この分では陸上の戦いも味方の有利で進んでいるのは間違いない」

　ユゥノスタがそう言うと、艦長が、

「もう勝利を確定させているかもしれませんよ」

　と応えた。

「なら、こちらも勝利を確定させようではないか。海かい賊ぞく船団もエゥラニア船団も完かん膚ぷなきまでに討うち破るのだ！」

　船団副長と旗艦艦長が力強い声で応えた。

「必ずや！」
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　ちょうどその頃、海賊船旗艦──ボルトゲニー号という名をつけられている──の艦橋では、海賊団長のジュダンドットが怒いかりに顔を赤く染めて怒鳴り散らしていた。

「操そう舵だ手しゆ、何をやっている!?　船の針路を元に戻せ！」

「ですからお頭かしら、舵が上う手まく利かないんですってば。さっきから何度も修しゆう正せい舵だを当ててるんですが、どうにも手応えが変だ。どこかに故障が発生しているのかもしれやせん」

「くそっ！　この期に及んで舵が故障だと!?」

　ジュダンドットは地じ団だん駄だを踏むが、踏んだところでどうにもならない。

　先ほど謎の攻撃があって帆柱の支柱が畳んでいた帆ごと切られたばかりだった。それだけでも重大事なのに、舵にまで故障が発生したとなると、もはや旗艦の戦闘力は半減したといってよかった。

（いや、半減どころじゃねえ。下へ手たすりゃ海戦そのものに関われないまま脱落する羽目になりかねん）

　ジュダンドットの焦燥と怒いかりは沸騰寸前だ。怒りを向ける矛先がないのも、彼の怒りをさらに激しく煽あおる原因になった。

（どうしてこんなに運が悪い……いや待て！）

　舵にばかり気を取られていたが、その前に帆と帆柱の支柱が切り落とされたではないか。ジュダンドットは、改めてその意味に気づいた。

（あれは事故なんかじゃねえ。支柱は鋭利な刃物で切り落とされたような切断面だったんだからな。つまり、あれは誰だれかが切ったんだ。しかし、水か主こどもに気づかれないまま帆と帆柱の支柱を切るなんて芸当ができる奴やつがいるわけねえ。少なくとも人間にはできねえ。ってことは……）

　ジュダンドットは恐ろしい想像に身震いした。

（魔女か？　魔女なのか!?　魔女の魔法攻撃で支柱と帆は切り落とされたのか!?）

　だが、本当に恐ろしいのはそのことではない。もしその想像が当たっているとすれば。

（この船同様、二番艦の進路が怪しいのも舵が変調を来きたしているのかもしれねえ。そしてそれは、故障なんかじゃなく、魔女による攻撃を受けたからではないのか!?）

　帆と帆柱がたまたま切れ落ち、舵がたまたま変調を来したなどという偶然を考えるより、どちらも魔女から攻撃されたと考えるほうが蓋がい然ぜん性せいが高そうだ。

（いかん！　そうなると）

　ジュダンドットはそれまでの怒りを忘れ、冷静に思考を巡めぐらせた。

　この切り替えの早さは彼の特長だ。

　ほかの船も同じような攻撃を受ける可能性が高いことに彼は思い至った。事実、後続の二番艦、三番艦からは、帆柱と帆が落ちたという報告が届いている。

（すでに四番艦や五番艦も同じ目に遭っているかもしれねえ。そうなると、三番艦以下も舵に変調を来す虞おそれがある）

　海かい賊ぞく船団の五隻せきが戦闘不能に近い状態になったら一大事だ。

　数ではエゥラニア船団のほうが圧倒的に多いが、個々の船の戦闘力となると、海賊船のほうが勝っている。船の性能を取っても、乗り込んでいる水主や戦闘員の経験を取っても、エゥラニア船団より海賊船団のほうが遙はるかに上なのだ。

　つまり、海戦の主力は海賊船団。その五隻が丸々使えなくなったら。

（エゥラニア船団だけでレンスール船団を打ち負かすことなんかできるはずねえ。それに帆柱と帆がどうやって攻撃されたのかがわからねえのも不気味だ。もしかするとエゥラニア船団のほうも、いま攻撃されてるかもしれねえ）

　エゥラニア船団の船まで帆を落とされたら、エゥラニア・海賊連合船団は機動力という点でレンスール船団に太刀打ちできなくなる。

　海戦で機動力が劣っているというのは致命的だった。

（こちらが集中攻撃されても、エゥラニア船の助けが期待できねえ。下へ手たすりゃ逃げ切れずに鹵ろ獲かくされるかもしれねえし、最悪、沈められるかもしれねえ）

　そう考えたジュダンドットの決断は早かった。

　この決断の早さもまた、彼の特長だ。

　そうして彼と彼の海かい賊ぞく団は生き残ってきたのだから。

「操そう舵だ手しゆ！」

「へい、お頭かしら！」

「舵はまったく利かないわけではないんだな!?」

「まったくってわけじゃねえっす。ただ、微妙な修正が利かねえのと、真まっ直すぐ進もうと思っても勝手に左に進んでいっちまうってことで。あと大きく取とり舵かじを切るとどうしてか極端に速度が落ちやす！」

「よし。ならば面おも舵かじいっぱいだ」

「え？」

「面舵いっぱい。急速回頭！　早くしろ！」

「あ、へえ、面舵いっぱい！」

　操舵手は操舵輪を思い切り回した。

　船首が右へと回頭し、船体が左に傾かたむく。

　ジュダンドットの狙ねらいがわからず、慌てて副長が訊きいてきた。

「どうすんですか、団長!?」

「逃げる」

「は、はい？」

「戦闘海域から離脱するんだよ！」

「いえぇぇえ!?」

「今ならまだ走れる。もしもう一度攻撃されてまともに進めなくなったら、俺おれたちは全滅するだけだ」

「で、ですが、俺たちが逃げちまうと……エゥラニア船団、負けちまいますぜ？」

　ジュダンドットは、副長の指摘を鼻で笑った。

「エゥラニア船団のことなど知ったことか。俺たちは俺たちが生き残ることを第一に考えるべきなんだ。違うか？」

「いえ、違いやせんが」

「この状態じゃあ俺たちはまともに海戦ができねえ。俺たちが戦えねえなら、エゥラニア船団の負けは確実だ。そんなもんにつき合ってたら俺たちも全滅する」

「まぁ……そうっすね」

「だから動けるうちに逃げるのさ。文字通り、尻に帆掛けてな」

「わかりやした」

「伝令旗を掲げろ。二番艦から五番艦まで旗き艦かんに続け、とな」

「承知！」

　それまで右に左にとふらつきながらも、なんとか北西方向に向かって進んでいた旗艦が、大きく右に進路を向けた。

　旗艦の船尾と帆柱に掲げられた伝令旗を認めた二番艦が、同様の伝令旗を掲げ、旗艦を追って右に転進を開始する。

　間まを置かず、三番艦が。

　そして四番艦、五番艦も。

　旗艦は百八十度回頭し、戦闘海域からの離脱を図はかった。

　風下に向かっての航行だから、帆をいっぱいに張れさえすればエゥラニア船にもレンスール船にも追いつかれる虞おそれはない。しかし、今は帆と帆柱の支柱の一部が切り落とされている。無事な帆だけを張っても、いつもの五、六割しか風を受けられないだろう。おまけに風の受け方が偏るから船は真まっ直すぐに進まない。ふつうなら舵を上う手まく調節することで進路を定めることができるのに、残念ながら今は舵その物が変調を来きたしている。

　ジュダンドットの想像どおりなら──事実そのとおりなのだが──魔女による破壊工作のせいだろう

　ジュダンドットは速力の上がらない自船に苛いらついた。

（櫂かいで漕こぐだけじゃ追いつかれるぞ。どうする？　無事な帆をすべて張って速力を上げ、なんとか舵で進路を修正するか？　いや、今でも修正が難しいのに、これ以上速力を上げたら、狙ねらった方向へ進めなくなるか？　くそ、どうすればいい）

　百ひやく戦せん錬れん磨まの海かい賊ぞく団団長も、まさか敵船団と戦う前からこれほどの苦境に陥おちいるとは想像もしていなかった。

　さすがのジュダンドットも、その顔に焦りと苦悩の色が濃く滲にじんでいる。

　そんなジュダンドットに最悪の報告が届いた。

「敵船団の一部が転進！　こちらに向かってきます！」

　レンスール船団がエゥラニア船団を狙ってくれれば、その隙すきに戦闘海域から脱出できると踏んでいたジュダンドットだが、残念ながらその期待は打ち砕かれた。

（くそ！　こうなったら追ってきたレンスール船団をぶっ叩いてから逃げるしかねえ）

「進路このまま。敵船が追いついてきたら白はく兵へい戦せんだ！　戦闘用意！」

「おお！」

　剣を抜き、弓矢を構えた戦闘員が甲板上に並んだ。

　船足が上がらない海賊船団に、レンスール船団の大型船がみるみる近づいてきた。
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「撃てぇ！」

　近づいてきた八隻せきのレンスール大型船から、一斉に矢が放たれた。

　負けじと海かい賊ぞく側も弓矢で応戦して、すれ違うまでは互いに矢を撃ち合うことになった。

　海賊側は自慢の白はく兵へい戦せんに持ち込むために回頭しようとするが、追い風に乗ってくるレンスール船とは速度が違う。おまけに海賊側は舵が上う手まく利かないのだから、レンスール船に舳へ先さきをぶつけることができなかった。

　追いかけてきたレンスール船団は、回頭した海賊船団を嘲あざ笑わらうように至近距離を通過していったが、その間かんも矢の応おう酬しゆうが止やむことはない。

　海賊船の側は白兵戦を挑むつもりで剣を持った戦闘員を多数、甲板上に並べていた。

　一方のレンスール船は最初から白兵戦など考えておらず、甲板上に並んでいるのは全員弓矢を持った戦闘員だった。

　当然、飛び交う矢の数はレンスール船からのほうが圧倒的に多く、海賊船の甲板では、ばたばたと戦闘員が倒れた。

　各船の船長は慌てて剣を置いて弓を取れと命じたが、その頃には双方がすれ違っていた。

　行き過ぎたレンスール船団は急回頭して海賊船団の船尾から近づいてくる。双方が向かい風に逆らって進む恰かつ好こうだ。当然、レンスール船も帆を畳んだ。同じ条件だから、ふつうなら追いつかれない。だが、海賊船はどれも舵に変調を来きたしていて真まっ直すぐに進めない。その分、速度が落ちることになって、船尾にレンスール船が迫ってきた。

「戦闘員を船尾に回せ！」

　各船の船長は、剣を置いて弓を取らせた戦闘員にもう一度剣を取らせ、レンスール船との接触に備えて船尾甲板に移動させた。

「くそ！　エゥラニア船団は何をやってる！　さっさと応援に来い！」

　怒いかりに顔を朱に染めてジュダンドットがを見やったが、エゥラニア船団はレンスール船団の残りに邪魔されていて、すぐ救援に駆けつけてこられそうもない。

　向こうでもレンスール船団は、白兵戦を挑むのではなく敵の進路を妨害するという戦いに終始しているようだ。エゥラニア船団が海賊船団の応援に向かえなければそれでよし、という戦い方だった。

　エゥラニア船団でも何隻かが帆や帆柱を切り落とされるか、あるいは舵に変調を来しているらしく、レンスール船団の妨害を振り切れないでいた。

「くそが！」

　ジュダンドットは罵ののしりの言葉を撒まき散らしながら、血走った目で船尾から迫り来るレンスール船を睨にらみつける。

（こうなったら、乗り込んできた戦闘員を皆殺しにしたあと、逆にこちらから敵船に乗り込んで水か主こも皆殺しにしてやる！　海かい賊ぞくの戦い方を見せてやるぞ！）

　ジュダンドットは血走った目で船尾に近づいてくるレンスール船を睨みつけた。けれど後方から接近してきたレンスール船は、あくまで白はく兵へい戦せんを避けるつもりらしく、今度は矢に加えて火矢も撃ってきた。

　雨あめ霰あられと矢や火矢が降り注ぎ、船尾甲板に集まっていた戦闘員たちは大慌てで避難する。犠牲者は大して出なかったが、人が消えた船尾甲板に何本もの火矢が突き刺さった。甲板は海風で湿っているといっても、たっぷりと油を染み込ませている火矢はそう簡単に消えない。あのまま燃え続ければ、いずれ甲板の一部に燃え移るかもしれない。

「すぐに消せ！」

　と船長や幹部が叫んだが、火を消しに近づこうにも、間断なく矢が降り注いでいるため、なかなか近づけない。

「盾たてだ。盾を持ってこい！」

　しかし、海上戦闘が専門の海賊船だ、それほど多くの盾が積んであるわけではない。

　戦闘員や水主たちが右往左往しているあいだに、近づいてきたレンスール船団が海賊船団に並びかけてきた。

　レンスール船からは相変わらず矢や火矢が引っ切りなしに飛んでくる。それに比して、海賊船からは散発的にしか矢が飛んでいかない。

（くそ、くそ、くそ！　どうして奴やつらはあんなに大量の矢を積んでいるんだ!?）

　ジュダンドットは歯噛みし、地じ団だん駄だを踏む。

（まるで最初から白兵戦ではなく間接戦闘でけりをつけようというつもりだったようじゃねえか。そんなことがあるのか!?）

　帆や帆柱が切られていること。

　そして舵が壊されていること。

　それが前提とならなければ、こんな戦い方を組み立てられるはずがない。

（レンスールの糞くそ野郎ども、最初から魔女の破壊工作を前提に作戦を立てやがったのか!?　そこまで魔女を信用してるのか!?　だとしたら……奴ら、イカレてやがる！）

　魔女が人の戦いに手を貸すことが信じられなかったが、それ以上に、魔女を信頼できる人間がいることがジュダンドットには信じられなかった。魔女を信用して、その破壊工作を前提に作戦を立てられる人間がいることが信じられなかった。

（何かが違う。今までの戦いとは、何か根本的に違っていやがる）

　人間側のある勢力に魔女が手を貸し、別の勢力と戦う。そんな図式にジュダンドットは戦慄を覚えた。

（そんなことになったら、魔女と手を組んだ勢力は恐ろしく強くなるじゃねえか）

　魔女の存在が、この世界の勢力図を塗り替えてしまうかもしれないことにジュダンドットは恐怖した。
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「帆に火が付いた！」

「消せ消せ消せ、なんとしても消せ！」

　甲板に響き渡る怒声でジュダンドットは我に返る。

　見ると、甲板に落ちている帆に火矢が刺さり、燃えだしている。甲板も何箇所かで炎が上がり始めていた。なのに、飛んでくる矢に阻はばまれて消火活動は思うように進まない。

　状況が絶望的であることを思い知らされ、ジュダンドットは愕がく然ぜんとする。

「大将！　火が消えねえ！」

「どうしやすか、大将!?」

　部下の悲痛な叫び声に応えるべく、ジュダンドットは吼ほえるような勢いで命じた。

「なんとしても敵船に接せつ舷げんしろ！　乗り込んで敵を皆殺しにして船を奪うんだ！」

　もはやジュダンドットに残された道は、それしかなかった。

　けれど自分で命じておきながら、ジュダンドットはその可能性を信じてはいなかった。

（俺おれは……俺たちは……魔女のせいで負けるのか……）

　ジュダンドット率ひきいる海かい賊ぞく船団は、最後まで海賊の戦い方を見せつけることができないまま敗れ去ろうとしていた。
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　レンスール船団は、速力と機動性の優位さを存分に活いかし、接近して矢と火矢を撃っては離れ、転進してまた接近するという戦法を繰り返した。帆柱の支柱と帆を切り落とされ、さらに舵に変調を来きたした海賊船には、敵の戦法を阻そ止しする手段がなかった。

　とうとう海賊船団は五隻せきのうち四隻までが炎を噴き上げて燃えだした。

　そのうちの一隻はジュダンドットご自慢の超巨大船だった。紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた海賊船から、次々に水か主こや戦闘員が海に飛び込んでいる。

　二隻は半ばまで沈み、残りの二隻も船体が傾かたむいている。

　燃えていない一隻のみが全力で漕こぎ進み、戦闘海域からの離脱を図はかっていた。

「逃げていく船を、三番艦、四番艦に追いかけさせろ！　この旗き艦かんと二、七、八番艦はエゥラニア船団へ向かう。五番艦、六番艦はこの場に留とどまり、海に落ちた敵の水主と戦闘員を回収せよ！」

　味方の勝利を確信したユゥノスタは、船団副長にそう命じた。

　船団副長が命令を艦長や他の幹部に伝えている傍かたわらで、ユゥノスタは紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれて沈みゆく四隻せきの海かい賊ぞく船を見やっていた。

（まだエゥラニア船団が残っているが、海賊船団が壊滅したことで我々の勝利は確定したも同然だ。これでもうレンスールの街が、いや西の内海を通航するすべての船が海賊船に悩まされることはなくなるのだ）

　ユゥノスタは視線を巡めぐらせ、行く手の海上に浮かんでいる味方の船とエゥラニア船団を遠えん望ぼうした。

（ジュダンドット一味が壊滅したのを知れば、エゥラニア船団の戦意は限りなく低下するだろう。ここからの戦いは今回の海戦の総仕上げだ。一隻も逃がさんぞ）

　旗き艦かんの船尾とマストに伝令旗が掲げられ、伝令手が手旗を振った。

　旗艦と二番艦、七番艦、八番艦はエゥラニア船団に向かって突進していった。
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　ユゥノスタの艦が接近してきた時点で、すでにエゥラニア船団は大混乱に陥おちいっていた。何しろ海戦の主力と頼んでいた五隻の大型海賊船が壊滅してしまったのだ。そして自分たちの船では、帆柱の一部と帆が切り落とされるという事態が発生している。

　今も船団の中の一隻で帆柱の支柱や帆が切り落とされたところだった。

「いったい何が起こっている!?」

　二番艦の艦橋にいた船長は狼狽うろたえたように周りを見回すが、なぜ帆柱の支柱や帆が勝手に落ちてくる──としか彼には思えなかった──のかわからない。

　とりあえず船長は、落ちた支柱や帆を指さして、

「すぐに修理させろ！」

　と叫ぶしかなかった。

　そのとき、船長の視界の端を何かが横切った。

「ん？」

　帆柱の上方から下方へと斜めに板きれのような物が動いていったと船長には見えた。

「な、なんだ、今のは？」

　船長が目を瞬しばたたいていると。

「また落ちてきたぁ！」

「おい、避よけろ──っ！」

「うわぁ──っ!?」

　甲板上から怒声やら悲鳴やらが聞こえてきて。

　またもや支柱が一本、畳んであった帆ごと落ちてきた。

「支柱が落ちてきた原因を調べさせろ！　支柱が外れたのか、それとも何か攻撃を受けたのか、はっきりさせるんだ！」

「攻撃って、どうやったら帆柱や帆だけを攻撃できるって言うんですか？」

「いいから早く調べさせろ！」

　船長の激しい剣けん幕まくに恐れをなした副船長や水か主こ長は急いで数人の部下を走らせ、落ちた支柱や帆を検分させた。

　切断面を調べた結果、支柱も帆も鋭するどい刃物で切られていることがわかった。

「い、いや、でも、どうやって支柱や帆を……」

　幹部も部下たちも、怪け訝げんそうな、あるいは不思議そうな顔で頻しきりに首を捻ひねっているが、船長には思い当たることがあった。

（さっき、視界の端を横切った物。あれは、まさか……）

　開戦前に入ってきた、レンスールの街が魔女国と手を結んだという情報が、事態の深刻さを船長に告げている。

（まさか、魔女の攻撃では……）

　魔女は人に非あらざる能力、魔法を持っているし、魔法には説明のつかない不思議なものが多いと聞く。目の前で起きた不可解な出来事──なんの予兆もなく帆柱の支柱と帆が切って落とされたという不可解な出来事こそ、魔女の魔法攻撃ではないのか。

（いや、それよりも）

　知らないあいだに魔法で攻撃されたことも重大な出来事だが、海戦を前に帆が張れなくなったことのほうが、より重大だった。

（これでもう、この船は人の手で櫂かいを漕こぐ以上の速度は出せなくなってしまった）

　それは海戦において致命的な弱点となる。僚りよう船せんが敵船を振り切れないでいるのも、これが理由なのだろう

（せっかく風下に舳へ先さきを向けたのに、これではなんの意味もなさいないではないか）

　大型船は、帆をすべて張れば中型船より速度が出る。乗せている戦闘要員も多い。船の造りも頑丈だ。当然、海戦では大型船のほうが中型船より強い。

　しかし、機動性が損なわれたなら。敵船に乗り込んでの白はく兵へい戦せんをしないなら。大型船の優位性はなくなったも同然だ。

　おまけに僚船の中には、ただ単に帆が張れないといっただけではない、おかしな航跡を描いている船もある。

（まるで舵の利きが悪くなっているようだ）

　と船長は思ったが、彼の推測は当たっていた。もっとも、彼にはそれを確かめる余裕も、その理由を追及する余裕もなかった。

　レンスール船団は接近してきては矢や火矢を撃ち込み、そして衝しよう突とつしないように上う手まくこちらを避よけながらすれ違って離れていく。先ほどから敵はそれを繰り返しているが、帆を落とされたり舵の利きが悪くなっているエゥラニア船には、この苦境を打開するための手段がなかった。

　そんなとき、海かい賊ぞく船団に向かっていた大型船のうち四隻せきが急速接近してくるという報告が入ってきた。

　船長は絶望的な顔でエゥラニア船団の旗き艦かんを見やった。しかし旗艦も、まとわりつくレンスール船をあしらうのにやっとで、とてもではないが有効的な対抗策を打ち出せそうにない。それどころか、食らいつく敵船から離れようと必死で操船しているあいだに、エゥラニア船団の各船は互いの距離が大きく開いていた。もはや隊形などないも同然、各船がばらばらに応戦しているだけといった有様だ。

　とうとう船長は最終的な決断を下す。

（もはやこれまで。切られたのは帆の一部だけだ。今のうちに脱出しよう。脱出して街の港に逃げ込もう）

　そう考えた船長は、

「戦域から離脱する。取とり舵かじいっぱい！」

「取り舵いっぱい！」

　復唱した操そう舵だ手しゆが舵輪を思い切り回し、船は右に傾かたむいたが。

「どうした？　取り舵いっぱいだ！」

　船長が操舵手に向かって怒鳴った。

「これでいっぱいです！」

「なんだとう!?」

　操舵手は悲鳴のような声で報告を続けた。

「舵が！　舵が上手く利きませんっ！」

「ば……馬鹿な」

　船長は喘あえぐように短く言葉を吐はき出すのがやっとだった。

（万策が尽きた）

　帆が張れず、舵も利かないとなれば、敵船に対抗できるはずもない。逃げきれるはずもない。このまま火矢を撃ち込まれ続けると、最悪、自船は炎に包まれ海の藻も屑くずとなる。

　船腹数でもレンスール船団のほうが多くなったのだ。ばらばらになった味方の船を複数で取り囲み、船をぶつけて戦闘員が乗り込んできたら、抵抗のしようがない。

　レンスール船団は、そうして一隻ずつ各個撃破していけばいいのだ。まともに走れないエゥラニア船には対抗手段がない。

　船長はどうするか迷った。

　このまま戦闘を継続するか、漕こぎ手の頑張りに期待して脱出を図はかるか、あるいはここで降伏するか、ということをだ。

　そのとき、比較的近くにいた一隻せきのエゥラニア船に対して三隻のレンスール船が突っ込んでいった。

　右舷げんに二隻、船尾に一隻が舳へ先さきをめり込ませ、その衝撃でエゥラニア船は大きく左に傾かたむいている。

　三隻のレンスール船から続々と戦闘員がエゥラニア船に乗り込んでいくのが見えた。

　たちまち、そこかしこで斬り合いが始まる。

　剣けん戟げきの音が響き、甲板は人の血で濡ぬれ、悲鳴と怒号が渦うず巻いた。
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　白はく兵へい戦せんが始まってからレンスール側が勝しよう勢せいになるのに、それほど時間はかからなかった。

　三隻から乗り込んできているから、戦闘員の数ではレンスール側が圧倒的に多い。援軍の来ない船上では、人数の多た寡かがそのまま戦いの有利不利に直結する。おまけにエゥラニア船の戦闘員は、レンスール船の戦闘員以外も相手にしなくてはならなかった。もちろんそれは、飛ひ空くう艇ていに乗ったユウキとエスピエーネである。

　味方の船が敵船に突っ込んでいったのを見た二人は、帆と帆柱を攻撃する作業を中断して現場へと急行してきたのだった。
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「風ふう刃じんの乱舞！」

　ユウキの体の周囲で風が渦巻き、鋭するどい刃やいばとなって敵の戦闘員を目がけて疾はしった。

　背中から風の刃に襲われた戦闘員は、血を噴き出して昏こん倒とうする。

　初めユウキは全裸で飛空艇に乗ることにかなり抵抗があった。敵兵がこちらに顔を向けただけでその場にしゃがみ込んでしまいたくなった。けれど今では目の前に敵兵がいても、敵兵の顔がこちらに向いても、平然と魔法を使えるくらいには慣れてきた。

（こんなことに慣れちゃっていいのか疑問よね。裸だから、たしかに魔法効率はいいんだけどさ。エーネの魔法って、便利なんだか不便なんだか）

　などと思いながら、ユウキは風の刃を揮ふるう。

　厚手の服より魔力減げん殺さいの度合いが低いというだけで、極小極薄であっても服を着ている限り魔法の威力低下は避けられない。しかし、何も着ていない状態で魔法を使えば効果は百パーセント発揮できるし、効率もいいから魔力の消費も抑えられる。こと魔法の使用に関して言えば、全裸はいいことだらけなのだ。

（でも、いくら効率がよくても、人前で裸になってまで魔法を使いたくはないよね）

　ナーガに言わせれば、

「ふだんのおまえらの恰かつ好こうは裸と大して変わらないだろ」

　となるのだが、魔女たちにとっては大違いだった。

　紐ひも一本でも身に着けているのといないのとでは全然違う、というのが大方の魔女の主張であり、ユウキも大いに賛同するところだった。賛同しないのは、全裸にならないと魔法が効かないエスピエーネやエリュシオーネくらいだろう。

（って、そんなことを考えてる場合じゃないか。集中、集中！）

　甲板上には味方の戦闘員も数多くいるから、手当たり次第に風ふう刃じんで攻撃するというわけにはいかない。

　ユウキは慎重に敵味方を見極めながら敵兵を攻撃する。

　頭上からの不意打ちが決まれば、敵の戦闘員は避よけようがない。

　甲板の近くまで下りているので、エスピエーネの魔法で姿を消している二人はともかく、飛ひ空くう艇ていが見つかる可能性は大きくなっているから、そちらの面でも注意が必要だ。

　とはいえ、敵味方を識別して風の魔法を駆使しているユウキは、それだけで手一杯だ。甲板にいる誰だれかが飛空艇の存在に気がついたかどうかを見張るのは、エスピエーネの役目だった。

　エスピエーネは、戦闘員の一人が自分たちに目を向けているのに気づいた。その視線の先を追うと、彼が飛空艇を見ているのがわかる。

「ユウキ。ユウキ！」

　エスピエーネが空いている左手で──右手はユウキの体を掴つかんでいる──ユウキの左肩を叩いた。

「いったん上昇。見つかったかもしれない」

「わかった」

　ユウキは敵戦闘員への攻撃を中止して、即座に飛空艇を上昇させた。

　エスピエーネは、先ほどこちらを見た戦闘員の顔を注視する。

「間違いない。視線が僕たちを追いかけて上に向いた。飛空艇に気づいている」

「どいつ？」

「あそこにいる奴やつだ。こっちを見上げているだろう？」

「あいつね！」

　ユウキはいったん上昇させた飛空艇を急降下させる。

　とはいえ、極端に艇ていを傾かたむけることはできないから──急で激しい挙動をするとエスピエーネが落下してしまう──艇を水平近くに保ったまま沈めていく感じだ。

　みるみる敵戦闘員が近づいてくる。

　彼からは飛ひ空くう艇ていしか見えていないから、長細い板きれが空中を飛んでいる、そんな摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景が現出しているはずだった。じっさい彼は、驚きと不可解さが入り交じった表情で降下してくる飛空艇を見上げている。もしかすると青く塗った飛空艇の下部が青空に紛まぎれて見失ったのかもしれない。

「風の刃やいば！」

　ユウキの手元から一陣じんの風が疾はしり、こちらを見上げている敵戦闘員を斬り倒した。

　すぐにユウキは飛空艇を上昇させる。低いところに留とどまっていると、別の誰だれかに見つかる虞おそれがあるのだ。

　高度が十ヤルド以上に達したところで、ユウキは飛空艇の上昇を止めた。

　改めて甲板を見下ろすと、乱戦は終息に向かいつつあった。

「この船は味方がほぼ制圧したようだ。次の船へ行こう、ユウキ。向こうでも斬り合いが始まっているよ」

「そうね。そうしよう」

　ユウキは少し離れたところにいるエゥラニア船へと飛空艇を向け、滑すべるような水平移動を始めた。
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　手持ちの銛もりをすべて使い切っていたハンネゥイは、途中から鑿のみによる破壊工作に切り替えていた。

　舵板を削り、穴を穿うがつ。

　中型船の場合は、舵板を削るのではなく、舵の支柱を削った。

　細くなった支柱は面おも舵かじや取とり舵かじをいっぱいに切ったときの水圧に耐えられず、ぽっきりと折れた。

　そうなれば、その船は舵による進路変更がまったくできないことになる。右舷げんか左舷、どちらかの漕こぎ手だけが櫂かいを漕げば多少は進路を変えられるが、急速回頭など望むべくもない。そんな状態でレンスール船に襲いかかられれば、まともな回避運動ができないまま、相手に舳へ先さきをぶつけられるだけだった。そうして二隻せき、三隻に接せつ舷げんされ、乗り込んできた戦闘員に白はく兵へい戦せんを挑まれれば抵抗のしようがなかった。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、あっという間に甲板上を制圧され、船内にも突入され、船長は降伏を告げることしかできなかった。

　戦いを続けているエゥラニア船は減り続け、逆に降伏を示す白旗を掲げる船が増え続けていった。
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　こうしてエゥラニア沖海戦は決着した。

　レンスール船団の損害は軽微で、沈んだ船はもちろん、敵に制圧された船もなかった。

　一方のエゥラニア船団側は沈められた船こそ少なかったが、大半が制圧され鹵ろ獲かくされた。エゥラニアの港へ逃げ込めたのは、ほんの数隻だった。

　ジュダンドット海かい賊ぞく団の五隻は、すべてが海の藻も屑くずとなっていた。

　エゥラニアの沖合で繰り広げられた海戦は、レンスール船団の完勝で終わったのである。

　逃げ込んだ水軍船によって悲報がエゥラニアの街にもたらされると、街の首脳陣じんは絶望の淵ふちに叩き落とされた。城壁の守備力がほぼ潰ついえている状況を打開する唯一の道が海戦での勝利だったのだ。これ以上の抵抗は、物理的にも心理的にも無理。

　そう判断した首脳陣は、ナーガとの開城交渉の席に着くしかなかった。





　11






　開城交渉の過程では紆う余よ曲きよく折せつもあった。



















　何しろ相手はレンスールと魔女の連合軍なのだ。開城すれば魔女が街に乗り込んでくるかもしれない。それを恐れた首脳陣じんは様々な条件を持ち出してきて粘った。

　しかしナーガに、

「なら、強攻して街を陥おとし、城門を破壊して正面から入城するぜ？　その場合、そちらに何人の死傷者が出るかわからないし、こちらには死傷者を抑えるつもりもないぞ」

　と凄すごまれ、最終的に降伏開城を受うけ容いれるしか道はなかった。




　斯かくしてエゥラニアの街はレンスールの街の軍門に降くだった。

　レンスールの実質的な指導者である五ご会かい頭とうは、開戦前の約束どおり、エゥラニアの街をナーガと魔女たちに預けると言ってくれた。

　ここにおいて、ナーガと魔女たちの戦い──魔女と人とが共に暮らせる世界を創つくるための戦い──は新しい局面に入ったのである。
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　レンスールの街の兵と共に、ハリガンやアイスたちを従えてエゥラニアの街に入城したナーガは、改めて街の首脳陣じんと会談の席を設けるつもりだった。そこで街を治めるための施し政せい方針を開かい陳ちんするのだ。

　すでに開城交渉のとき、「レンスールの街と魔女軍が共同で統治する」ことを認めさせてはいるが、実際に街を治めるのは魔女たちであることまでは告げていない。だからナーガは、当初はあくまで共同統治という体ていを装うことにした。

　具体的には、自分を正式にレンスールの街の軍師として任命してもらい、レンスール軍と魔女軍を率ひきいて街に君臨するという形を取ろうとした。双方の軍師であるから、双方の部隊を同時に率いていてもおかしくはない。実際、エゥラニア攻めではナーガが魔女軍とレンスールの陸上部隊を率いていたのだし、海戦に臨のぞんだ船団は彼の作戦に従って行動したのだ。

　開戦前に予あらかじめ打診した範囲では、レンスール側に異存はなさそうだった。

　ロザリアなど、

「正式に軍師になったんだから、これからもレンスールの街のために働いてもらえるってことよね」

　と歓かん迎げいの姿勢を見せていた。

　他の五ご会かい頭とうたちも多かれ少なかれ、ロザリアと同じような考えのようだ。

　ナーガがレンスールの街の兵と魔女軍とを率いて街に乗り込めば、形式上はともかく、実質的にはエゥラニアは魔女軍が統治することになる。この辺り、サント・ゼッファの街を半ば騙だましてまんまとヴィータ以下の魔女を送り込んだのと同じ手法だ。

「この形なら街の住人からあからさまな反感を買うことなく、俺おれたちがエゥラニアを治めることができるわけだ。俺たちというか、おまえたちハインドラ一族が、だな」

　そう言って、ナーガはハリガンやアイスに笑いかけたのだった。

「あくどいですね、ナーガさん」

　とアイスが感心した顔で言う。

「あ、勘違いしないでください。今の『あくどい』というのは褒ほめ言葉です」

「いや、褒めるんだったら、もう少し違った言い方があるだろ」

　とナーガは不服そうな顔である。

「それに、こんなの、政略的な結婚とか政略的な養子縁組なんかに比べたら、まだ可愛いものだろうが」

「はぁ。そういうものなのですか？」

　アイスはよくわからないといった顔で首を傾かしげるが、レラは鼻息も荒く身を乗り出し、ふんふんと頷うなずいた。

「そこのところもう少し詳しくお願いしま、す」

「いや、それはまた今度な。今はやらなきゃいけないことが山積みだしな」

「それはまぁそうかもしれません、が」

　思いきり不服そうな顔で不ふ承しよう不ぶ承しよう頷くレラである。

「とりあえず五ご会かい頭とうを迎える準備をしておかないとな。連中、商売敵がたきであるエゥラニアが降伏したってんで、五人揃そろってすっ飛んでくるらしいぞ」

　ナーガがそう言って笑うと、ハリガンが、うむ、と頷いた。

「奴やつら、よほど嬉うれしかったとみえるな」

「今まで、この街と海かい賊ぞくどもにずっと煮え湯を飲まされてきたってことだな。そのエゥラニアを陥おとすのに俺おれたちは大いに貢こう献けんしたんだ。こちらの言い分を五会頭が拒絶することはないだろう」

「だといいな」

　とハリガンが応えると。

「暢気のんきなこと言ってるなよ、ハリガン。ここを治めるのはおまえなんだぞ」

「う……いや、わかっているが」

「上う手まいこと街を治めて。上手いこと街の住人を手て懐なずけて。そうしてここを俺たちの本拠地にするんだ。頼んだぜ、おい」

「ま……まぁ、できるだけのことはやるよ」

「頑張ってくださいね、姉あね様さま」

「おまえも他ひ人と事ごとみたいに言ってるな、アイス！」

「え？」

「ハリガンの統治を手伝うのはおまえの役目だろ」

「あ、え～と……そうなんですか？」

「そうなんだよ！　というか。他に誰だれがいるんだ!?」

「そ、そうですね。頑張ります」

「二人とも頑張ってくださ、い」

　レラが素っ気ない口調でそう言うと。

「おい、こら」

「は、い？」

「おまえも他人事みたいに言ってるんじゃない、レラ」

　レラが、ん？　と首を傾げる。

「おまえもアイスと共にハリガンの統治を助ける組だろ」

「そうなんで、すか？」

「そうだよ！　条文や命令書の作成に議事録の作成、それに触れ書きの作成とか、おまえ以外の誰だれがやるんだ!?」

「そう言われる、と」

「いいか？　間違ってもケイに任せるなよ？　とたんに統治が瓦が解かいするからな？」

　ハリガンが、ぷっ、と笑った。

「今ごろケイの奴やつ、派手にくしゃみをしているだろうな」

　すると、レラが少し不満そうな顔で言った。

「姉あね様さまもアイスもわたしもそんな愚おろかしい真ま似ねはしませ、ん」

「わかってるよ。今のはただの冗談だ。だが、おまえがいろんな文書を作ってくれないと、統治が上う手まく回らないのは本当だぜ？」

　レラは思わぬ大役に身が引き締まる思いがした。

　この街の統治が上手く行くかどうか。

　それが自分たちの、延ひいては魔女全体の未来に関わってくるのだ。

「が……頑張りま、す」

「ま、その辺りの詳しい話は、みんなも集めて、また改めてしよう。もうじき五ご会かい頭とう様がご到着するんだ、お出迎えの準備をしておかないとな」
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　長年の商売敵がたきであるエゥラニアの街が自分たちに膝を屈したとあって、五人は上機嫌で上陸してきた。

　まずは盛大な茶会が催もよおされることになったが、そこには五会頭だけでなく、エゥラニアの街の首脳の何人かも呼ばれていた。

　ナーガはその茶会で、魔女たちに踊りを披露させた。

　踊りを披露したのは、以前、レンスールの街に旅芸人一座として入って、実際に観客の前で踊った経験のある魔女たちで、アイス、レラ、クゥ、イクシーヌ、ノノエル、アルルカンなどである。もちろん、踊り子の主力だったハリガンも踊ることになった。

　踊りを披露する魔女たちが、いかがわしい酒場の踊り子も斯かくやという極小極薄の衣装を身に着けて茶会の席が設しつらえられた政庁舎の中庭に勢せい揃ぞろいした。

「またこの衣装で踊るの～？」

　と不満そうな顔を隠さない者──具体的にはケイだ──もいたが、ハリガンやアイスが率そつ先せんして踊ると言ったので、あからさまに文句を言う魔女はいなかった。

　居並んだ魔女たちを見て、エゥラニアの街の首脳陣じんは仰天し、腰を抜かしそうになる。

　それはそうだろう。全員が半裸──というか四分の三裸ら──の出いで立たちなのだ。おまけに若くて美人で魅力的な肢し体たいを持ち、優しげな笑顔を見せている。伝え聞く魔女の姿形とはかけ離れているのだから、驚かないほうがおかしい。

「よし、始めてくれ」

　というナーガの合図で、エゥラニアの街で集められた楽がく人じんたちが、持ち寄った楽器で演奏を始めた。

　流れる音楽に乗って、魔女たちが踊り出す。

「ひゃっは──っ」

　一人だけ、踊りというより体操のように宙返りしたり飛び跳ねたりしている者がいるが──具体的にはケイだ──それはそれで受けていた。

　そんな魔女たちを指さしながら、ナーガは、あれが誰だれ、これが誰と、エゥラニアの首脳たちに魔女を紹介していく。

（魔女なんかを紹介されても困る）

　と思いつつ、魔女の踊りから目が離せない首脳たちではあった。

「あれが俺おれの副官で、この街の統治の現場責任者だ」

　ナーガにそう紹介され、街の首脳たちはその魔女に視線を集中させた。

　ひときわ背が高く、ひときわ胸が大きく、ひときわ髪の豊かな魔女。












「あいつの名はハリガン・ハリウェイ・ハインドラ。ここにいるハインドラ一族の族長で、黒い森にいる魔女の中でも有力な一族を率ひきいる女だ」

　ハリガンが踊る度に豊かな紺こん碧ぺきの髪と豊かな胸が揺れ動く。

「あれが？」

「魔女の族長!?」

　首脳たちは驚きと意外性に目を見開いてハリガンに見入った。

　そんな彼らの様子を見て、ナーガはほくそ笑んだ。

　魔女の踊りを見せて街の首脳の度ど肝ぎもを抜き。

　魔女の魅力的な肢し体たいを見せつけて魅み惑わくして。

　気安く気軽に踊る魔女を見せて安心感を与え。

　言われているほど魔女も恐こわくはないのではと思わせる。

　魔女に踊りを踊らせたのには、そんなナーガの思惑が込められていた。

　その後、踊り終わった魔女たちは、ナーガや五ご会かい頭とうから改めてエゥラニアの首脳に紹介された。

　紹介が終わると、魔女たちは極小極薄の衣装のまま首脳のあいだを歩き、優しげな笑顔でお茶を注ついで回った。

　初めのうちはみな腰が引けていた。中には逃げ出しそうになる者もいた。けれど茶会が終わる頃には、お茶のお代わりを魔女から注いでもらうこともできるようになっていた。とりあえず魔女の顔見せを行い、魔女の存在に慣らすというナーガの目的は果たされたと言っていいだろう。

「さて、いよいよ五会頭との会談だな」

　茶会が終わると、ナーガは街の政庁舎に幾つかある評ひよう定じようの間まの一室に五人を招き入れ、魔女の代表と共に五会頭と向き合った。
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　この会議の出席者は以下のとおりだった。

　魔女側からは、ナーガ、ハリガン、アイス、レラ、イクシーヌ、エスピエーネ、ハンネゥイの七名である。

　エスピエーネとハンネゥイはエゥラニア沖海戦の最大の功労者ということで、五会頭のほうから是非にという指名があったため、席に着いている。ハインドラ一族の中ではアイスに次ぐ序列のランジュは魔女国の国都に居残って留守を守っているため、ここにはいなかった。

　一方、レンスールの街の側からは、五会頭──カッシゥス、サレンジャス、ロザリア、ヴィットーリオ、コロネル──と共に、五ご会かい頭とうの世話役というか秘書役のエメネイミルという女性、レンスールの街からエゥラニアの街に駐在官として送り込まれるミュラゥという男、それにエゥラニアに駐留することになる一千を率ひきいる部隊長に任命されたビットマイアという武将が顔を出していた。

　合わせて十五名が、大きな方ほう卓たくを挟んで椅子に座っている。

　目の前に座った魔女たちに視線を走らせた老体のサレンジャスが、がっかりとした顔になった。

「なんじゃ、もう着替えてしまったのか。さっき踊りを踊ったときの衣装で来てくれればよかったのに」

　すると巨きよ漢かんのヴィットーリオが、まったくだと頷うなずいた。

「それを楽しみに出席したのにな」

「いやいや、いま魔女たちが着てる衣装だって踊りの衣装とあまり違わないじゃないか」

　横からそうツッコんだのは痩そう身しんのコロネルだ。

　そのコロネルに向かってサレンジャスは、ちっちっちっ、と指を左右に振ってみせる。

「そうではないのじゃよ。おぬしにはわからんのか、コロネルよ？　いま着ている衣装を半裸と表現するなら、踊りの衣装は四分の三裸らじゃ。その違いは大きいぞ」

「サレンジャス殿の言うとおりだ」

　うんうんと頷き合っているサレンジャスとヴィットーリオに対して、ロザリアが蔑さげすんだ目を向け、吐はき捨てるように言った。

「このすけべ腐れ外げ道どうが」

　するとナーガが、まぁまぁ、とロザリアを抑えにかかった。

「ロザリアもそう目くじら立てるなよ。魔女たち自身が好きで着ているんだから俺おれたちがとやかく言っても始まらないだろう？」

「それはそうだろうけど」

「はい、ナーガさん、その本音は？」

　とアイスから合いの手が入った。

「せっかく薄着でいてくれるのに、着込まれたら楽しくないだろ」

　ハリガンが呆あきれ気ぎ味みの顔でツッコんだ。

「此こ奴やつめ、堂々と開き直りおって」

「いいんだよ。これから人間界に進出するとき、おまえたちのその薄着は武器になるんだ。さっきも見ただろ。エゥラニアの街の首脳どもがおまえたちの踊りに見とれていたのを。踊りというより、おまえたちの肢し体たいに、だな。教会なんかはおまえたちのことを淫いん猥わいだの淫乱だのと非難するだろうが、真っ当な心を持った男なら、そうは考えないだろう。この場合の真っ当な心というのは、男なら当然持っているすけべ心のことだ」

　サレンジャスとヴィットーリオが拍手し、ハリガンが大きく仰のけ反ぞった。

「なんという開き直り！　なんという自己弁護！」

「まぁまぁ、いいではありませんか、姉あね様さま」

　とアイスが割って入る。

「どうせわたしたちは以前からこの恰かつ好こうだったのです。この恰好がわたしたちの未来に役立つのなら、堂々とこの恰好で人の前に立ちましょう。人の視線に耐えましょう」

「アイス、おまえ……」

　ハリガンが小さく頭かぶりを振った。

「やれやれ、おまえの言うとおりだな。吾われらは自分たちの未来を切り拓ひらくため、命懸がけで起たち上あがったのだ。好奇の視線を向けられたくらいで文句を言っている場合ではないな」

「というわけで、族長殿のお許しも出た。サレンジャスもヴィットーリオも、じっくりと鑑賞してくれていいんだぜ」

「承知した」

「承知するな！」

　ハリガンが、びし！　とサレンジャスとヴィットーリオを指さした。

「鑑賞していいとは一言も言っておらんぞ！」

　するとナーガが。

「と言ってもなぁ。その恰好で人前に立てば、真っ当な心を持っている男には鑑賞されるからな。今のうちから慣れておいてもらわないと」

「おい、アイス、いいのか、こんなことを言わせておいて」

「え？　べつにいいのではありませんか？　他の皆みんなだってそんなに気にしていませんし。ねえ、レラ？」

「え？　えぇと見知らぬ人間に鑑賞されるのはあまりいい気分ではありません、が。ナーガさんに鑑賞されるのは歓かん迎げいで……なんでもありませ、ん」

　すぐにイクシーヌが食いついた。

「え？　レラ、今なんて？　なんて言ったの!?」

「なんでもありませ、ん。何も言ってませ、ん」

　エスピエーネも食いついてきた。

「そうか、わかったよ、レラ。僕も一緒にナーガさんに鑑賞されてあげるよ。鑑賞されて観賞されて干渉されよう。そうすれば完勝だよ」

「意味不明です、がっっ！」

「まぁぁ、駄目よ、レラもエーネも。二人だけでナーガさんに鑑賞されたいだなんて言っては。されるなら、みんなで仲良く。ね？」

「ね？　じゃないです、が！　そんなこと一言も言ってないです、が！」

「そうだそうだ、ナーガさんに全裸を鑑賞してもらうとか、二人とも狡ずるいぞ！」

「イクシーがおかしなことを言い始めました、がっ！」

「え？　だってエーネはマンテラ捲めくれば全裸じゃん。鑑賞されるって、そういうことなんでしょ？」

「全然そういうことではありません、がっっ！」

「ですからナーガさんの前で裸になるのなら、みんなで仲良く一緒に。ね？」

「アイスまでおかしなことを言い出してますがっ！　そういうことでは全然まったくもありませんのでご心配な、くっっ！」

　評ひよう定じようの間まは、これから大事な会議が始まるのが信じられないほど騒々しくなり。

「なんなの、この茶番劇」

　蚊か帳やの外のハンネゥイが呆あきれた顔で首を捻ひねっていた。

「はっははは、ナーガ殿は魔女の皆さんにおモテになりますなぁ」

　とカッシゥスが大きな声で笑い、皆ははっと我に返る。

「どうだ、羨うらやましいだろう？」

　とナーガが胸を張り、カッシゥスは苦笑を交えつつ、ええ、と頷うなずいた。

「こんな若くて綺き麗れいで魅力的な魔女の皆さんから慕われているナーガ殿が、まことに羨ましいですな」

「といっても、こいつら、容よう赦しやないときは本当に容赦ないんだけどな。とくにアイスとかアイスとかアイスとか」

「はい？　わたし、何かナーガさんにしましたか？」

「何かじゃねえよ。おまえにはいつも酷ひどい目に遭わされてる気がするんだが？」

　皮肉たっぷりにナーガがそう言うと、アイスがきっぱりと否定してきた。

「ナーガさんの気のせいです」

「こ、こいつは……」

　ナーガは頭を引き、ジト目になってアイスを見やっていたが、やがて頭かぶりを振って諦めの口調で言った。

「まぁ、それはいい。それよりだいぶ話が脇道へ逸それてしまった。そろそろ本題に戻ろう。戻るというか、本題を始めよう」

　カッシゥス以下、五ご会かい頭とうが真面目な顔で頷いた。

「こちらに異存はありませんぞ」
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　まずナーガは、レンスール側の八人に対して街の占領統治をどのように進めていくつもりなのかを説明した。

「……というわけで、前にも言ったように、俺おれにレンスール軍の軍師という肩書きをもらいたい。それで形式的に、レンスールの街と魔女国の共同統治という形になる。実質的には魔女が治めることになるんだが、いきなり魔女が統治者だと言えば、街の住民の反発がキツいだろうからな」

　五ご会かい頭とうは互いに顔を見合わせたが、ナーガの要よう請せいに対しては予あらかじめ検討して答えを出していたと見え、代表してカッシゥスが答えてきた。

「軍師の肩書きくらい、かまいませんが」

「当面、あんたたちが用意してくれた一千は、ここに駐留してもらう。さすがに魔女だけでは街の治安を維持するのが難しいからな」

「それもかまいませんが」

　と言うカッシゥスの顔に少し不安の色が浮かんでいるのを見て、すかさずナーガが言い添える。

「駐留の費用はこちらが負担する。心配するな」

「それはありがたい話ですが、わたくしが心配しているのは費用のことではありません」

「ん？　じゃあ、なんだ？」

「占領統治を進めるのに一千で足りますか？　という点です。世間の魔女に対する反発、嫌悪を考えれば、もっと駐留する兵の数を増やしたほうがいいのではありませんか？」

　そんなカッシゥスの指摘に、ナーガは、いや、と首を横に振る。

「一千で問題ない。エゥラニアの兵はすべて武装解除したんだ。だいいち街の守備兵は、魔女の強さを嫌と言うほど思い知ったし、その身に刻み込んだんだ。徒と手しゆ空くう拳けんで起たち上あがって魔女と戦おうなんて考える奴やつは誰だれもいないだろうよ」

「そう言われるとそうかもしれませんが」

　カッシゥスはまだ不安そうな顔だが、ナーガは意に介さず話を続ける。

「その一千にしても、いつまでもってわけじゃない。当面は千人態勢で臨のぞむが、街の統治が上う手まく回り出せば、兵数は減らしていこうと思っている」

　という自信満々のナーガの言葉に、五会頭が驚きの顔になる。

「駐留部隊の兵数を減らしたりすれば、街の治安維持だけでなく、防衛にも不安が出ると思いますが？」

「もちろん減らすだけじゃない。減らした分は街の中から補充する。具体的には、武装解除した街の兵士の中から希望者を募つのるって形だな。補充するだけじゃなく、二千とか三千規模まで増やそうと思っている」

「なるほど。しかし、それはそれで別の不安が出ますな。街の中から徴ちよう募ぼした兵を武装させれば、いつ叛はん旗きを翻ひるがえすかわかったものではありませんぞ」

「だから統治が上う手まく回れば、だよ。住民が俺おれたち、というか、魔女の統治に満足すれば、叛はん旗きを翻ひるがえそうなどとは思わないだろ？」

「理屈ではそうかもしれませんが」

　そう言ってカッシゥスが低く唸うなると。

「統治を上手く回すって、具体的にどうするつもりなの？」

　とロザリアが訊きいてきた。

「まずは租税免除だな。街の住民には、向こう一年間くらいは租税免除を言い渡そうかと思っている」

　そうナーガが答えると、カッシゥスは小さなため息を吐ついた。

「以前もそのような話をされていましたが……本気だったのですな」

「俺はいつでもどこでも本気だぜ？」

「ですが、それで街の財政が保もちますかな。というより、一千の部隊の駐留費すら出ないのではありませんか？」

「その間かんは、魔女たちが黒い森の産物をせっせと売って稼ぐさ。心配するな」

「しかし……」

　カッシゥス以下の五人は不安そうな顔でナーガを見つめている。

　彼らは商人だから、損して得取れという考え方はわかる。

（けれどこれは損をしすぎではないか？　本当に将来の得になるのか？）

　そんな思いが拭ぬぐえない。

　やや厳しい顔になったカッシゥスが徐おもむろに口を開いた。

「我々も兵や船を用意するのに大たい枚まいを叩はたいておりますからな。せっかく占領したエゥラニアを失いたくはないのです。それでは元が取れなくなる」

「俺たちだって、せっかく確保した新しい地盤を、いや本拠地を、むざむざと失いたくはないさ。占領統治は慎重にやる。軍事の面でも財政の面でも、無理、無む茶ちやはしない」

「しかし、この街の財政を黒い森で採れる物を売るくらいで賄まかなえますかな？」

「それだけとは言わないさ」

「では、どうするおつもりです？」

「街の産業を興おこし、商人の往来を頻ひん繁ぱんにし、市いちを立て、物品の売り上げを増やし、そこから売り上げ税を集める」

「それは……言うは易やすく行うは難かたし、ですぞ」

「わかってる。具体策として、まずは通行税を取っ払うつもりだ」

「なんですと!?　通行税まで！」

　カッシゥスだけでなく、他の四人も目を見開いて驚いている。

「売上税も、これまでよりは安くする。荷揚げする際に関税がかけられているようだが、それも極力、低く抑える」

「それでは徴収する税の総額が激減しますぞ。街の運営が成り立たなくなるのではありませんかな」

「一時的には減るかもしれないが、中長期的に見れば増えていく。人が集まれば街は潤うるおう。街が豊かになれば、さらに人が集まる。そういう好循じゆん環かんを生み出せば、最初の赤字くらいすぐに取り返せる」

　そこで言葉を切ったナーガは、にやりと笑った。

「レンスールの街に関しちゃ、荷揚げ税も通行税も撤てつ廃ぱいするぜ？　何しろ共同統治国なんだからな」

「それも我々にとってはありがたい話ですが」

「ここに商館を開けば、大陸の諸都市と商売し放題じゃないか。どうだ？　エゥラニアを攻めるための投資分くらい、すぐに回収できるんじゃないか？」

「やれやれ、ナーガ殿には敵かないませんな」

　と言ってカッシゥスは苦笑いを浮かべたが、すぐに笑みを消して真面目な顔に戻った。

「あなたは軍事的な才能があるだけでなく、商才もおありになる。その若さでそれだけの知識を、いったいどこで手に入れたのですか」

「さてな。俺おれは俺のいた世界のことを忘れているからなんとも言えないんだが、もしかすると向こうの世界ですでに経験していることなのかもしれないな」

　というナーガの言葉は正確ではない。

　たしかにナーガ（織お田だ信長）の生まれた織田家は、尾お張わり一国を支配する以前から津つ島しまの港を支配していて、傍流ではあってもそうとう裕福な家だったが、その理由は信長の父、織田信のぶ秀ひでの施策にあった。

　信秀は商業の重要性を理解していたからこそ、津島の港を支配下に置いたのである。

　信長は若い頃から津島の繁栄を間近で見ていたはずで、領主の息子として商業の大事さには早いうちから気づいていたと思われる。

「記憶はなくても商業の重要性はわかっている。あんたたちを蔑ないがしろにはしないし、あんたたちに損もさせない。そこは任せてくれ」

　というナーガの言葉は、五ご会かい頭とうたちの耳に心強く響いたに違いない。

　商人という存在は蔑ろにされやすいものだ。不作になって食糧が不足したからと売価を上げようとすると、暴利を貪むさぼっていると非難される。商人からすれば、需要と供給の法則に則のつとっただけなのに。だから商人は、他人の視線に敏感だった。

　その彼らが、ナーガは商人の味方だと確信した。彼と結んでいれば商売繁盛は間違いはないと確信した。であれば、少しくらいの先行投資は厭いとわないと、そうも思った。

「ナーガ殿がそうまで言うのでしたら、ここはあなたに任せるほかありますまい。皆も、それでよろしいですかな？」

　というカッシゥスの問いに、ロザリオ、ヴィットーリオ、サレンジャス、コロネルの四人は大きく頷うなずいた。

「では、エゥラニアの街の占領統治はナーガ殿にお任せするとして」

　カッシゥスは方ほう卓たくを挟んで座っているナーガと魔女たちを見回して言った。

「それ以外のところでの今後の方針をお聞かせください」

「ああ、俺おれもそれを話そうと思っていたところだ」

　そう応えてナーガは、右隣に座るアイスのさらにその隣に座っているレラに声をかけた。

「レラ、例の地図を広げてくれるか」

「わかりまし、た」

　足下の物入れから羊よう皮ひ紙し製の地図を引っ張り出したレラは、まずそれを広げ、方卓の上に載のせてから四よ隅すみに重しを置いた。

「おおまかだが、この世界の地図だ。これで間違っていないな？」

　とナーガは目の前に座るカッシゥスに確認を求める。

「そうですな。だいたいこれで合っていると思いますぞ」

「では、これを見ながら話を進めていこう」

　まずナーガは、地図上の一点に向けて指を伸ばした。
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「次にやるべきことはカサンドラ王国と魔女国による西さい果はての半島の統一だ。いや、統一というのは言いすぎかな。半島を支配下に置く……くらいがいいか」

　そう言って顔を上げたナーガは、五ご会かい頭とうたちの顔を正面から見み据すえる。

「旧教会と新教会が争っている今が絶好の機会。この機を逃さず、俺は半島を手に入れるために動こうと思う。正確には、俺と魔女たちは、だが」

「ですが、ハリガン殿たちには、このエゥラニアを統治するという大事な役目が……」

　と言いかけたカッシゥスを、ナーガは手を挙げて遮さえぎった。

「ハリガンたちは動かさない。今はこの街の統治に専念してもらいたいからな」

「ということは？」

「ヴィータのところ、スレイマーヤ一族にやってもらう。それとナムジャの一党、ナナトゥール一族だっけか、連中にも働いてもらおう」

「そうだ、聞きそびれていたが」

　とハリガンが口を挟んできた。

「アストゥロのところとエンスーヤのところは、どうする？」

「エンスーヤには、基本的にハリガン、おまえを手伝う方向で動いてもらう。アストゥロに関しては半島での作戦に加わってもらおうと思っている。詳しい分担などは、また改めて話すとしよう」

「承知した」

　ハリガンが手を挙げて了解の意を示すと、ナーガはカッシゥスに向き直る。

「ヴィータは信頼の置ける族長だが、すべてをあいつに任せるわけにもいかないからな。カサンドラ王国と魔女国が半島を支配するための作戦は、俺おれが出で張ばっていって指し揮きを執とるつもりでいる」

「あなたが乗り出してくださるなら、これほど心強いことはありませんが。ですが、そうなるとエゥラニアの街の統治は魔女の皆さんだけで行うことになりますが」

　カッシゥスは、ちらっとハリガンやアイスに視線を向けたが、すぐに視線を戻してナーガに言った。

「大丈夫でしょうか？」

「ま、なんとかなるだろうよ。とはいえ、人の街を治めるのは初めての体験だ。予定外のことが起きて痛い目を見ることがあるかもしれない」

　唐突にエスピエーネが、おお、と声を上げた。

「初はつ体たい験けんで痛い目……大変だね、アイスも姉あね様さまも」

「……は？」

「……はい？」

「どうせなら気持ちのいい初体験をしたいものだね。初体験で上う手まいこと成功したいものだね。初体験で性交を経験して成功を体感して気持ちよくなりたいものだね」

　ハリガンが、びし！　とエスピエーネを指さして怒鳴った。

「誰だれかエーネのつまらない下ネタ冗じよう句くを止やめさせろ！」

「いやぁ、無理でしょ」

　とイクシーヌが応じた。

「下ネタ冗句が服を着ないで歩いているような魔女なんだもの。エーネから下ネタ冗句を取り上げたら、生きている価値がなくなってしまうじゃない？」

　エスピエーネがジト目になってイクシーヌを見やった。

「イクシー、君もたいがい酷ひどいね」

「アイス」

　ナーガが冷ややかな声を上げた。

「あ、はい、ナーガさん」

「これ以上エスピエーネが話をおかしな方向にねじ曲げるようなら、思いきり尻を叩いて折せつ檻かんしてやれ」

　にっこりと笑ったアイスが右腕を持ち上げ、ぶるんぶるんと振り回す。

「ナーガさんのお許しも出たことだし、エーネを折せつ檻かんしちゃおうかしら」

　アイスはにこやかな笑顔のままエスピエーネに訊きいてきた。

「お尻を叩かれる回数の希望くらいは聞いてあげるわよ、エーネ？　何回がいいかしら？　千回？　一万回？」

　エスピエーネが、ひぃぃ、と小さな悲鳴を上げた。

「ななな、何を言っているのかな、アイスは。というか、そもそも回数がおかしいよね。お尻叩きって、ふつう十回、二十回とかでしょ。どんなに酷ひどくても百回でしょ。アイスに一万回もお尻を叩かれたら、僕のお尻は破裂してしまうよ。爆裂してしまうよ。炸さく裂れつしてしまうよ」

「だったら、大事な話の途中で茶ちや々ちやを入れないようにね？　わかった？」

　エスピエーネは、かくかくと小刻みに首を縦に振って了解の意を示した。

「わかった。わかりまくった。わかり捲めくった。わかり巡めぐった。もう茶々も入れなければ、お茶も淹いれない」

「エーネも反省したみたいですし、ナーガさん、続きをどうぞ」

（相変わらず恐こわい女だな、アイスは。にこやかな笑顔で人を恐がらせるなんて芸当ができる奴やつ、そうはいないぞ）

「はい？　ナーガさん、何か？」

「いや？　全然まったく何も言ってないぞ？」

　ナーガはことさら真面目な顔を作ってカッシゥスに向き直った。

　そのカッシゥスは笑いを抑えるのに苦労している。

「話を戻すがな。ある程度ここが落ち着いたら、あとのことはハリガンやアイスに任せて俺おれは半島へ戻り、ヴィータやカサンドラ王国と協力して半島の制圧作戦を進めようと思っている。すでに都市国家を一つ味方に引っ張り込んだようだし、向こうは大がかりな軍事作戦を実行しなくてもなんとかなるんじゃないか？」

　というナーガの予想は外れるのだが、この時点では彼も、大規模な軍事作戦を行わなくても半島を支配圏けんに入れられるのではないかと期待していた。それは五ご会かい頭とうにしても望ましい話なので、カッシゥスも大きく頷うなずいて言った。

「戦いくさをせずに済むのでしたら、わたくしどもとしては願ったり叶かなったりですな」

「ってことで、ハリガン」

「なんだ、ナーガ？」

「まずはユウキを魔女国の国都まで飛ばしてくれないか。あいつが海を渡れることはもう確かめてあるんだから、とりあえず海を渡り、レンスールの街の魔女国の商館に寄って、一休みしたら魔女国まで飛ぶと、そんな具合だな」

「それはいいが、ユウキには何をさせるのだ？」

「連絡だ。ヴィータたちやカサンドラ王国軍がどういう状況なのかを把握するのと同時に、こちらの状況を詳細に伝えてもらう。その間かんに俺おれは、海を渡ってレンスールの街の商館に入る。そこで馬を用意して魔女国の国都まで駆ける。そこから先は、そのときの状況次第ってことになるだろう」

「わかった。で？　おぬしには誰だれを付ける？」

「騎乗が得意なイクシーヌ辺りか？　あと一人か二人」

　レラが何か言いたそうにしたが、ナーガは彼女の機先を制した。

「レラは駄目だぞ。前にも言ったが、この街を治める上で、おまえの力は必要不可欠だ」

　レラはまだ何か言いたそうにナーガを見ていたが、やがて悄しよう然ぜんと肩を落とした。

「承知していま、す」

　するとアイスが、あらあらまぁまぁ、と素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「レラったら、ナーガさんと別れるのがそんなに寂しいの？」

「べっべつに寂しくはありません、が」

「寂しくて夜も眠れないようなら、わたしのところに来るといいわ。優しく慰なぐさめてあげるから♡」

「い、り、ま、せ、ん！」

「あと、イクシーがナーガさんと一緒に行動することになりそうだけど、焼きパンを焼いたら駄目よ？」

（焼きパンを焼く……って、ああ、焼やき餅もちな。こいつが焼き餅とか想像できないがな）

　ナーガは素知らぬ顔でレラに視線を走らせた。

「焼、き、ま、せ、ん！」

　レラは恐ろしい形ぎよう相そうでアイスを睨にらみつけている。

「アイスこそ、仕事をさぼったら焼き殺しますよ？」

「いやだ、レラが凄すごく恐こわいんですけど～」

「おい、アイス」

「はい？　なんですか、姉あね様さま？」

「レラで遊ぶのも大概にしておけ」

「え～。べつに遊んではいないですよ？」

「ことさら煽あおるような真ま似ねは止やめろと言っている」

　ハリガンがアイスを睨ねめつける。

　向こうではレラがアイスを睨んでいる。

　左右から睨み攻撃を受け、アイスも居心地が悪そうに身を捩よじった。

「わかりました。もう遊びません」

「結局、遊んでいたのではないかっ！」

「結局、遊ばれていたのです、かっ!?」

「え？　なんのことですか？」

　アイスはにっこりとんでしらを切った。

「こいつはもう」

「腹黒アイ、ス」

　ハリガンとレラは、ため息を吐ついて首を振った。

（くくっ。こいつが焼やき餅もちを焼いてくれてるなら、それはそれで楽しいがな）

　内心で密ひそかに笑ったナーガは、しかし真面目な顔を崩さずにハリガンに言った。

「イクシーヌと、そうだな、ケイかクゥでも付けてもらうとするか」

　ナーガがそう言うと、レラが僅わずかに眉まゆを顰ひそめたのにアイスが気づいた。

（最近のレラは、以前よりだいぶわかり易やすくなってきたわね）

　それはいいことだと思うアイスだった。

「そうか。わかった」

　とハリガンが了解の意を示す。

「まずはユウキを飛ばしてくれ。俺おれは半島へ戻る支度をするが、その前にこの街の統治をしっかりと固めておかないとな。明日にも街の首脳を改めて呼んで租税の免除などを言い渡しておくとしよう」

「うむ、任せた」

「おいおい、任せるなよ。それを言い渡すのは、ハリガン、おまえの役目だ」

　ハリガンは驚きに目を見開いた。

「わ、吾われが言うのか!?」

「おまえが統治の責任者なんだよ。おまえが言わないで誰だれが言うんだ」

「いや、ナーガ、おまえが……」

「俺が責任者ってのは、あくまで名目だ。実質的にはおまえが仕切らなきゃならないんだから、おまえが言うべきだ。だいいち俺は、もうじきこの街を離れる。そうなれば、名実ともに、おまえがこの街の支配者になるんだ」

「吾が支配者……」

「そうだ。いわばおまえは城持ち大だい名みようだ」

「だ、だいみょう？」

「あ～、つまり実質的にはおまえが城主ってことだな。おまえがここを上う手まく治めれば、魔女と人が共に暮らせる世界を創つくるという目標に大きく前進する。気張れ。頑張れ」

　ハリガンは、ごくりと唾つばを呑のみ込んだ。

「責任重大だな」

「もちろんだ。だが、大丈夫だよ。おまえなら上う手まくやれるはずだ。それに、おまえにはアイスやレラを始めとする優秀な魔女たちが従ついているんだからな」

「ええ、大丈夫ですよ、姉あね様さま。わたしたち、全力で支ささえていきますから」

　とアイスがみ。

「やりま、す」

　レラが、ぐ、と右の親指を立ててみせた。

「そうだな。やってみよう。やってやろう。吾われらの未来を切り拓ひらくためにも、このエゥラニアの街を見事に統治してやろう」

　カッシゥスも、頼みましたぞ、と声をかけてきた。

「この街が末永く我らと同盟関係を維持できるか否いなか、それが我らの商売にも大きく影響しますからな。もちろん我らも、できる限りのお手伝いをさせていただきますぞ」

　五ご会かい頭とうの残りの四人も、カッシゥスの言葉に大きく頷うなずいた。

　ハリガンは軽い目眩めまいを覚えてしまう。

（吾らは、ついこのあいだまで滅亡の危機に瀕ひんしていたのに）

　人に追われ、人に攻められ、本拠地の黒い森を守ることすら危うかった。

　それが、たった数箇月で情勢が激変した。

　カサンドラ王国軍を破り。

　カサンドラ王国と手を結んで神の旅団を討うち破り。

　レンスールの街に進出し。

　レンスールの街とも手を結んで大陸本土へと進出して。

　エゥラニアを攻めて開城させ、大陸本土に重要な拠点を確保するに至った。

（ほんの数箇月前まで吾らの未来は閉ざされていた。黒い森を守ることさえ覚おぼ束つかなかった。世界から弾はじき出されようとしていた。それがどうだ。ナーガの言葉を借りれば、吾はこの街の支配者になった。吾ら一党は人間界に確固たる足場を確保した。吾ら魔女に協力しようという人間まで現れた。閉ざされていた未来の扉が大きく開こうとしている）

　ハリガンは、これまでの人との戦いで命を落とした仲間を思いやった。

（あいつらの犠牲も決して無駄ではなかったということだ。だが、それにしても。短期間でこれほど劇的に状況が変化するとは。情勢が好転するとは）

　ハリガンは少し潤うるんだ目で、そっとナーガの横顔を覗うかがった。

（此こ奴やつと出遭ったからだ。此奴が吾らを助けてくれたからだ。龍王ナーガという名を持つ、異世界から落ちてきた不思議な男。此奴が固く閉じていた未来への扉を開けてくれたのだ）

「ん？　どうした、ハリガン？　緊張してるのか？　そんなに難しく考えることはないぞ。おまえには若い魔女たちを率ひきいて戦ってきた経験があるじゃないか。それを続けていくと思えばいいんだ」

（続けていく？　馬鹿を言うな。もはや全然違う戦いになっているではないか）

　ハリガンは笑い出しそうになるのをなんとか我慢した。

「べつに緊張しているわけではないよ。ただ、なんというか、そうだな、あまりに状況が激変したことに、少し戸惑っているのかもしれん」

「意外と繊せん細さいなんだな。そんな大きなおっぱいしてるくせに」

「意外とか言うな！　というか！　乳の大小は関係ないわ！」

　とハリガンがツッコむと、そうですよ、とアイスが続いた。

「おっぱいの小さいほうが繊細だなんて言ったら、ハインドラ一族でいちばん繊細なのがケイちゃんになってしまいますよ？　あり得ないでしょう？」

（うわぁ。ほんっとうにアイスは酷ひどいな）

　というナーガの思いは、他の魔女たちにも共通するものだった。

　ハリガンは、うほん、と咳せき払ばらいをする。

「まぁ、それはさておきだな。通達のほうは、うむ、吾われがやる。やるとして、その内容を詰めておきたいのだが」

「そうだな。このあと統治のための具体的な内容を詰めておこうか。五ご会かい頭とうの皆にも知恵を貸してもらいたいが、いいか？」

「もちろん、かまいませんとも」

「あと、レンスールの街から役人を何人か借りられると助かるな。徴税業務とか帳簿づけとか、その辺の現場作業を監督してくれる役人をな」

「そうですな。たしかにその辺りのことは、魔女の皆さんには難しいでしょう。こちらで何人か手配しておきましょう」

「よし、いったん休憩にするとしよう。そのあいだに必要な指示を出してもらって、一いつ時とき後に、改めて集合、会議を続けよう」

「承知いたしました。では、休憩の前に」

　カッシゥスが秘書官に合図すると、彼女はそそくさと立ち上がり、控え室に通じる扉を開けて中の者に声をかけた。
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　何事かとナーガたちが見ていると、やがてカッシゥス配下の者が手押し車を押して部屋に入ってきた。

「それは？」

　とナーガが訊きくと、カッシゥスが手押し車に載のっている箱を指し示して答えた。

「エゥラニア攻めで大いに働いてくださったハンネゥイ殿とエスピエーネ殿、そしてユウキ殿へ贈る我々の感謝の気持ちです」

「ほう？」

「へぇ？」

　ナーガとエスピエーネが箱に視線を据すえ、それまで蚊か帳やの外だったハンネゥイが驚きの顔をカッシゥスに向けてきた。

　秘書官は手押し車に載のった箱を持ち上げ、カッシゥスの前、卓上に置いた。

「本当ならユウキ殿にもこの場でお渡ししたかったのですが、彼女はこの会談を欠席されましたからな。ユウキ殿には、あとから改めてお渡ししようと思います」

「で、中身はなんなのかな？」

　興味津しん々しんといった顔でエスピエーネが訊きいた。

「冠、髪飾り、首飾り、耳飾り、腕輪など、貴石や金銀細工の宝ほう飾しよく品でございます」

　蓋を取ったカッシゥスが箱をずいと前に押しやると、エスピエーネやハンネゥイ、レラ、アイス、ハリガンが腰を浮かせ、上体を伸ばし、中を覗のぞき込こんだ。

　そんな彼女たちの目の前で、金や銀とそこに象眼された貴石──翡ひ翠すいや紅こう玉ぎよく、紫水晶、金剛石など──で作られた冠や腕輪や、多くの貴石や珊さん瑚ご、琥こ珀はくなどを連ねた色鮮やかな首飾りや耳飾りが天井の吊つり照明で燃える蝋ろう燭そくの炎を受けて煌きらめくのだった。

「おお、綺き麗れいだ。華麗だ。壮そう麗れいだ」

　貴石にも負けないほど目を輝かがやかせたエスピエーネがそう言うと、遠えん慮りよがちにハンネゥイがツッコんだ。

「壮麗は少し違うだろ」

「これらを身に着けると魔法の効果が著いちじるしく落ちてしまうから無用の長ちよう物ぶつであると仰おつしやるのでしたら、わたくしどもが買い取らせていただきます」

「いや、そんなことはないよね？　貴石の場合、金属じゃないんだから魔法の効力は阻そ害がいされないよね、ハリ姉ねえ？」

　とエスピエーネに訊かれ、ハリガンは、う～む、と小さく唸うなった。

　黒い森やその背後に控える山岳地帯では、たしかに紅玉や金剛石、水晶なども採れたが、魔女たちがそれを加工することはなく、原石のまま保持したり物々交換に使ったりするだけだった。

「どうかな。この手の宝飾類を身に着けたことなどないからわからんな。それに金や銀は金属だ。鉄や銅、鉛よりマシだとはいえ、魔法の威力を落とし、魔力の円滑な循じゆん環かんを阻害することは避けられないと思うぞ」

「試してみよう」

　宝飾類に手を伸ばしたエスピエーネは、黄金製の腕輪を右腕に嵌はめ、貴石を連ねた首飾りを胸元に垂たらし、琥珀の髪飾りを髪に挿さし、それから口の中で小さく呪文を呟つぶやいた。

　魔力を漲みなぎらせたまま彼女が壁際まで後退すると、すぐに顔や腕、膝から下など、マンテラから出ている部分が見えなくなった。

「どうだい!?」

　というかけ声と共に、彼女が羽織っていたマンテラがすとんと足下に落ち。

「おお！」

　驚きの声が五ご会かい頭とうたちから上がった。

　エスピエーネの体は背後の壁に溶け込んで見えなくなっていた。彼女が身に着けた髪飾りや首飾り、腕輪だけが宙に浮かぶ形で見えている。

「話には聞いておりましたが、これほど見事に消えるとは」

　カッシゥスたちは感心しきりだが。

「つまり魔法の効果は阻そ害がいされてないってことだ。やった！　喜よろこべ、ハンネゥイ！　宝ほう飾しよく類を身に着けたまま堂々と魔法が使えるって寸法だ。算さん法ぽうだ。先せん鋒ぽうだ」

「お喜びのところを悪いんだけど、エーネ」

「なんだい、ハンネ？」

「まず以もつて言いたいのは二つ。一つ目は、マンテラの外に出てる腕や足や顔が見えなくなるんだから、わざわざマンテラを脱いで裸にならなくても、魔法が効いているかどうかはわかる」

「わぁお！」

　ぺしり、と小さな音がした。

　エスピエーネが自分の手で額でも打ったのだろう。

「次に言いたいのは、エーネ。他の魔女ならいざ知らず、君が宝飾類を身に着けていると、魔法を使って姿を消しても存在が丸わかりだから、結局、身に着けられないってこと」

「ぐはぁっ」

　血ち反へ吐どを吐はくような声がして。

　ばたり。

　何かが崩れ落ちる音がした。

　やがてうっすらとエスピエーネの体の輪郭が浮かび上がり。

　床に両手両膝をついて四よつん這ばいになったまま、がっくりとうなだれている全裸のエスピエーネが姿を現した。

　苦笑しつつ、ハンネゥイが立ち上がる。

「衝撃を受けたのはわかるけどさ。いま魔法を切らしたら不ま味ずいでしょ」

　ハンネゥイは床に落ちたマンテラを拾い上げ、エスピエーネの体にかけてやる。

「ううぅ。僕は今ほど自分の魔法が恨めしいと思ったことはない。髪飾り一つ着けられないなんて」

　傍かたわらに立つハンネゥイを力なく見上げるエスピエーネは絶望的な顔をしていた。

「大げさだなぁ」

　エスピエーネに手を貸し、立つように促うながしながらハンネゥイは言った。

「ふだんは身に着けておいて、魔法を使うときに外せばいいんじゃない？」

「そうなんだろうけど」

　と言うエスピエーネの声には悲ひ哀あいが滲にじみ出ていた。

「いちいち外すのが面倒くさいじゃないか。着けたり外したりを繰り返すと、なくすかもしれないし」

　ふらっと立ち上がったエスピエーネは、のろのろとマンテラを羽織ると、大げさな態度で天を仰いだ。

「僕は、魔法を使うと小さな石一つ持てない無能者なんだ」

　それから顔を戻すと、自分を見ている皆に向かって力なく言った。

「いいんだよ、僕を笑ってくれて」

　すかさずアイスが笑い声を上げる。

「うふふふふ、あなたを見ていると楽しいわ、エーネ」

「本当に笑われた！」

　エスピエーネの顔が思いきり情けなさそうに歪ゆがむ。

「相変わらず酷ひどい女だね、アイスは」

「おまえ、宝ほう飾しよく類を身に着けたいのか、エスピエーネ？」

　とナーガが口を挟んできた。

「僕だって年頃の女子だからね。綺き麗れいな物で飾り立てるのは好きだよ、もちろん」

「だったら。いちいち着けたり外したりするのが面倒なら、マンテラを飾り立てればいいんじゃないか？」

「なんと!?」

　エスピエーネは目を見開いてナーガを見た。

「おまえ、ふだんはマンテラ羽織ってるから、身に着けるったって、髪飾りとか腕輪くらいだろ。マンテラなら、いくらでも飾り立てられるじゃないか」

「ナーガさんの言うとおりだ」

「どうせ魔法を使うときはマンテラを外すんだから、宝飾類を着けたり外したりする手間が要らないじゃないか」

「ナーガさんの言うとおりだ！」

　エスピエーネは顔を輝かがやかせて叫んだ。

「よし。僕は僕のマンテラを宝飾類で飾り立ててしまうぞ。それはもうキラキラで切れ切れで着る着るなくらい飾ってしまうぞ！」

「立ち直れてよかったね」

　とハンネゥイが笑って言った。

「というわけでカッシゥスさん。これは遠えん慮りよなく遠路なく伴侶なく、僕が頂ちよう戴だいします！」

　エスピエーネはカッシゥスたちに向かって大きく頭を下げた。

　ハンネゥイがむっとした顔で割り込んできた。

「僕が、じゃなくて、僕たちが、だろ」

「ああ、そうだった。ユウキの分は他にあるそうだから、これは僕と君とで、だ」

　カッシゥスは愉快そうに笑いながら、どうぞどうぞ、と箱を指し示す。

「ありがとうございます」

　エスピエーネとハンネゥイが大事そうに箱を押し戴いただいた。

「よし、一件落着だな」

　そう言ってナーガがハリガンを見やった。

「うむ。今の件も含めて、吾われはユウキと話をしてこよう」

　とハリガンが立ち上がる。

「休憩時間に少し考えをまとめたい。俺おれが言うことを書き留めてくれないか、レラ」

「任せてくださ、い」

　彼女は筆と書き物用の雑紙を取り出し、真剣な顔で応えた。

「一いち言ごん一いつ句く書き漏らさないよう正確に筆記しま、す」

「いや、そこまで気合いを入れる必要はないんだが」

　とナーガは苦笑する。

「さぁて、忙しくなるぞ。とはいえ、今までだって忙しかったわけだから、今までとあまり変わらないとも言えるが」

　椅子から立ち上がったナーガは、大きく伸びをした。




　半月ほどはエゥラニアに留とどまり、統治の基礎を固めてから西さい果はての半島に戻るつもりのナーガだったが、彼の思惑を超えた速度で事態は急展開し、魔女国への帰き還かんは急きゆう遽きよ、繰り上げられることになったのだった。
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　ハリガンの指示を受け、レンスール経由で魔女国の国都へと飛んだユウキは、サント・ゼッファの街から飛んできたエリュシオーネから緊急事態の発生を告げられた。

　西さい果はての半島では、魔女国とカサンドラ王国連合に味方しようとする国、様子見に走る国、カサンドラ王国の主張や魔女国の存在など認めないという強硬な国が入り乱れ、各国の内政事情も複雑に絡み、混こん沌とんとした様相を呈ていしていたのだが、やがてはっきりと二つの勢力に色分けされてきた。

　カサンドラ王国と魔女国の連合に誼よしみを通じようとする国と、両者の勢力伸長など絶対に許さないとする国に、である。

　エリュシオーネは、後者の勢力があからさまに兵を集めていて軍事的な衝しよう突とつが避けられそうもない情勢だとユウキに言った。

「今すぐに、ではないけど、いずれ全面衝突は避けられそうにないだろうな」

「だからナーガの奴やつを？」

「そういうこと。正面切っての戦いくさともなれば、ナーガさんがいないと始まらないだろう？　うちの母かか様さまが今すぐ首に縄なわをつけて引っ張ってこいと言ってわたしを送り出したんだよ。ユウキが国都にいてくれて助かった。レンスールの街までは転移できるけど、その先は、まだ行ったことがないからね。エゥラニアの街まで行くには船に乗るしかないと思ってたんだ。わたし、船は苦手だからさ。船はというか、乗り物全般、苦手だからさ」

「あんたの場合、乗り物に乗る必要ないものね。っていうか、乗ったほうが遅いもんね」

　エリュシオーネは小さく肩をすくめてみせる。

「とはいえ、自分のマンテラが置いてある場所にしか転移できないから、おまえの飛ひ空くう艇ていほど汎用性が高くはないけど」

「わかった。じゃあ、エゥラニアまで戻って、ナーガの首に縄かけて絞めてくる」

「おいぃ！　絞めちゃ駄目だって。絞めずに連れてきてくれなきゃ」

「それはものの喩たとえよ」

「なんか本音が混じっていたような……」

　とエリュシオーネは首を捻ひねる。

「ところでエリュシー」

　と呼びかけるユウキの顔があまりに真剣だったから、エリュシオーネは思わず身構えてしまった。

「ん？　なんだ、改まって？」

「あんた、わたしを連れて転移できる？」

「もちろんだ。わたしの場合、おまえの飛ひ空くう艇ていと違って、同行者の体の大小や体重の軽重には関係なく転移できる」

「レンスールには行けるんだよね？」

「大丈夫だ。一度、行って、マンテラを置いてきたからな」

「じゃあ、わたしを抱えて転移してくれない？　わたしが飛空艇で飛んで戻るより、断然早いでしょ。わたし、ここまでぶっ飛ばしてきたから、魔力が空からっぽだし。魔力の回復を待ってから飛んだんじゃ、エゥラニア到着は明日以降になっちゃうもの。レンスールには予備の飛空艇を置いてあるから、それでエゥラニアまで飛べるし、今すぐレンスールまで行ければ今日の日暮れ前にエゥラニアの街に着けると思う」

（おいおい、ずいぶんと積極的だな。やる気に満ちてるな。少し前まではうちのリィリィを死なせた衝撃で塞ふさぎ込んでいるという話だったのに）

　エリュシオーネは内心で少し驚きながら、いいとも、と答えた。

「ただし。わたしの魔法で転移するにはアレだぞ？　裸にならなきゃいけないんだぞ？」

「そのくらい平気よ」

「ほう？　ケイの奴やつは、誰だれかに見られるわけでもないのに、最初、ずいぶんと恥ずかしがったものだけど」

「へえ。あいつに羞しゆう恥ち心しんがあったのが驚きね。っていうか、そもそも恥ずかしがるような胸もないくせに」

「おまえ……容よう赦しやないな」

　少し呆あきれた顔でそう言うと、エリュシオーネはまじまじとユウキを見つめた。

「ユウキには恥ずかしがる程度の胸があるように見えるが、平気なのか？」

「わたし、今回の戦いくさでは素すっ裸ぱだかで飛空艇を操っていたのよ？」

「ああ。エスピエーネの魔法か」

「そうよ。いくらエーネの魔法が効いてるからって、恥ずかしすぎるでしょ。もしエーネの手が離れたら、素っ裸で人前に出ちゃうのよ？　それに比べれば、あんたの場合、裸になったってマンテラの中じゃない。どってことないわね」

「ユウキが前向きでいてくれて助かるな。リィリィのことがあったから、少し心配していたんだよ」

　ユウキの顔に一瞬、翳かげが差したが。

「心配かけてごめん。迷惑かけてごめん。仲間を喪なくすことになってごめん」

　ユウキは大きく頭を下げてそう言うと、ゆっくりと顔を上げ、真まっ直すぐにエリュシオーネを見み据すえた。それでエリュシオーネは、過去ではなく未来へ向かって歩いていく覚悟をユウキが決めたことを知った。そんなユウキの決意はエリュシオーネにとって歓かん迎げいすべきことだった。

「気にするな。仲間の死は悲しいものだが、リィリィが無駄死にじゃなかったことを証明できれば、わたしたちも嬉うれしいし誇らしい。自分の死が無駄じゃないほうがリィリィだって嬉しいだろうと思うぞ」

「うん。無駄になんかしない。絶対に」

　決けつ然ぜんとそう言い放ったユウキの肩を、エリュシオーネが軽く叩いた。

「じゃあ、行こうか。わたしのほうはいつでもいい」

　そう言って、エリュシオーネが身に纏まとっているマンテラの前を開けて広げてみせると、何も身に着けていない彼女の体がユウキの前に晒さらされた。

「ちょ、ちょっと待って！　まだ心の準備ができてない。それに、ランジュにも報告しておかないと駄目だし」

「じゃあ、待ってるから、報告と心の準備を早く済ませてくれ」

　そう言ってエリュシオーネはマンテラを閉じ、にやりと笑うのだった。
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　ランジュを始め、ディーやエレオノーザなど、国都を預かる魔女に説明を終えると、ユウキはエリュシオーネと共に飛ぶ準備を調えた。準備といっても、エリュシオーネの魔法で空間転移するときは荷物を持っていけない。ただ裸になるだけだ。

　エリュシオーネと共に、彼女のマンテラが置いてある小部屋に入ったユウキは、そこで着ている服を脱いだ。

「ううぅ、やっぱり全裸になるのって抵抗があるわね」

「全裸で飛ひ空くう艇ていを操ったから、もう全裸には慣れっこになったんだろ？　全裸どんと来いなんだろ？」

　とエリュシオーネが揶や揄ゆするように言う。

「慣れっこなわけないじゃない。どんと来いなわけないじゃない。相手から見えないから我慢して耐えていただけ」

「今回はもっと見えないんだからなんの問題もない。さ、早く脱いで」

「わかってるわよ。急せかさないでよ」

　ぶつぶつと文句を言いながら、ユウキは身に着けている極ごく薄うす極ごく小しようの衣装を外した。

「あんた、いつも裸で、よく平気ね。じつは露出狂？」

「心外な言われようだな」

　エリュシオーネは不服そうな顔でユウキを睨ねめつける。

「たしかにマンテラの下は裸だが、いつもマンテラで体を覆おおっているから、わたしは他の魔女よりずっと露出が少ないんだぞ」

「でも、一枚捲めくれば全裸じゃない」

「だから、ふつうは捲らないと言っている」

「まぁいいや。ここでエリュシーと露出狂談義をしていても始まらないし。さっさと飛んじゃおうよ」

　裸になったユウキが、早く中に入れろと催さい促そくする。

「勝手に談義を始めたのはユウキなんだけどな」

　肩をすくめたエリュシオーネが両手を大きく広げてマンテラの前を開け放つと、ユウキがそそくさと体を滑すべり込ませてきた。

「しゃがんで、わたしの腰を掴つかんでいて。魔法で飛んでる最中に手を離すと困ったことになるから、決して手を離さないこと。いいね？」

「わかってる。離すもんですか」

「あと、余分なところを触さわったり顔を突っ込んだりしないように」

「は？　どういうこと？」

「ケイを抱えて飛んだとき、あいつ、わたしの体を弄いじったり股間に顔を突っ込んできたりしていい迷惑だったんだ」

「あいつ、馬鹿だからね。わたしはそんな馬鹿なことしないわよ、もちろん」

「そう願いたいものだ。さて」

　エリュシオーネが開け放ったマンテラを閉じた。




「閉じて途と次じ、開あけて明け。夢ゆめ路じの黄よ泉み路じ、捻ねじれて広げ、螺ね旋じもて繋つなげ。空くう宮ぐう、急きゆう偶ぐう、今日きよう隅ぐう、虚きよ宇う寓ぐう、黄泉の架け橋、闇やみの階きざはし。古こ地ちを訪ねよ、故こ事じを温たずねよ、悉ことごとく尋ねよ。千せん里り一いつ足そく、万ばん里り一いつ触しよく」




　エリュシオーネの体内で魔力が練り上げられ。

　横おう溢いつした魔力が周囲で渦うずを巻き。

　エリュシオーネの腰にしがみついていたユウキは、空間がぐにゃりと曲がったような気がした。

　足下の床が不意に消えたような気がした。

　足裏の抵抗がなくなり、体がゆっくりと沈んでいく感覚を覚える。

　支ささえを失った体は、どこまでも深く深く沈んでいく。

　目を開けていても色彩はすでになく。

　耳を澄すましていても音はすでになく。

　エリュシオーネにしがみついている手の感覚がなくなったようで。

　自分の心臓の鼓動さえなくなったようで。

　ユウキは、どっと冷や汗をかいた。

　目め眩くるめくような光に目を瞑つぶり。

　目を開けると、床の上に頭だけを出している自分に気がついた。

　エリュシオーネは、すでに体半分を浮かせている。

　二人の体がゆっくりと持ち上がっていって。

　やがて足裏に硬い床の感触が蘇よみがえった。

「つ……着いたの？」

「着いたよ」

「はぁぁ、なんか気持ち悪い」

　ユウキは盛大に息を吐はいてから、吐いた量以上の息を吸った。

　それから何度も何度も深呼吸した。

「たまに悪酔いしたような感じになる者がいるが、どうやらユウキはその典型らしいな。平気な奴やつはまったく平気なんだが。ケイなんか、最初からはしゃいでいたぞ」

「あいつは神経が何本も抜けてるから。わたし繊せん細さいだし」

「その意見を聞いたら、あいつ泣くぞ」

「泣いたって、三歩歩けば忘れてるんだから問題ないわ」

「おまえ、ケイに厳しいな。というか、誰だれにでも厳しいのかもしれないが」

「大きなお世話よ。それより。転移する度たびにこんな感じなの？」

「どうかな。そのうち慣れて平気になるはずだ。次はもう少し楽になるだろう」

「なら、いいんだけど」

　ユウキはエリュシオーネのマンテラから、もそもそと這はい出だした。

　そこは何も置いてないがらんとした小部屋だった。

「ここ、レンスールの商館なのよね」

　ああ、とエリュシオーネが頷うなずいた。

「商館の二階にある小部屋だな。物置だったらしいが、置いてあった物をみんな片づけ、わたし専用にしてもらっている」

「ねえ、エリュシー」

「なんだ？」

「リンネとリンナが戻ってきてるはずだから、到着を知らせてきてくれない？」

「わたしが行くよりおまえが行ったほうがいいだろ」

「わたし裸なんだけど？　この恰かつ好こうで商館の中をうろつけと？　ここには侍女や使用人もいるのに」

　ああ、そうだったな、とエリュシオーネはため息を吐ついた。

「仕方ない、リンネとリンナを見つけて話をしてこよう」

「ついでに何か羽織る物でも持ってきてくれると嬉うれしいんだけど」

「めんどくさいな。だが、まぁ、それもわかった。しかし、今後、誰だれかを連れて飛んでくる度たびに同じことをするのはかったるい。この部屋に、同行者用のマンテラでも置いておくとするか」

　などと言いながら、エリュシオーネは小部屋の扉を開けて外に出ていき、ユウキは裸のまま、一人ぽつねんと部屋に取り残された。
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　ほどなくエリュシオーネは、リンネとリンナを引き連れて戻ってきた。

　姉妹の後ろにはエンスーヤの顔も見えた。彼女の一族はレンスールのこの商館に詰めて姉妹の仕事を助ける役割を振られていた。

　リンネが持ってきてくれた服をユウキが着ると、全員揃そろって応接の間まへと移動する。

　革張りの長椅子に腰を落ち着けたエリュシオーネは、手短に半島の情勢を説明した。

「なるほど。ことは急を要するというわけですね」

　とエンスーヤが頷うなずく。

　ユウキは、一服したらエゥラニアの街まで飛ぶと三人に告げた。

「じゃあ、ほどなくナーガさんが戻ってきますね」

「戻ってきて、すぐに魔女国の国都へ向かいますね」

　そう言ったリンネとリンナだが、次は見事にハモった。

「｢その準備をしておかないと｣」

「まずは街の留る守す居い役に連絡を」

「馬の用意も必要ですね」

「兵も連れてくるでしょうか」

「人数によっては、この商館では収まりきりません」

　などと話し合うリンネ、リンナ姉妹を見て、ユウキは驚き、感心した。

（ちょっと頼りない感じだったこの姉妹が、こんなにてきぱきとした対応を）

　二人の様子を見て、自分もうかうかしていられないと改めて思うユウキである。

　報告と話し合いを終えると、エリュシオーネは、

「まずは魔女国の留守を預かっているランジュに報告して、その後、サント・ゼッファの街に戻って母かか様さまに報告するつもりだ」

　と言って、すぐに転移魔法で魔女国の国都へと戻っていった。

　ユウキは半はん時ときほど休息した後、しまっておいた予備の飛ひ空くう艇ていを引っ張り出し、エゥラニアの街を目指して飛び立った。

　彼女を見送ったリンネ、リンナ姉妹とエンスーヤの一族は、ナーガの一行を迎える準備を慌ただしく始めるのだった。
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　飛んできたユウキから、半島の情勢を聞かされたナーガは、予定を繰り上げて魔女国の国都へ戻ることにした。

　とはいえ、占領統治の仕組みや制度をある程度まで構築しておかないと不ま味ずい。

　ナーガは予定のほぼ半分の七日間でそれらを組み立て、ハリガンやアイス、レラに周知徹底すると、カッシゥスが用意した大型船に乗り込んで海を渡った。念のためロザリアがしばらくエゥラニアに残り、ハリガンたちを手助けしてくれることになった。

　幸い追い風だったこともあり、ナーガの乗った船は、さほど苦労することなくレンスールの港に滑すべり込んだ。

　ナーガがエゥラニアから連れてきたのはイクシーヌとクゥの二人だ。その他に子飼いの兵──元の奴隷兵──が五十人ばかり。

　レンスールに先に着いていたユウキから連絡を受けたリンネ、リンナ姉妹は、全員分の馬を用意してナーガの到着を待っていた。迅速に移動したいというナーガの要望を受けて、大たい枚まいを叩はたいたのだ。それだけのお金を使う権限を与えられていたのだから、ナーガやハリガンの姉妹に対する信頼の深さが窺うかがい知れる。

　商館に入ったナーガは落ち着く間もなく出しゆつ立たつの準備を進め、同時にユウキを国都へ向かって飛ばすことにする。

「できればヴィータやカサンドラ王国の首脳を呼んで話し合いをしたい。そのための準備を進めておいてくれないか」

「わかった。ランジュに言って集まる手て筈はずを調えておくから」

　ユウキが飛ひ空くう艇ていで飛び立つのを見送ると、ナーガも馬に跨またがった。

「いざというときはおまえたちも呼ぶことになる。そのつもりでいてくれ」

　ナーガは姉妹とエンスーヤにそう言い残すと、イクシーヌ、クゥ、五十名の兵を連れ、魔女国の国都を目指して馬を走らせるのだった。
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　魔女国の国都に戻ったナーガは、留守を預かるランジュから報告を受けた。

「ヴィータ殿には連絡がついていましてね、すでにエリュシオーネと共に、ここへ飛んで来ていますよ。すぐに呼びに行かせましょう」

　ランジュの遣いからナーガの到着を報しらされたヴィータは、すぐにエリュシオーネを伴って評ひよう定じようの間まに顔を出した。二人とも、見慣れたいつもの出いで立たち──ヴィータは極小極薄の衣装でエリュシオーネはマンテラ姿──だった。

「久しぶりじゃな、ナーガよ。見事にエゥラニアの街を陥おとしたそうじゃの」

　そう言って笑いかけてきたヴィータに、ナーガも笑顔を返す。

「まあな。そっちこそ、サント・ゼッファをこちらの陣営に引っ張り込んだっていうじゃないか」

「なに、どうということはないよ」

「で、早速で悪いが、現在の状況を教えてくれ。何か新しい動きは出ているか？」

　ヴィータはナーガ、ランジュと向き合う形で、板敷じきの床に置いた床しよう几ぎに腰を下ろす。その横にエリュシオーネが座り、ナーガの背後にはイクシーヌとクゥが控えている。

「反カサンドラ連合が形成されておってな。その急きゆう先せん鋒ぽう、レキッソスの街が音頭を取って兵を集めておる。吾われが見るところ、遅かれ早かれ攻めてくるのではないかの」

「なるほど。その反カサンドラ連合の兵力はどのくらいだ？」

「まだ確たる数は掴つかめておらんが、リガヤの話だと、五千くらいは集めるのではないかということじゃったな」

「五千か。厄介だな」

　ヴィータは皮肉の笑みを浮かべて言った。

「自国の存亡が懸かかっていると思えば犬や猫でも集めるじゃろう。連中には、もはやあとがないのじゃからな。このまま座して見ていればカサンドラ王国と魔女の連合軍によって半島が制圧されてしまう、そうなる前に手持ちの戦力をすべて投入して……と考えても、不思議ではないじゃろ」

「旧教会側の動きはあるのか？」

「今のところ目立った動きはない。グランビスタの街にも応援を頼んでいるようじゃが、いま旧教会は新教会との大おお戦いくさで、それどころではないようだしの。グランビスタが援軍を出したとしても、千かそこらじゃろう」

「とはいえ、カサンドラ王国の動員兵力は、せいぜい二千だからな。五千でもかなり厳しい戦になるな」

「まぁ、そこはナーガ様の軍略に期待するということじゃな」

　澄すました顔でヴィータがそう言うと、ナーガは苦笑を浮かべた。

「簡単に言ってくれるぜ」

「ぬしはこれまで、不可能だと思われていた戦に何度も勝利してきたではないか。今回の戦など、先せんだっての神の旅団との戦に比べれば、大した難易度ではあるまいに」

　ヴィータが軽い調子でそう言うと、ナーガは渋じゆう面めんを作った。

「それを油断、過信って言うんだよ。簡単な戦いくさなんて一つもないぞ。今回も気を引き締めて当たらないと、足下を掬すくわれる」

「そうか。うむ、そうだの。油断、慢心は勝利の敵じゃ」

「そういうことだ」

「で、ナーガよ、何かいい考えはあるか？」

「いい考えは、とくにないな」

　ヴィータが目を剥むいた。

「ないのか!?」

「今回は奇策に走るより、正面から戦ったほうがいいだろうという話だ」

「そうなのか？　じゃが兵力的にはこちらが不利じゃぞ？」

「サント・ゼッファは何人くらいの兵を用意できる？」

「あそこは、そうよな、どれほど頑張っても四百止まりじゃろうな」

「他に兵を出してきそうな街はあるか？」

「二、三の街とはまだ話をしているが、現状、そこまで積極的な姿勢を見せる街はないな。中立の立場を維持するので精一杯じゃろう」

「そうか。とすると。カサンドラ王国が二千。サント・ゼッファが四百。レンスールの街から五、六百を借りるとして、それで三千。そしておまえたち魔女軍。相手が五千なら、対抗できない数字じゃない。もっとも、サント・ゼッファやレンスールの街の兵は、戦力として当てにするのは恐こわいがな」

「ふむ。ハリガンの一党も動員するのか？」

「あいつらにはエゥラニアの街を統治するという大役があるからな。今のところは、そちらに専心してもらうつもりだ」

「となると、吾われのところとナムジャとアストゥロのところでやるのじゃな」

「基本的には、そうなる」

「ハリガン一党がいないのは、少し不安が残るのう」

「ヴィータがハリガンのところを頼りにするなんて珍しいじゃないか」

　ナーガが少し揶や揄ゆするようにそう言うと、ヴィータは、ふふん、と鼻を鳴らした。

「彼あ奴やつの胸は目障りじゃがの、彼奴自身を評価しておらんのではない。むしろ、おぬしが来る以前から正面切って人との戦いを繰り返してきたことは評価しておる。人間どもとの戦の経験という意味では、ハリガン一党は魔女の中でも随一じゃからな」

「これから勢力を拡大していけば、全員が一丸となって、というばかりでは足りなくなる。それぞれが複数箇所で独自の戦いを進める必要も出てくるんだ。おまえの一族にも経験を積んでもらうぞ」

「くくっ、龍りゆう王おう様の要求は厳しいのう。ま、やらねばならん以上、やるよ。吾はこれでも魔女王を目指しているのだからな。ハリガンの後こう塵じんを拝しているわけにもいかん」

「いいじゃないか。体は小っこいのに野望はでかいのがいいな」

「小っこい言うな！」

「褒ほめてるんだがな」

「褒められてる気がせんわ！」

「褒めてるんだから怒おこるな！」

　瞬時、二人は睨にらみ合ったが、そのうちどちらからともなく表情を崩し、笑い出す。

　一ひと頻しきり笑ったナーガは、やがて笑みを消し、真面目な顔に戻って言った。

「ヴィータ」

「なんじゃ、ナーガ？」

「魔女王を目指すのはけっこうだが、仲間内で争うような真ま似ねは止やめておけよ？　せっかく魔女が確固たる地位を確保しようとしているときに仲間割れなんかしたら、人間勢力につけ込まれるだけだ。これまでの努力が水の泡になる」

　ヴィータは少し不服そうな顔になったが。

「わかっておるよ。吾われが魔女王になるのは、ぬしの言う、人と魔女とが共に暮らせる世界を実現したあとの話じゃ。それまでは他の一族と協力してこの戦いくさを戦い抜く覚悟だ」

「ああ、それがいいな」

　大きく頷うなずいてから、ナーガは言葉を継ついだ。

「苦しいときに支ささえてくれた者こそが本当の仲間だ。本物の味方だ。そういう奴やつを大事にしないとな」

「至言じゃのう」

　本気で感心しているのか、それとも揶や揄ゆしているのか、ヴィータは薄い笑みを浮かべて頷いた。

「で。正面切っての戦いで行くとして。具体的にはどうやるのじゃ？」

　ナーガは思案げな顔で、そうだな、と腕組みをしてから、徐おもむろに口を開いた。

「まだ情報が足りないから決め打ちはできないが、相手がまとまって出てきてくれるならむしろありがたい。敵が出てきたなら、こちらも迎げい撃げきのために討うって出て、野戦で決着をつける……という形に持っていく。そこで勝利すれば、連中には抵抗する手段がなくなるから話が早い。早く大陸本土に勢力を広げたいから、ここで時間を浪費しないで済むのは助かる」

「むう、なるほど」

　ヴィータの表情が引き締まった。

「できれば、どこが戦場になるかをこちらが選びたいところだが」

「予あらかじめ戦場を決めておいて、そこへ誘導するわけじゃな」

　ナーガは、そうだと応えて、ニヤリと笑った。

「そうすれば、いろいろと仕込めるからな。それなら少しくらいの数的不利はなんとでもなる。兵は質より量というのが基本的な俺おれの考え方だが、量を用意できなきゃ、いる数でやらなきゃしようがないのだからな」

「その戦場、どこにするつもりじゃ？」

「それを検討するのはリガヤが来てからだ。半島の地形などは、カサンドラ王国の連中のほうが詳しいだろう？」

　ヴィータは真面目な顔で頷うなずいた。

「それはまぁ、たしかにの」

「反カサンドラ王国連合といっても、内実には温度差もあるだろうしな。その辺の詳しい話をリガヤに確認してから決めよう。それとナムジャやアストゥロも軍議に参加してもらわないとな。今回は、あいつらの一族も主戦力として働いてもらうことになる」

「うむ。承知した」

　このあとナーガは、ヴィータやランジュに尋ねられるまま、酒を飲みながらエゥラニア攻めの詳細や街の沖合で行われた海戦の話を披露することになった。

　ナーガにとっても、あるいはヴィータやランジュにとっても、緊張を忘れてくつろげる、久しぶりの楽しい時間となった。
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　この二日後、魔女国の国都に主立った者が集まり、ナーガ主導で軍議が催もよおされることになった。

　軍議の参加者は以下のとおりである。

　スレイマーヤ一族の族長、ヴィータ。

　ヴィータの補佐役としてエリュシオーネ。

　ナナトゥール一族の族長、ナムジャ。

　ナムジャの補佐役としてハリエンデス。

　ヴィエンナ一族の族長、アストゥロ。

　アストゥロの補佐役としてゼゼヤ。

　カサンドラ王国の代表として、国王補佐官のリガヤ。

　カサンドラ王国軍を率ひきいる立場となったマグレイブ将軍。

　サント・ゼッファの執政官、トスカーヤ。




　わざわざ執政官が出で張ばってきたのを見ても、サント・ゼッファの本気度が窺うかがえる。彼らは彼らで、新しい流れに賭けようという覚悟を決めていたのだ。

　黒い森に逼ひつ塞そくして滅亡寸前だった魔女が人間界に進出し、神の旅団を討うち破り、カサンドラ王国と共闘して半島を支配下に収めようとしている。それは、これまでなら考えられなかった事態だ。

（何か新しい流れが生まれている。そしてそれは、おそらく魔女の背後にいる、このナーガという人物のせいだ）

　トスカーヤは噂うわさのナーガを自分の目で見てみたいという欲求もあり、こうして自ら軍議に参加しようと魔女国の国都まで出で張ばってきたのである。

　そしてナーガと、彼の傍かたわらに控えるイクシーヌとクゥ、ディー。

　それらの者がそれほど広くない評ひよう定じようの間まに床しよう几ぎを並べてひしめいている。

　立ち上がったナーガは、一同を見渡してから徐おもむろに口を開いた。

「急な要よう請せいにも拘かかわらず集まってくれてご苦労だった」

　彼の背後には壁に戸板が立てかけられ、そこに西さい果はての半島を描いた大きな地図が貼りつけてあった。

「では、軍議を始めよう。まずはリガヤ殿、半島の情勢を説明してくれないか。反カサンドラ王国連合の内情も詳しく頼む」

　指名を受けてリガヤが立ち上がった。

「現状、カサンドラ王国と魔女連合はサント・ゼッファの街を味方に引き入れ、幾つかの街と交渉しているところでした。その動きを脅威に感じたのか、半島の中では比較的規模の大きいサント・ファ王国とレキッソス王国が音頭を取って、反カサンドラ王国、反魔女連合の兵を集めているのです。半島諸都市の多くがこれに応じ、兵を送っています。その総兵力は五千近くに達しそうな勢いです」

　ちなみにサント・ファ王国、名前はサント・ゼッファと似ているが、とくに親交が深いわけではない。建国当時まで遡さかのぼれば両方の都市の開祖は縁えん戚せき同士だったようだが、今ではそういう関係はなかった。

「ずいぶんと集めたな。以前、ジュエルジュードと共に攻めてきた討伐軍の兵力より多いじゃないか」

「遠征に出るのではなく自国付近での戦いですからね、街に守兵を残す必要がないことと、ここで負ければあとがないという危機感から、最大限の動員をしたということでしょう。常備軍だけでなく、志願兵や傭よう兵へいなども混じっているものと思われます」

「そうか。ならば戦闘力はその数ほどでないと見ていいな。それに比してこちらは、兵数以上の戦闘力がある。五千対三千でも充分に勝負になる。というか、勝てる」

　そう言ってナーガは不敵に笑った。

　その傲ごう岸がんとも言える物言いは、サント・ゼッファの執政官トスカーヤの目には頼もしく映っただろう。

　トスカーヤだけでなく、ナムジャやアストゥロなど、まだナーガと共に死線を潜くぐり抜けた経験がない魔女たちも心強かっただろう。

　それを計算してのナーガの物言いだったのかもしれない。

　総大将に余裕があれば、配下の武将にも余裕ができる。

　武将に余裕があれば、兵たちにも余裕が生まれる。

　余裕とは、勝てるという思いである。

　勝てないのではないかと疑心に囚われる兵は腰が引け気味になる。

　勝てるという自信を持った兵と腰の引けた兵、同数ならば戦いくさの結果は目に見えている。

　勝てるという自信を持った兵を相手より数多く揃そろえたいというのが織お田だ信長の基本的な考え方だが、彼の若い頃の戦は相手より兵数が少ないことのほうが多かった。この世界に来てからも事情は同じで、その数的不利を撥はね返すため、ナーガは心理戦を仕掛けようと目もく論ろんでいた。

　戦う前に勝敗は決しているもので、いい準備をしたほうが勝つ。実際の戦はそれを確かめるために行うにすぎない。

　そんな孫そん子しの考え方に信長も賛同している。

　孫子の兵へい法ほうという具体的な名前は忘れているナーガだが、この世界でも予あらかじめ周到な準備を行って勝利の確率を高める努力は怠おこたらない。

（具体的には、そうだな、何人か使えそうな魔女がいるはずだ）

　ナーガは決戦の前に仕掛ける心理戦の構想を練りながら訊きいた。

「カサンドラ王国の動員兵力は二千でいいのか？」

　とナーガに訊かれ、リガヤは、いえ、と答えた。

「もう少し増やせそうです。あと十日もあれば、二千五百までは持っていけそうです」

「そうか。いずれにせよ反カサンドラ王国連合との決戦では、カサンドラ王国軍が主戦力となる。兵の訓練を怠りなく進めておいてくれ」

「承知です」

　とリガヤが頷うなずいた。

　ナーガがサント・ゼッファの執政官に視線を向ける。

「トスカーヤ殿」

「な、なんでしょうか、ナーガ殿」

「サント・ゼッファの街は何人ほど出せるのか？」

「そうですね、四百ほどは」

　そこで言葉を切ったトスカーヤは、ゴクリと唾つばを呑のんだ。

「我々が先せん鋒ぽうとして反カサンドラ王国連合に当たる……のでしょうか？」

　犠牲が多くなりがちな先せん鋒ぽうを新参者に命じるのは、古来から戦いくさの常道だ。

　しかしナーガは首を横に振ると、自信満々で答えてきた。

「今回は、サント・ゼッファの街の兵には補助的な役目に就ついてもらおうと思っている。そちらに先鋒を任せるほど人材が枯渇しているわけじゃないぞ」

　その言葉に、トスカーヤは盛大な安あん堵どの息を漏らす。

（我々を擂すり潰つぶしてもかまわないという戦いはしないということか。それは助かる）

「補助的な役目といいますと、兵ひよう糧ろうの運搬などでしょうか」

「そうじゃない。魔女軍の護衛だ」

「なんと!?」

「実際の戦闘は魔女軍がやるとしてもだ、あの恰かつ好こうを見てもらえばわかるように、あいつらには防御力がほとんどないからな」

　そう言ってナーガは、ヴィータたちを指し示す。

　ヴィータたちを街の駐在官として受うけ容いれているトスカーヤは、魔女たちがつねに極ごく薄うす極ごく小しようの衣装しか身に着けていないことをよく知っているから、彼は、

「あ、はい、よく存じております」

　と頷うなずいた。

「だから、敵からの弓矢攻撃が人の兵の場合よりも大きな脅威になる。それを防ぐために矢避よけの盾たてを持って魔女たちを弓矢攻撃から守ってほしいということだ」

「あ、なるほど、そういうことでしたか」

（魔女を守るための従軍か。どうなんだ、それは。いや、先鋒として半島諸国の連合軍と正面から叩き合うより遙はるかにマシだな。それに我々の街にはヴィータ殿以下、数名の魔女が駐在官として駐留しているから、兵たちもある程度は魔女に馴な染じんでいる。魔女を守れと命じられて拒否するとか、逃げ出すとか、そういうことはなさそうだ）

「それが二百から三百。残りはあんたと共に後方待機の予備部隊ということになる」

　ナーガにそう言われ、トスカーヤは頭を下げた。

「承知しました」

（元より魔女とカサンドラ王国と結んだ以上、他の諸国と揉もめることはわかっていたのだ。ナーガ殿の言うとおり、この戦に勝てば問題は解決する）

　ならばやってやろうではないかと、トスカーヤも開き直った。

「さて、リガヤ殿」

「なんでしょう、ナーガ殿」

「反魔女、反カサンドラ王国連合の……って、これ、長くて言い難にくいな。うん、そうだ、半島連合と呼んでおくか」

　そう言って一人頷いたナーガは、改めてリガヤに向き直る。

「半島連合の軍は、いつ頃、出撃準備を終えそうだ？」

「それはまだ、なんとも。今日、明日のことではないのは確かですが。こちらも物もの見みの兵を増やしておりますので、いずれ目処はつくかと」

「そうか。まだ少し時間的余裕はあるか」

　ナーガはヴィータに顔を向けた。

「誰だれか、街に潜入するのに適した奴やつはいないか？」

「街に潜入して、半島連合の戦いくさ支度を見張るのじゃな？」

「それもあるが、それだけではない」

　ヴィータが怪け訝げんそうな顔になる。

「他に何をするのだ？」

「戦が始まる前に、少し相手を揺さぶっておこうと思ってな」

「おぬし、またよからぬ事を考えておるな」

「相手にとってよからぬ事は、即すなわち俺おれたちにとってよい事だ。そうだろう？」

　ヴィータは、くくくっ、と嗚咽おえつするように笑った。

「まったく以もつてナーガ様の仰せのとおりじゃな」

「で。誰かいないのか？」

「ああ、いないこともないな。吾われのところ以外にもいるはずじゃ」

　そう言ってヴィータはナムジャに顔を向けた。

「ぬしのところにも適任の魔女がいたのではないか？」

「ええ、いますね」

　アストゥロも手を挙げた。

「こちらにも一人います」

「そうか。じゃ、あとでそいつらを集めてもらうとするか」

「承知です」

「承知しました」

　ナムジャとアストゥロはもう一度、手を挙げて了解の意を示した。

　さて、と言って、ナーガは改めて背後の地図のほうへ向き直る。

「半島連合としては、追い詰められた状況を打破するために決戦を挑むしかないわけで、そうなると、あまり遠くない時機に出撃して攻め寄せてくるはずだ。こちらはそれまでに迎げい撃げきの準備を終えておくことが肝要になる」

　ナーガは握りしめた右の拳こぶしの側面で地図を──西さい果はての半島の真ん中辺りを叩いた。

「この決戦に勝てば、西果ての半島は魔女とカサンドラ王国の物になる。半島を支配下に置いたら、グランビスタの街を攻略し、半島から大陸本土への出口を押さえる。東の海岸沿いをハリガンの一族が押さえ。半島をヴィータの一族とカサンドラ王国が押さえ。それぞれが勢力を伸張させていく。旧教会が新教会と血ち眼まなこになって戦っているあいだに、だ。それが俺おれたちの戦略だ」

　そこで言葉を切ったナーガは、出席者一同の顔を見回して言葉を継ついだ。

「魔女と人とが共に暮らせる新世界を創つくるために、俺たちはさらに勢力を伸ばしていく。それはとてつもない難事業になるだろうが、なぁに、心配することはない。すでに魔女は人の味方を得た。人は魔女の味方を得た。互いが力を合わせていけば、どんな難事業だって必ず完かん遂すいできる」

　ナーガは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべて言った。

「すでにエゥラニアの街は支配下に置いた。大陸本土への東の足がかりはできた。今度は半島連合を討うち破って、西から大陸本土に進出する足場を確保しようじゃないか」

　出席者一同から、おお！　という力強い声が上がった。

「よぉし、始めるとするか」
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　こうしてナーガは、ヴィータ、アストゥロ、ナムジャの一族を率ひきい、カサンドラ王国と共に半島制圧作戦の仕上げに入ったのだった。

　半島連合が用意した五千の兵を討ち破れば、もはや半島に敵はない。ナーガは戦いくさの勝利を疑っていなかった。

（それは、もはや必然の流れだ。勝利することが大事なんじゃない。魔女と人とが協力して戦って勝利するという、その過程が大事なのだ。小国ながら、サント・ゼッファという半島の国が参加しているのは大きい。できればもう一国くらい、引っ張り込んでおきたいところだが。人間たちに魔女の強さを、凄すごさを、見せつけてやる。そして頼むに足る勢力だということを教えてやる。この戦は、つまりそういう戦だ）

　ナーガの目はすでに遙はるか先を見通している。目の前の戦いの勝ち負けではなく、もっとずっと先の、来きたるべき世界の姿を思い描いている。そんな戦略眼こそが、織お田だ信長（＝ナーガ）を天才と言わしめたものなのだ。

（さて、この戦の勝利は動かないとして。その先は少し急がないとな。なんとなく時間に余裕がないような気がするからな）

　ナーガにはある種の予感があったのかもしれない。

　自分がどこかの異世界からこの世界へ落ちてきたのなら、いつか元いた世界へ帰るときが来るかもしれないことを。

（が、まぁそれは先の話だ。いまは半島連合を叩くのが先決。叩いて討ち破って、半島を支配下に置き、半島から大陸本土に乗り出していく。東からハリガン一党が、西からヴィータ一党とカサンドラ王国が、大陸本土に進出するんだ。魔女と人とが共に暮らす世界を創つくるための、それは大きな一歩だぜ）

　ナーガは不敵な顔つきで、いっそ不ふ遜そんとも思える顔つきで、じっと大陸の地図を見つめるのだった。












あとがき




　この巻は自作コラボの短編入りです。

　こんにち（ばん）は。舞まい阪さか洸こうです。

　なんでそんなモノが入っているのかというと、ファミ通文庫さんで新作（月げつ虹こう戦記アリエル）を立ち上げるときに、

「『ロムニア帝国興亡記』とコラボとかやれたら面白そうですね」

　とファミ通文庫の担当さんに言われ、わたしが、

「どうせやるのなら『落ちてきたと滅びゆく魔女の国』も一緒にやればもっと面白いんじゃありませんかね。どれもＫＡＤＯＫＡＷＡさんの作品だし」

　などと応えたのがきっかけになったのでした。

　各編集部でＯＫが出て、意外とあっさり始まりました、自作コラボ。

　まぁやることは基本的にわたしがＳＳシヨートシヨートを書くだけなんですが。

　そう、最初はページ数的に四～五ページのＳＳのつもりだったんですよ。

　それが書いてみたら意外と枚数が増えまして、気がつくと軽々と十ページを超えていたという。

　もはやＳＳという分量じゃないです。

　気がつくと長くなっているというのはいつものことで、わたしの場合、デフォルトだと言えるんですけれど（笑）。

　一月に出た「ロムニア帝国興亡記Ⅶ」では「ロムニア」×「ナーガ」のコラボをやりまして、この巻は「ナーガ」×「アリエル」のコラボになっております。

　書く前は果たしてどうなることやらと思っていたのですが、書いてみたら、意外とすんなりハマりまして、両作品を知ってる読者さんだけでなく、片方しか知らないという読者さんでも楽しめるモノになったのではないかと自負しております。

　三月に出る「アリエル」の二巻では「アリエル」×「ロムニア」になる予定ですので、そちらもお楽しみください。




　さて、肝心の「ナーガ」ですが。

　そろそろ佳境に入ってきましたね。

　ラストがどうなるかはもう決まっているので、作者的には、そこまでどうやって辿り着くか、という作業になります。

　胸突き八丁。

　苦しくもあり楽しくもあり。

　そんな感じですかね。




　それはさておき。

　去年からスーパーエルニーニョが南米ペルー沖で猛威を揮ふるっているということで、今年の冬は暖冬気味です。

　いや、気味じゃなくて、はっきりと暖冬？

　本州のスキー場の多くが雪不足で泣いていたそうですが、北海道も事情は同じでした。

　十二月になってもオープンできないスキー場も多く、オープンしても積雪が一メートルにも満たなくて、雪質もあまりよくないという状況が続いたようです。

　おかげでわたしも十二月中の初滑すべりは断念せざるを得ませんでした。

　最近になってようやく順調に積雪が増えているし、気温も冬の北海道らしく昼でも氷点下だったりするので、もう大丈夫でしょう。

　ということで、来週辺り、初滑りに行ってこようかと狙ねらっています。




　それはさておき２。

　いま超ハマっている漫画がありまして、それが『週刊少年ジャンプ』で連載をしている「左さ門もんくんはサモナー」です。

　いま舞まい阪さか的には一押しの漫画。

　今月（一月）ジャンプコミックスから一巻が発売になったばかりですが、わたしは布教用（というか応援用というか）に複数冊を購入して、これから会う人に配る気満々で待機中なのであります（笑）。

　とにかく、めっちゃ笑えるんですよ、これ。

　この手のストーリーギャグ漫画はアンケートでいい順位を取るのが難しそうなので、応援のため、毎週アンケートハガキも出してるほど。

　コミックスがちゃんと売れて、長期連載になるといいのになぁ。

　ジャンプコミックスといえば、やはり今月に発売になった「あの娘こはヤリマン」という漫画も、とても面白いのでお薦めです。

　タイトルも凄すごけりゃ、いきなり対戦相手を殺しちゃう展開も凄い。

　驚きよう愕がく！　そして笑える。

「サモナー」もそうなんですが、こんなふうに毎回毎回、読者をちゃんと笑わせることができるってのは、けっこう大変なんですよ。

　漫画でも小説でも、読者を笑わせるのは難しいのです。

　と書いたところで、そろそろ紙幅の残りが少なくなってきましたから、恒例の「今後の予定」に行きたいと思います。




　前述したように、来月、三月には「月げつ虹こう戦記アリエル」（ファミ通文庫）の二巻が出る予定です。

　そのあとは夏頃に「落ちてきたと滅び行く魔女の国」（ＭＦ文庫Ｊ）の十巻が出る、のかな？

　夏頃には富士見ファンタジア文庫から新作が出る、のかな？

　とりあえず企画会議は通ったようなので、出ると思い……たい。

　ノベルゼロの執筆予定作家ラインナップに名前が出てましたから、そちらからも新作が出る……のかもしれないけど、まだよくわかりません。

　ほかにも話をしているところはあるのですが、そちらはまだまだどうなるか見えていません。

　そんな感じかな？

　では、来月に「月虹戦記アリエル」の二巻でお目にかかりましょう。




　舞まい阪さか百貨店新別館稼働中→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/

　ツイッターも、たまに細々と思い出したように呟つぶやいてます。





二〇一六年一月吉日　　舞阪洸こう
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　レンスールは商人の街だけあって商いが盛んだ。街を貫つらぬく大通りには毎日のように市いちが立ち、朝早くから買い物客で賑にぎわっている。大通りはもちろん、大通りと交差する主要な通りにもいろいろな商店や宿屋が軒を連ね、呼び込みが声を上げて客を誘っていた。そんな目抜き通りの一つを四人の魔女、アイス、レラ、イクシーヌ、ケイが歩いている。

　アイスは魔女国がレンスールに開いた商館の責任者として、レラはアイスの補佐として、街に駐在している。大きな商取引が一件まとまった直後だったので、二人は魔女国の国都からお遣いでレンスールに来ていたイクシーヌとケイを誘って街をぶらつくことにしたのだった。

　さすがにいつもの極ごく薄うす極ごく小しようの衣装で街中を歩くのは憚はばかられるので、四人とも膝ひざ丈たけの薄手のマンテラを羽織っている。魔女国の商館が街に開設されたのは街の人の知るところだったが、無用な混乱は避けるに越したことはないというのがナーガの方針だ。だから四人は、こうしてマンテラを羽織っている。これなら何かあってもすぐに魔法を使えるし、最悪、魔法で戦闘という場合でもマンテラを外すだけでいいから、素早い対応が可能なのだ。

　街に出るためマンテラを羽織る際、

「エリュシオーネやエスピエーネの場合、マンテラを外したほうが騒ぎが大きくなりそうだけどね」

　とケイは笑っていたが、なるほど、そのとおりだと思うアイスやレラだった。
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「いろんなお店があるねぇ。さすがに商人の街だけのことはある」

　先ほどからイクシーヌは、興味深そうに首を左右に振りながら歩いている。ケイなどはもっと極端で、いちいち店先で止まっては、店の中を覗のぞいたり店先の商品を眺めたり触さわったりしている。

　とくに食べ物を並べている店先では、

「アイス、これ買って、これ」

「美お味いしそうだよ、食べてみようよ」

「こんな果物、初めて見たよ。試食、試食！」

「ひゃっは──、この焼き菓子、超いい匂い！」

　などと、うるさいことこの上ない。

　最初のうちは、はいはい仕方がないわね、と財布を取り出していたアイスも、一歩進むごとにケイが、あれ買ってこれ買ってと喚わめくので、さすがに辟へき易えきしたらしい。というより頭にきたらしい。ぴきり、とアイスのこめかみに血管が浮いたのを目ざとく見つけたレラとイクシーヌは、ささっとその場を離れた。

　アイスの場合、怒おこっても笑顔のままのことが多くて、他人には彼女が怒っていることがわからなかったりするのだが、そこは幼い頃からのつき合い、ハインドラ一族の魔女はアイスの喜き怒ど哀あい楽らくの変化を見逃すほど甘くない。ところがケイは美お味いしそうな食べ物に目を奪われていて、アイスの感情の変化に気づいていない。それが彼女の不幸だった。

　露天商が並べた果物類を指さして、買って買ってと騒いでいるケイの背後から近寄ったアイスは、両手でケイの両肩をがしっと掴つかんだ。

「ケイちゃん？」

「あ？　な、なに、アイス？」

「ちょっと静かにしましょうか。っていうか、いくらなんでも食べ過ぎじゃない？」

　アイスが両腕に少しだけ力を加えると、めきり、とケイの肩が軋きしんだ。

「んにゃっ？　そっそんなことないと思うけどっ!?」

　アイスの怒いかり具合が危険水域に突入したことを悟ったケイは、その場から逃げ出そうと体を揺すったが、両肩に食い込んだアイスの手はケイの体を放してくれなかった。

「あら？　どうして逃げようとするの？」

　めきょ。

「べべべべつに逃げようとなんか……」

「駄目よ、人の話はちゃんと聞かなくては」

　めきょめきょめきょ。

「くくくっ、砕けるぅぅ、あたしの肩が粉ふん骨こつ砕さい身しんされちゃうぅぅ」

　イクシーヌと共に少し離れたところまで避難したレラは、物陰から顔を覗のぞかせて二人の様子を見ながら呟つぶやいた。

「粉骨砕身の使い方が間違っていま、す」

「いや、でも、アイスにあのまま力を込められたら、ケイの肩は文字通り粉骨しちゃいそうだけどね」

「一度全身の骨を砕かれたらケイの馬鹿も治るかもしれません、が」

「うわ、レラが酷ひどいこと言ってる。まぁわたしも概おおむねそのとおりだと思うけど」

　などと二人がこそこそ話をしている向こうで、ケイの両肩を強く掴んだままのアイスが説教を始めていた。

「痛い！　ごめんなさい！　痛い！　もうしません！　痛いた痛いた痛いたいぃ、許してぇぇ」

　往来で泣き叫ぶように謝るケイはかなり悪目立ちしていたが、周囲の視線などものともしない勢いでアイスの説教は続いていた。

「ああなったらちょっとやそっとでケイは解放されませ、ん。ここでただ待っているのも馬鹿馬鹿しいです、し二人で街をぶらつきましょう、か」

　というレラの提案に、イクシーヌはあっさり首を縦に振った。

「そうだね、そうしよう」

　二人はケイを見捨てて、再び道を歩き出した。
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　少し歩いたところでレラが足を止める。そこは古びた木造の一軒家で、焦げ茶色に塗った壁に蔦つたが絡まり、古こ色しよく蒼そう然ぜんさに拍車をかけている。

「ここは……書物のお店です、ね」

　たしかに入り口の看板には本のマークが描いてあって、木製の扉には「珍本、稀き覯こう本ぼん、いろいろあります」とか「新刊本、随時入荷」とか「艶えん本ぽん、多数取り揃そろえ中」とか書いた張り紙が貼ってある。

　ふだんはあまり表情が変わらないレラだが、いま彼女の瞳ひとみに興味のありそうな光が浮かんでいるのに気づいたイクシーヌは、

「そうみたいだね。入ってみる？」

　と訊きいてみた。

「そうです、ね。一度始まるとアイスの説教は長くなりますからここで少し時間を潰すのもいいで、しょう」

「で？　レラの狙ねらいは何？　艶本？」

「ちっ違いま、すっっ！」

　顔を赤くしたレラが、口角泡を飛ばすといった勢いで反論してきた。

「わたしが興味のあるのは戦記本とか軍略本とかで、す！　これから人の軍との戦いくさはますます激しくなるのですからわたしたちもその手の本を読んで勉強してナーガさんのお役に立つべきなので、す！」

「ふぅん。レラはナーガさんの役に立つことに熱心だよね」

「なっっ何を言っているのですイクシー、は！　そんなの当然のことで、す！」

「はいはい、そうだよね～。レラのいうとおりだ。わたしもナーガさんの役に立ちたいと思うもん」

「その割には熱がないです、ね」

「だって、わたし、軍記本とか軍略本とか読めないもの。読もうとすると頭が痛くなってくるし」

「だったら外で待っていてくれてもいいのです、が」

「いや、入る。艶えん本ぽん、買う」

「そちらをです、かっ！」

「あとで見せてあげるから」

「い、いえべつに見せてもらわなくてもいいです、が」

「どうせなら絵物語のほうがいいよね。文字ばかりだと飽きちゃうから。いやらしい絵がいっぱい載のってるヤツ！」

「さっきと違って前向きです、ね」

「じゃ、わたし、艶本漁あさるから、レラは軍記本でも漁れば」

「そうしま、す」

　店に入った二人は、ところ狭しと並べられ、積み上げられている書籍の山を漁り始めるのだった。
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「おやこれ、は？」

　レラは積まれて崩れかけた書物の山の中から目に留まった一冊を抜き出した。

「変わった装そう丁ていです、ね。題名もないですし書物というより個人の日記帳みたい、な？」

　気になったレラは、最初の頁ぺーじを開いてみる。

「『月げつ虹こう戦記（仮）』……かっこかりです、か。仮題のまま本にした、と？　どれどれ」

　レラは頁を捲めくる。

「『これは、わたし、フルミネンセ王国元王女アリエルがガレリア大陸を統一するまでの物語である。そうなる予定である』……そうなる予定の物語。意味がよくわかりません、が。でもちょっと気になりま、す」

　レラはその一冊と、他に気になった本を三冊ばかり抱えて店主の下もとへ持っていった。

「これらはおいくらになります、か？」

「はいはい、まいど」

　小太りの店主は愛想笑いを浮かべてレラが差し出した本を見て。

「こっちは十六ドゥルマ、これが三十ドゥルマ、そっちのは二十四ドゥルマで……ん？」

　店主は最後の一冊を手に取って首を捻ひねった。

「……こんな本、仕入れたっけな？」

　何度か首を捻っていた店主は、そのうちレラに怪け訝げんそうな顔を向けてきた。

「これ、どこにあったんだい？」

「え？　それらの軍記ものと一緒に積まれていました、が」

「あ、そう。だったら仕入れたんだよな」

　ぺらぺらと中を捲めくって確認していた店主だが、やがてぱたんと本を閉じ。

「作りも雑だし、筆ひつ致ちもおざなりだし、これはおまけでいいや」

　この当時の書物はすべて手書きだ。原本があって、それを人の手で書写するのである。したがって字が綺き麗れいかどうか、読みやすい字かどうかというのが本の価値を左右するのだ。専門家の店主から言わせると、この書物の筆跡は流麗だが少し癖があって、おまけに急いで書いているからお世辞にも読みやすくはないということなのだろう。だから三冊買ってくれるなら無料で付けてやると言ったのだ。

「いいのです、か？」

「いいよ。覚えてないってことは、仕入れ値も無た料だ同然だったんだろ。置いといたって、売れそうもないしね」

「ありがとうございま、す」

　レラは残り三冊分の代金を支払うと、イクシーヌに声をかけ、買った四冊を抱えて店を出た。ちなみにイクシーヌは艶えん本ぽんを五冊も買い込んでいた。
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　レラとイクシーヌが商館へ戻ったとき、アイスとケイはまだ戻っていなかった。

（まだ説教されています、ね。ケイも可哀かわい相そう、に。まぁでも自業自得です、が）

　すぐにレラは応接の間まに陣じん取って購入した本を広げた。

　やはり気になるのは『月げつ虹こう戦記（仮）』という、書物らしくない書物だった。

　頁ぺーじを捲りながら飛ばし読みしてみる。

　要約すると、フルミネンセ王国第五王女の地位にあった主人公アリエルが、隣国の謀略で祖国を滅ほろぼされ、国を脱出した後、流る浪ろうの旅を続けていたが、ある地でひょんなことから小国を一つ手に入れ、そこを根拠地にのし上がっていき、最終的にガレリア大陸を統一するという物語らしい。

　らしい、というのは、主人公はまだ小国を一つ手に入れたばかりで、そこから先は構想やら予定やら希望やらが細かに書いてあるだけのようだったからだ。

「変わった内容です、ね。物語としては不完全で未熟な感じなのです、が。でも不思議な臨場感がありま、す。あとで改めて最初からじっくりと読んでみましょう、か」

　そう思ったレラは、残りの三冊も中身を確かめるべく頁を捲ってみる。すると、そこへいつもの異装に身を包んだナーガが顔を出した。

「おう、レラ、戻ってたのか」

「あ、ナーガさ、ん。はい戻っていまし、た」

　レラのほうもマンテラを脱いでいて、半裸と評してもいいほど極ごく薄うす極ごく小しようのいつもの衣装に戻っていたが、もう見慣れた光景なのでナーガも騒がない。

「街歩きはどうだった？」

　と訊きいて、方ほう卓たくを挟んでレラの正面に置かれた椅子に腰を下ろす。

「ケイが食べ物屋の前で騒いでアイスが怒おこり出して説教を始めたの、で、わたしはイクシーと二人で街歩きしていまし、た。歩いている途中で書物のお店を見かけた、のでそこに入って時間を潰していまし、た」

「なるほど。それが戦利品ってわけか？」

　そう言ってナーガは、卓上に置かれた四冊の書物を見やった。

「そうですこれが戦利品で、す」

「面白そうな本はあったか？」

「これが」

　と言って、レラはおまけとしてもらった本を右手に取った。

「なんだか面白そうで、す」

「なんていう本だ？」

「『月げつ虹こう戦記（仮）』みたいで、す」

「かっこかり？」

「ええ。もしかすると草そう稿こうのまま本にしてしまったのかもしれませ、ん」

「珍本だな。内容は、どんなだ？」

　と訊かれたので、レラはいま知ったばかりの内容をナーガにざっと説明した。

「ほほう。流る浪ろうの王女が一代で成り上がって大陸を統一するのか。それはなかなか面白そうじゃないか」

「まだざっと目を通しただけです、が『する』というより『したい』という感じでした、ね。興味があれば読んでみます、か？」

「いや、俺おれはまだ物語を読めるほどこっちの言葉が上達したわけじゃないからな。レラの呪じゆ符ふが助けてくれるから、話す分には問題ないが」

「でした、ね。では全部読んだらわたしが話の内容を詳しく教えてあげま、す」

「ああ、それは頼むわ。けど……」

　ナーガが不思議そうな顔で件くだんの書物に目をやった。

「どうかしました、か？」

「いや、どうかしたっていうか。一代でのし上がって国を盗とるとか、どこかで聞いた話だなぁと思ってな」

「ナーガさんのいた世界ではよくある話だったのです、か？」

「いや、よくはないだろうと思うんだけどな。ただ、そんな例を身近に知っていたような、そうでないような……」

　とたんにレラの目が輝かがやいた。

「それはどういう例です、か？　ナーガさんのお知り合いです、か？」

「いやいや、だから、気がするだけだって。俺おれは自分の出自さえはっきり思い出せてないんだぞ？　どこの誰だれの例かなんて、わかるわけないだろ」

　レラが残念そうな顔になって肩を落とした。

「まぁともかくだ、読んだら内容を教えてくれよ。詳しい話を聞けば、何か思い出すかもしれないからな」

「そうです、ね。読んだらお話ししま、す」

　レラは期待に満ちた目をナーガに向けるのだった。

　さて、もうお気づきだろうか。ナーガが「身近に知っていた例」というのは斎さい藤とう道どう三さんのことである。もっとも今では、斉藤道三が美み濃の国こくを乗っ取ったのは彼一代の話ではなく、親子二代に亘わたっての話であるというのが有力な説になりつつあるのだが。
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　それなりの衣装──あまり豪華ではなく、かといって貧相でもない裳も──に身を包んだアリエルが、いつも側そばに侍はべっている侍女を呼んだ。

「ミモーネ」

　すでに彼女は『流る浪ろうの元王女』ではなく、小国とはいえ、一国の国主代行というに近い立場を手に入れていた。とはいえ、あくまで代行。その衣装も暮らしぶりも控えめなものではあった。

　黒白の侍女服を一いち分ぶの隙すきもなく着こなした目つきの鋭するどい女が歩み寄ってきた。

　彼女はアリエルの前で足を止め、恭うやうやしく一礼をする。背筋が真まっ直すぐに伸びた美しい姿勢だった。

「はい、アリエル様……いえ、アリーお嬢様。なんでございますか？」

「わたしの日記帳、知らない？」

「いえ、知らないでございますが。といいますか、お嬢様、日記などつけてらっしゃったのでございますか？」

「ちょっとした備び忘ぼう録ろく代わりにね」

「さようでございますか。忠ま実めなことでございますね」

「わたしがこのガレリア大陸を統一したあと、自伝を出して一ひと儲もうけしようと思って」

「商魂逞たくましいでございますね。ですが、そもそも大陸を統一すれば、自伝を出して稼がなくても、世界の富はお嬢様の物になると思うでございますが？」

「そうじゃないわよ、ミモーネ」

　ミモーネは、はて？　と首を傾かしげた。

「大陸中から集めた富は、大陸をまとめ、運営していくために使わなくちゃ駄目でしょ。わたしは自分が自由にできるお金が欲しいから、自伝を出して稼ごうと思ったの」

「なるほど。公私は混同せず、というヤツでございますか。お嬢様、意外と律りち儀ぎでございますねぇ」

「意外とか言わないように。わたしは、あくまでもどこまでも律儀な女なんですけど？」

「このミモーネ、認識不足でございました。お詫わびして訂正させていただくでございます。お嬢様は大陸でいちばんの律儀者でございます。わたくしども家臣の誇りでございます」

　アリエルはジト目になって、大げさな態度で低てい頭とうするミモーネを見やった。

「あなたに謝られても、まったく謝られている気がしないわね」

「これは心外な。謝罪に関しては、わたくし、大陸でも一、二を争う女だと評判を取ってございますのに。謝罪の質も、謝罪の量も、大陸随一であると」

「いえっ？　大陸でいちばん謝る回数が多い侍女って、もはやその時点で侍女失格なのではないかしらっ？　むしろあなたの場合、人間すら失格しているのではないかしら!?」

「これはこれは、お嬢様がいつにも増して手厳しいでございます」

　ミモーネは両手を胸の前で組んでアリエルを見つめた。

「不肖このミモーネ、胸のときめきが止まりません。これはもしや……恋？」

「おかしいわね～、どこへ行っちゃったのかしら、日記帳。この部屋から持ち出した記憶はないから、この部屋のどこかにあると思うのだけど」

「あぁ！　お嬢様がわたくしを完璧に無視して探し物を始めてしまわれたでございます。なんという薄情な！　素敵でございます！」

「いいから。あなたも探すのを手伝いなさい」

「承知したでございます」

　それから二人は、部屋の中に置いてある物を片っ端から引っ繰り返して探したが、結局、アリエルの日記帳は見つからないままだった。

　探す手を止めたアリエルは、天井を睨にらんで首を捻ひねった。

「おかしいわね。これだけ探しても見つからないというのは……もしかすると、自分でも気がつかないうちにどこかへ持っていったのかしらね」

「まぁそういうこともあるでございましょう。なんでしたら家臣を総動員してお館やかたの中を隅から隅まで捜索してみてもよいでございますが？」

「いえ、そこまでするほどの物ではないから。ま、いいわ。今までのことは忘れないうちに書き留めておくし、今日からのことはまた新たに書き留めておくし。もし誰だれかに読まれても困るわけではないし。というより、いずれ読者に読ませる本を書くための備び忘ぼう録ろくですからね」

「さようでございますか」

「早く大陸を統一して、自伝を出して、大勢の読者を獲得したいものね」




　さすがのアリエルも、何かの拍子に時空を飛んだ己の日記帳が、すでに別の世界で読者第一号を獲得しているとは夢にも思わなかった。
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